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　氏名／鬼塚鉄斎（おにづか・てっさい）

　年ねん齢れい／六〇歳

　身しん長ちよう／一八五センチ

　体たい重じゆう／推すい定てい七〇キロ

　家族／鬼塚美み雪ゆき（孫まご）・南雲なぐも慶けい一いち郎ろう（居い候そうろう）

　職しよく業ぎよう／飛ひ天てん神じん社じや宮ぐう司じ・飛天流剣けん術じゆつ師し範はん

　趣しゆ味み／庭いじり・将しよう棋ぎ

　特技／居い合あい斬ぎり

　性格／普ふ段だんは口数も少なく、物静かで落ち着いた人物に見えるが、正しよう体たいはかなり凶きよう暴ぼう。そして意外とワガママ。

　交友関係／姫ひめ川かわ沙さ羅らの祖そ父ふで古こ流りゆう柔じゆう術じゆつ師し範はんの姫川雷らい蔵ぞう、氷ひ室むろ那な智ちの通う骨こつ法ぽう道場の師範・毒ぶす島じま天てん堂どうの二人とは旧きゆう知ちの仲なか。若い頃ころは三人でつるんで暴あばれていたらしい。

　備び考こう／大だい門もん高校二年Ｂ組の御み剣つるぎ涼りよう子この師し匠しよう。剣道部顧こ問もんの弥や永なが源げん太た郎ろうもかつては飛天流の門人だったが「サムライの魂たましいがない」という理由で破は門もんになっている。

［コメント］

…年齢を重ねて経けい験けんを積つめば自然と角かどが取れて円えん満まんな人物になる──という日本人が伝統的に抱いだいている人生観がしょせん幻げん想そうにすぎないということを身をもって証しよう明めいしている人物。一いつ般ぱん的てきに武道の師範というと精せい神しん修しゆう養ようがどうのと言いそうなものだが、この人の場合は「剣術は人を斬ってなんぼ」と言い切ってしまっている。ヤクザやチンピラなんかは試ためし斬り用のお徳とく用よう骨ほね付つき肉としか思っていないらしい。現代に生きるサムライ──と言えば聞こえはいいが、要ようは〈人間凶きよう器き〉である。


〈神矢〉








　　　　一




　豊と島しま区く内某ぼう所しよ──

　国道を跨またぐ陸りつ橋きようの下、歩道の入り口の脇わきにある道路標ひよう識しきの柱に、立て看かん板ばんが針はり金がねで固定されていた。

『目もく撃げき情じよう報ほうをお寄よせください』

　そう大きく書かれた一文の横に、この近所で起きた事件についての簡かん単たんな記き述じゆつがある。ホームレスの男性が刃は物もの等で武ぶ装そうした数人の男に襲おそわれ、担かつぎ込こまれた先の病院で死し亡ぼうしたというものだ。事件があった日付はちょうど一週間前の深しん夜やのことである。

　日にち没ぼつからほどなくして降ふり始めた雨は、深夜にはほとんど霧きり雨さめになっていた。

　看板を包つつむビニールの表面には雨う滴てきが付ふ着ちやくし、集まった雨滴が雫しずくとなって流れ落ちる。その雫が、看板の下に供そなえられた菊きくの花はな束たばを濡ぬらしていた。

　ザッ！

　スニーカーを履はいた足が花束を乱らん暴ぼうに踏ふみつけ、蹴けり飛とばして、辺あたりに花びらをまき散ちらした。続いて振ふり下ろされた黒い棒ぼうが看板を真まっ二ぷたつにへし折おる。くの字に曲がったところへさらに執しつ拗ような打だ撃げきが繰くり返かえし加えられ、看板は原げん型けいをとどめぬほどに粉ふん砕さいされた。

「──イヒッ」

　下げ卑びた笑い声に、二つの声が呼こ応おうする。

「行くか？」

「ああ……〈狩かり〉にな」

　三つの影かげが陸橋をくぐり、薄うす暗ぐらい歩道へ入って行った。一〇メートルほど進むと、湿しつ気けの濃こい空気の中に、すえたような異い臭しゆうが混まざり込んでくる。腐くさった生ゴミの臭においとは明らかに異ことなる、動物の体温を感じさせる生なま々なましい臭しゆう気き──

「……ウヘェ」

　その異臭を深く吸すい込んでしまったらしく、一人が喉のどを鳴ならして嘔はいた。唾つばとともに異臭を吐はき出すと、口元を手で押おさえながら二人の後に続く。

　やがて三人は、壁かべに沿そって並んでいる段だんボールハウスの前に立った。どこからかやってきたホームレスたちのねぐらである。ハウスといっても屋や根ねはなく、せいぜい一人の人間が横たわるだけの広さで、壁の高さも身体からだを起こせば顔が出る程てい度どのささやかなものだった。吹ふき込んでくる風を避よけるためだけのテントに近い。

　三人はそれぞれが持参してきた武器を手にした。先せん端たんにくさび形の金かな具ぐが付いた鉄パイプに、錆さびた釘くぎを二〇本以上も打ち付けたバット、そしてモップの柄えらしき棒の先に針はり金がねを使ってサバイバルナイフを固定した手て製せいの槍やりである。それらは握にぎりの部分に滑すべり止どめのテープを巻まくなどして扱あつかいやすくしてあった。実じつ際さいに何度か使ったことがあるらしく、どの凶きよう器きも全体的に黒っぽい汚よごれがこびり付いている。

　鉄パイプを持った男が前に出て、段ボールハウスの壁を蹴り飛ばした。

　ハウスの主ぬしらしい一人の男が、そこに横になっていた。道路側がわ──三人のいる方に背せを向けている。長い髪かみが見み事ごとに白かった。老人である。

　眠ねむり込んでいて壁がなくなったことに気付かないのか、あるいは貝のように自分の世界に閉とじこもって無む視しを決め込んでいるのか、老人は身じろぎひとつしない。

　男は構かまわず一歩踏み込み、鉄パイプを頭上に振り上げた。老人の腰こしの辺りに狙ねらいを定め、息を止める。

「そうら──」

　ゴッ！

　固かたい物が肉を叩たたく音が響ひびいた。

　しかし、それは鉄パイプによる打撃の音ではなかった。

　鉄パイプを振り下ろそうとしたその瞬しゆん間かん、男はみぞおちに重い衝しよう撃げきを受けて吹っ飛ばされていたのである。

「がはっ!!」

　男の身体は後ろにいた仲間の二人を巻まき込んでガードレールまで飛ばされた。一いつ瞬しゆん、呼こ吸きゆうができなくなった男は、激はげしく咳せき込みながらも仲間に助けられて身を起こす。

「どうしたんだよ!?」

「い、いきなり何か……」

　顔を上げた三人は、いつの間にか老人が立ち上がっていることに気付いた。

　横おう臥がしている時には分からなかったが、老人は一八〇前後の長身であった。身体に巻き付けたボロ布の上からでも体格の良さが見て取れた。肩かた幅はばが広く、背せ筋すじもしっかりと伸のびている。三人のうち最もつとも大おお柄がらな男も同じくらいの背せ丈たけがあるが、姿し勢せいが悪いため老人の目の高さしかない。

　薄うす暗くらがりの中、老人の見開かれた双そう眸ぼうが鋭するどい光を放はなっていた。猛もう禽きん類るいを思わせる風ふう貌ぼうの持ち主である。

　老人は左手に自し然ぜん木ぼくの微び妙みような湾わん曲きよくを活いかした作りの杖つえを握にぎっていた。その杖が男のみぞおちを突ついたのだ。

「てめえ……!!」

　男たちは老人の全身から放ほう射しやされている精せい気きに気付くほどの感かん受じゆ性せいなど持ち合わせていなかった。遊びを邪じや魔まされた苛いら立だちにまかせ、再び鉄パイプで殴なぐりかかる。

　老人は右足を引いて体を開き、唸うなりを上げて走る鉄パイプを紙かみ一ひと重えで避よけた。当たるものと信じて思いきり振り回したため、その勢いで男の身体が泳ぐ。次の瞬間、無む防ぼう備びの男の横よこっ面つらを硬かたい杖が強したたかにひっぱたいていた。

「おごっ」

　男は尻しりを突き出した無ぶ様ざまな格かつ好こうで地面に突つっ伏ぷした。

「ふむ……」

　老人が鼻はなを鳴ならした。低く渋しぶ味みのある声で呟つぶやく。

「弱いのう。おぬしら」

　それを聞くなり、倒たおれた男は鉄パイプを摑つかんでのっそりと起き上がった。憤ふん怒ぬに歪ゆがみ青ざめたその顔は二は十た歳ち前の若さであった。三人とも同年代の、まだ少年といっていい年とし頃ごろの若者である。

　鉄パイプの男が手で『散ちれ』と合あい図ずすると、釘くぎバットの男が右に、モップ槍やりの男が左にそれぞれ移い動どうし、壁かべを背せにした老人を半円形に囲む陣じん形けいになった。老人は杖を腰こしに引きつけ、上じよう端たんから二〇センチほどのところに右手を添そえる。

　その手て元もとでカチリと金かな具ぐが外はずれるかすかな音がした。

「……ブッ殺ころせ!!」

　三人がほぼ同時に襲おそいかかる。

　しかし──実じつ際さいに老人を攻こう撃げきできたのは鉄パイプの男一人だけだった。攻撃の瞬間、他ほかの二人は予期せぬ方向からの奇き襲しゆうを受けたからである。




　ザシュッ！

　棒ぼう状じようの物が老人の左にある段ボールハウスの壁を破って飛び出した。その先端がモップ槍男の右足の太ふと腿ももに突き刺ささる。

　焼けた鉄の棒を太腿にねじ込まれたような衝撃に、モップ槍を突き出す直前の姿し勢せいのまま男の身体からだが硬こう直ちよくする。

「へひっ!?」

　下に目を向けた男は、自分の太腿を貫つらぬいている銀ぎん色いろの金きん属ぞくを目にした。それは肉を切り裂さき深々と潜もぐり込んだ槍の穂ほ先さきであった。

　その槍の主ぬしが段ボールハウスから現れた。同じく六〇前後と思おぼしき老人である。身長は一七〇センチ前後、瘦やせ型がたの体格で、額ひたいから頭とう頂ちよう部ぶにかけてすっかり禿はげ上がっている。鼻は高く、最初の老人に比べて柔にゆう和わで理り知ち的てきな風ふう貌ぼうの持ち主であった。涼すずしげなカッターシャツにスラックス姿すがたの老紳しん士しである。

　禿はげ頭あたまの老人が槍を引き抜ぬいた。太腿から大量の鮮せん血けつが噴ふき出し、ペインターパンツをみるみる黒く染そめていく。たまらず尻しり餅もちをついたモップ槍の男に近付くと、老人は無表情のまま再度、槍を突き出した。今度は左足の太腿に穂先が突き刺さる。

「いげあああああっ！」

　男は言葉にならない悲ひ鳴めいを上げながら手て製せいの槍を振ふり回した。しかしその切きっ先さきはまったく相あい手てに届とどいていない。禿頭の老人は一歩踏み込むと、滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回されているモップ槍の中なか程ほどを摑んで男の手からもぎ取った。老人とは思えぬ動どう体たい視し力りよくと反はん応のう速そく度ど、そして握あく力りよくである。

「ふうむ……手作りか」

　老人はモップの柄えにサバイバルナイフを括くくり付けた槍をしげしげと眺ながめると、それを逆さか手てに構かまえ、無む造ぞう作さに男の肩かたに突き立てた。刃は先さきが五センチほど潜り込む。

「やはり切れ味が悪い。手入れをしておらぬな。これでは人は殺せん」

「あ……あひっ、あひぃぃぃぃぃっ!!」

　男はモップ槍を肩に刺したまま逃にげ出そうとするが、両の太腿を刺されているためほとんど動けない。老人は自分の方に向けられた男の尻に向けて、切れ味を確かめるように槍を突き刺した。




　一方、老人の右側から襲いかかった釘バットの男は、手前にあった段ボールハウスを壊こわしながらスイングした。

　ガツンッ、

　前に出した左足が氷こおりを踏ふんだように流れる。踏み止とどまろうとしたがスイングの勢いきおいに負けて、そのまま股また割わりの格好で転てん倒とうした。

「クソッ……!?」

　男は立ち上がろうとして、すぐに異い変へんに気付いた。左足が思うように動かない。

　見ると、左足首に柄えの長い鎌かまの刃はが潜り込み、貫かん通つうしていた。それを理り解かいした途と端たんに激げき痛つうが足を伝わってくる。

「あ、あ、あ、あ、あ、あ──」

　ばつんっ。

　鎌かま刃ばが男のアキレス腱けんを切り裂いた。

「あぎゃああああっ!!」

　絶ぜつ叫きようを上げる男の目の前に、赤い人ひと影かげがゆらりと立ち上がる。

　それは第三の老人であった。やはり年ねん齢れいは六〇前後、白はく髪はつをヤマアラシのように逆さか立だてた小男である。えらの張ったいかつい風貌はいかにも気き難むずかしそうで、生せい来らいの頑がん固こ親おや父じ的性格を如によ実じつに表していた。額ひたいは後こう退たいしており、生はえ際ぎわが見事にＭ字形になっている。一五〇センチそこそこと小こ柄がらだが頑がん強きようそうな身体に、真まっ赤かなアロハシャツとバミューダパンツがよく似に合あっていた。

「動くなよ……どうせ逃げられやしねえんだ」

　ヤマアラシ頭の老人は、死しに神がみの得え物ものに比べて小振りだが切れ味は本物の長なが柄えの鎌を水平に構え、おもむろに薙なぎ払はらった。

　釘バットもろとも切せつ断だんされた数本の指が宙ちゆうに舞まった。




　男が鉄パイプを振り下ろす瞬間、杖つえを構えた老人は同時に踏み込み、流れるような動きで男の腕うでの下をかいくぐって背はい後ごにすり抜ぬけた。それはまるで老人の身体が実体のない幻げん像ぞうと化して男の身体を通り抜けたようだった。

　ガァン！

　男の手からすっぽ抜けた鉄パイプが、コンクリートの壁かべにぶち当たって派は手でな音を響ひびかせる。

「──〈朧ろう月げつ〉」

　老人が低ひくく呟つぶやく。

　身体に巻まいていたボロ布ぬのが地面に落ちていた。その下に隠かくされていたのは風ふう格かくのある和わ装そうのいでたちであった。

「逃げんじゃねえよ、ジジイ！」

　男は鉄パイプを拾ひろおうと身を屈かがめて手を伸のばした。

　しかし──拾えない。

　手は確かに鉄パイプを摑んでいるのに、それを持ち上げることができない。どこからか漏もれてくる黒っぽい液えき体たいが鉄パイプを濡ぬらすばかりであった。

「あれ……あれ……あれ……？　あれ？　あれ!?　あれぇぇっ!?」

　何度も試ためしているうちに、男の顔に焦あせりの表情が浮うかび、それは次し第だいに恐きよう怖ふに歪んでいった。呼こ吸きゆうが乱れ、額から脂あぶら汗あせがどっと噴き出す。鉄パイプが拾えない本当の理由に頭では気付きながら、それを心では理解したくないという気持ちが抵てい抗こうしていた。理解してしまうにはあまりにも恐おそろしい事実だったからだ。

「どうした？　拾うがいい……自分の手でな」

　老人にそう指し摘てきされた時、男の中の抵抗は崩くずれ、恐怖が爆ばく発はつした。

　すっぽ抜けたのは鉄パイプだけではなかった。それを摑んだ男の両手首も一いつ緒しよだったのである。

「ひっ、ひっ、きひぃぃぃ！　お……おでの……おでのでのでのでの……でがぁぁぁ!!」

　もはや意味をなさない絶叫が男の喉のどを裂さいてほとばしり、夜の闇やみに響き渡わたった──




　　　　☆




「それにしても──」

　三人で肩かたを並ならべて歩きながら、禿はげ頭あたまの老人──毒ぶす島じま天てん堂どうはしみじみとした口く調ちようで言った。

「久しぶりに使ってみたが、この仕し込こみ杖づえという武ぶ器きは何と言うか……いやはや、楽しいものよのう」

　天堂は持っていた黒くろ塗ぬりの杖の先を持ち上げ、手元の柄えにある金きん属ぞくの輪わをひねった。

　シャキッ。

　杖の先から、刃は渡わたり二〇センチほどの槍やり穂ほが現れる。

「おうよ。先っちょに刃やいばを仕込みつつこのバランスの良さ！　手に馴な染じむってなぁこのことよ」

〈忍しのび杖〉と呼ばれるタイプの仕込み杖をクルクル振り回しながら、ヤマアラシ頭の老人──姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞうが相あい槌づちを打った。柄に隠かくされた窪くぼみを指で操そう作さして、杖の先端に仕込まれた鎌刃を出し入れする。

「話が違ちがうではないか」

　それまで黙だまっていた長ちよう髪はつの老人──鬼塚鉄斎が不満をもらした。

「この時じ勢せいに〈人間狩がり〉を嗜たしなむ剛ごうの者がいると聞いてわざわざ足を運んだのだぞ。ところがどうだ。いざ死し合おうてみれば、狩られる覚かく悟ごもできておらぬ腰こし抜ぬけどもよ。あれでは野の良ら犬いぬにも劣おとる」

「よいではないか。試ためし斬ぎりはできたのだからな」

「足たりぬ」

「贅ぜい沢たくを言うな。その仕込み杖で存分に斬きられてはたまらぬぞ。悪党とはいえ、死人を出すのはいかにもまずい」

「おうよ。さっきは抜く手も見せずに手首をすっ飛ばしやがって……てめえ、さては使い慣なれてやがるな？」

「むろんだ。わしを誰だれだと思っておる。人を斬ってなんぼの剣けん術じゆつ使いぞ」

　涼すずしい顔で答える鉄斎に、雷蔵がケッと吐はき捨すてる。

「普ふ段だんから持ち歩いてるんじゃねえだろうな？　この不良老人が」

「他人のことを言えた義ぎ理りか。オモチャをもらった餓が鬼きのようにはしゃいでおったくせに」

「あんだとお!?」

「こらこら、物ぶつ騒そうな物を持ったままケンカをするでない」

　天堂が二人の間に入って諌いさめた。天堂は物もの腰ごし柔やわらかな態たい度どからトリオの中では常じよう識しき人じんに見られがちだが、性せい格かくのえげつなさでは二人に引けは取っていない。だからこそ仲ちゆう裁さい役やくがつとまっているのだ。

　一人だけ大人おとなぶっている天堂に、胡う散さん臭くさい視し線せんを向けながら雷蔵が訊きく。

「ところで……そのナントカってえ団体の本ほん拠きよ地ちってのは、本当にこっちでいいんだろうな？」

「池いけ袋ぶくろ一いつ帯たいは私の縄なわ張ばりだ。少々寄より道みちをしたが、この道で間ま違ちがいはない」

　天堂の案あん内ないで一いつ行こうは駅から西に向かって歩いていた。

　骨こつ法ぽう道場『神しん武ぶ館かん』館長・毒島天堂。

　古こ流りゆう柔じゆう術じゆつ姫川流師し範はん・姫川雷蔵。

　そして飛ひ天てん流剣けん術じゆつ師範・鬼塚鉄斎。

　彼らがホームレス狩りを待まち伏ぶせて返り討うちにしたのは、正せい義ぎ感かんからでも、世のため人のためでもなかった。単なる行きがけの駄だ賃ちんである。人を狩るからには、みずからも狩られることを覚悟しているのが当然の道理──それが鉄斎の感覚であった。

『どうせ斬ってもいい連中だし、せっかくだから斬っとかないと損そん』

　砕くだけた言い方をするならそういうことである。

　ホームレス狩り狩りをスナック感覚で実行する、おそらくは地じ獄ごくからやってきたと思われるこの三匹びきの人間凶きよう器き──彼らと出会うことは、場合によっては死よりも恐ろしい結末を呼ぶ。

　彼らはどこへ、何の目的で向かっているのか？

　事の発ほつ端たんは、数時間前に遡さかのぼる──




　　　　二




　板橋区の飛天神社──その裏うら手てにある鬼塚家。

　午後二時三〇分。

　かつては十人以上いた道場の門下生の胃い袋ぶくろの世せ話わをしていた広い台所で、南雲慶一郎は思し案あんしていた。目の前のテーブルには、煎せん餅べいや花か林りん糖とうなどの袋が並んでいる。どれも近所のコンビニやスーパーで手に入る安い物だ。

「……う～む」

　慶一郎は短く唸うなると、一八〇度ターンして背はい後ごにある大型冷れい蔵ぞう庫この扉とびらを開けた。野や菜さい等などの食材とは別の棚たなに、びっしりと苺いちごが載のったタルトが器うつわごと冷やされている。こちらは慶一郎の手作りである。

「年とし寄よりに食わすにゃ勿もつ体たい無ないな……」

　扉を閉しめると、慶一郎は腕うで組ぐみして再び思案しはじめた。

　慶一郎が悩なやんでいるのは、三時のお茶の時間に出すお茶請うけである。普ふ段だんならば問題はないが、今日は客が来るのだ。それも扱あつかいに注意が必要な気き難むずかしい人物だった。

　姫川雷蔵に毒島天堂──どちらも古流武術の師範であり、現げん役えきの武ぶ闘とう家かである。口にこそ出さないものの、機き会かいさえあれば、同じく徒と手しゆによる格闘家である慶一郎の実力のほどを確かめたいと考えているのが目つきで明らかだった。『虎こ視し眈たん々たん』という言こと葉ば通どおりの目つきなのだ。たかがお茶請けとはいえ、機き嫌げんを取っておくに越こしたことはない。

　コンコン、と勝かつ手て口ぐちの扉が外からノックされた。慶一郎の返事を待たずに扉が開き、女の子と見み紛まごうばかりの美少年が台所を覗のぞき込む。

　神かみ矢や大だい作さくはニッコリ微笑ほほえんで、手にした包つつみを顔の高さに持ち上げた。

「買ってきましたよ、『とらや』の栗くりようかん」

「よし！」

　頷うなずく慶一郎の後ろで、火にかけられたケトルが笛ふえの音を鳴ならした。




　　　　☆




　障しよう子じ戸どを開けて鬼塚家の居い間まに顔を出した御み剣つるぎ涼りよう子こは、縁えん側がわに座っている人物を一目見て、露ろ骨こつに不ふ審しんそうな表情になった。

「……なんであんたがそこにいるのよ？」

「オレがどこにいてようが、お前には関係ないわい」

　質問の意い図とを根こん底ていから無む視しする答えを返したのは、毎度のごとく赤いＴシャツとカンフーズボン姿の草くさ[image: ]なぎ静しず馬まだった。静馬が呼びもしないのに鬼塚家に上がり込んでいるのはよくあることだが、涼子を驚おどろかせたのは、このアナクロ番長が将しよう棋ぎ盤ばんを挟はさんで鉄斎と差し向かいに座っていることだった。

　涼子は縁側まで歩いていくと、将棋盤を覗き込んだ。鉄斎が趣しゆ味みでやっている詰つめ将棋を眺ながめているだけかと思いきや、盤上の駒こまを見てみると、どうやら二人は本当に本将棋を指さしているらしい。

「ジジイが暇ひまそうやったんで、いっちょ揉もんだろか思てな」

「偉えらそうに……」

　静馬が偉そうなのは今に始まったことではないが、鉄斎の方はジジイ呼ばわりされたことも意に介かいさず、じっと盤上を見つめている。

　涼子はＫファイトの将棋対戦において静馬が無敗を誇ほこっていることを思い出した。中でも将棋部顧こ問もんとの一局は全校に生なま中ちゆう継けいされ、一部の将棋マニアの間では伝説の名勝負として語り継つがれているが、当然ながら一般生徒の間の評ひよう判ばんはすこぶる悪く、視し聴ちよう率りつは最低だったと記き憶おくしている。

　二分以上黙もつ考こうした後、鉄斎が一手指した。静馬はすかさず盤上に手を伸のばして無む造ぞう作さに一手指す。鉄斎は「むう」と唸うなると、再び長考に入った。涼子自身は将棋に疎うといため、どちらが優ゆう勢せいなのかは分からないが、それでも鉄斎の方が押おされているらしいことは雰ふん囲い気きで察さつしがついた。

「キャ～～～ッ！　ナギィ～ッ!!」

　黄色い声とともに裏うら庭にわに金きん髪ぱつの少女が現れたかと思うと、ダッシュで駆かけ寄よってきて静馬に抱だきついた。

「ジジイのお供ともでついてきたらナギーに会えるなんて、や～ん、なんてラッキー！　ね、ね、何してんのさ？　ねえ！」

「やかましなあ……勝しよう負ぶの最中や。くっつくな」

　首に回した腕うでを静馬にやんわりと解とかれて、姫川沙羅は不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。さらに横にいる涼子に気付くと、あからさまな敵てき意いのこもった視線を向けてくる。

「人様ん家でギャアギャア騒さわぐんじゃねえぜ」

　沙羅に続いて現れたのは祖父の姫川雷蔵だった。表玄げん関かんではなく、神じん社じやの脇わきの通用口から入ってきたのだ。雷蔵は一礼する涼子に「おう」と短く答えると、沙羅がベッタリとくっついている静馬をギロリとひと睨にらみする。

「ほう、餓が鬼き相手に将棋かよ。どれ……」

　盤を覗き込んだ雷蔵は、すぐにあることに気付いて怪け訝げんそうに片かた眉まゆを吊つり上げた。

「やい鉄斎、『角かく』をどこへやった？」

「ここや」

　静馬が手の中の持ち駒を五指に挟んで見せた。持ち駒は歩ふが二枚に角と桂けい馬まがそれぞれ一枚ずつある。盤上の駒の配置からして、それほど対局が進んでいるようには見えない。

「バカか？　序じよ盤ばんで取られてんじゃねえよ」

「外野は黙だまっておれ」

　鉄斎は不ふ機き嫌げんに言うと、ようやく一手指した。静馬はその手を予想していたか、あるいはどんな手がこようが関係なく次の手を決めていたのか、即そく座ざに駒を動かした。途と端たんに鉄斎の表情が険けわしくなる。さらに形けい勢せいが苦しくなったのは明らかだった。

「……へっ、なかなかやりやがる」

　静馬の腕うで前まえに興きよう味みをそそられたらしく、雷蔵はニヤリと笑って舌した舐なめずりした。

「どきやがれ、鉄斎。てめえじゃ相手にならねえ」

　雷蔵は強ごう引いんに鉄斎を押おし退のけるようにして縁側に腰こし掛かけ、静馬と盤を挟んで向かい合う。鉄斎が渋しぶ々しぶながら半分席を譲ゆずったところを見ると、将棋の腕では雷蔵の方が上らしい。

「やっちゃえナギー！　ジジイをギャフンと言わしたれ～っ！」

　英語風の変な発音の関西弁べんで沙羅が応おう援えんする。

　駒が盤を打つ小こ気き味みよい音が続いた。

　対局はしばらく順調に進んだが、やがて雷蔵の手がピタリと止まった。形勢を逆ぎやく転てんするどころか、さらに苦しい状じよう況きように追い込まれたらしい。あるいは致ち命めい的てきな失しつ策さくでも犯おかしたのか。素人しろうとの涼子に分かるのは静馬の手て駒ごまが着実に増ふえていることだけだった。

　静馬は大きな伸びをひとつすると、居間の柱時計をちらりと見る。

「おやつの時間やな……おい涼子、お茶とお茶菓子出せや」

「人ん家に勝手に上がり込んでおいて、その言いい草ぐさは何よ？」

「でっかいジジイとちっちゃいジジイが長考に入っとんのや。こらあ、しばらくかかるで」

　静馬の言う通り、鉄斎と雷蔵は盤を凝ぎよう視ししたまま、彫ちよう像ぞうと化したようにピクリとも動かなくなっていた。

　玄関の方から人の気配がした。間まもなく障子戸が開いて、客を伴ともなった美み雪ゆきが居間に入ってくる。やってきた客は毒島天堂だった。天堂が入ってきても、鉄斎と雷蔵は無反応である。

「ふむ、何をやっているのかと思えば……」

　挨あい拶さつもそこそこに、天堂は二人の旧友の背はい後ごに回って盤を眺める。

「ほほう……これはまた、ひどい有あり様さまだな。投とう了りようするほどではないが」

「じゃあ、てめえも混ざれ！」

　雷蔵と鉄斎が申し合わせたように天堂の開かい襟きんシャツの袖そでを摑つかみ、強引に真まん中なかに座らせた。高校生相手に年寄りが三人がかりという、少々みっともない図ではある。

　深く考えずにホイホイと駒を進めていた雷蔵とは違ちがい、天堂はさすがに落ち着いていた。じっくりと腰を据すえて、一手一手慎しん重ちように指していく。静馬の方も手て応ごたえありと見たのか、少しは──といっても五秒ほどだが──考えながら応戦していた。

「なんだか凄すごいことになってるんですけど……」

　障子戸の隙すき間まから居間の様子を窺うかがっていた大作は、信じられないという口調で背後の慶一郎に言った。

「あの人間凶きよう器きトリオを一人で相手してますよ。静馬さんが強いのか、あの三人の実力が大したことないのかは分かりませんが……」

「あいつでも役に立つことがあるんだな。今のうちにお茶の用意を済すませちまおう」

　慶一郎はそそくさと居間に入り、難なん儀ぎな年寄り三人が将棋に夢む中ちゆうになっている間に緑茶を煎いれ、栗ようかんと煎餅を用意した。封ふうを切っていない花か林りん糖とうの袋ふくろを涼子に渡す。

「あいつのエサだ」

「甘あまやかすとつけあがるわよ」

「接せつ待たい費ひだと思えば安いもんだろう」

「あっそ」

　涼子は不ふ承しよう不ぶ承しよう、袋入り花林糖を静馬に投げつけた。至し近きん距きよ離りからかなりの勢いで飛んできた袋を、静馬は盤上に視線を落としたまま片手でキャッチすると、袋を破って黒くろ砂ざ糖とうたっぷりの花林糖をむさぼり食い始める。一方年寄りトリオはお茶どころではないらしく、出された湯ゆ吞のみに手をつけようともしない。

　栗ようかんを頰ほお張ばりながら対局の様子を眺めていた涼子は、肝かん心じんなことを思い出して訊たずねた。

「ところで毒島先生と姫川先生はどんな御ご用ようでいらしたんですか？　静馬と将棋を指しにきたわけじゃないんでしょう？」

「む？……おお、忘れるところだった」

　天堂は扇子せんすで自分の膝ひざを打った。

「鉄斎に雷蔵、おぬしらの力を借りたいのだ。鉄斎には道具も借りたいので、ここで集まることにしたのだが」

「道具だと？」

「うむ……持ち運びに便利な武器がないかと思ってな。手しゆ裏り剣けんのような小物ではなく、仕し込こみ杖づえがいい」

「武器とはまた穏おだやかじゃねえな。ヤクザの出入りでもあんのか？」

「似にたようなものだ。素す手でで挑いどむには少々、難なん物ぶつでな……」

　言いながらパチン、と駒を打つ。

　何気ない物言いだが、その言葉は恐おそるべき意味を含ふくんでいた。大作はいち早くそれを察さつし、慶一郎に耳打ちした。

「武ぶ装そうしたうえに三人がかりで、いったい何と闘たたかうつもりなんでしょうね!?　宇宙怪かい獣じゆうでしょうか？」

「俺おれに聞かれても困るが……何にせよその相手に同情するよ」

　それは誇こ張ちようではなく、慶一郎の正しよう直じきなコメントだった。師し匠しようトリオはたとえ一人ずつでも相手にしたくないほどの猛も者さなのだ。

「難物か……ちょうど退たい屈くつしていたところだ。多少の荒あら事ごとなら付き合ってやっても構わんぞ」

　鉄斎の口くち振ぶりこそ普ふ通つうだがどこか嬉き々きとしていた。雷蔵の方は露ろ骨こつに頰を歪ゆがめて不ふ敵てきな笑えみを浮うかべる。

「ケッ、面おも白しれえ。ここんとこ暴あばれてなかったからな……久々に殴なぐり込こみでもやるのか？」

「そうなるかも知れん」

「久々にって……」

　涼子は雷蔵の言こと葉ばに不ふ審しんそうに訊き返した。

「以前にもその……殴り込みの経験が？」

「うむ。時とき折おりな」

　答えたのは師匠の鉄斎である。ちょっと得とく意いそうに顎あごを撫なでながら、

「若い頃ころはよくその辺のチンピラにケンカを売らせて、新しい技わざの実用度を試ためしていたものよ。技はやはり実戦で磨みがいてこそ本物となる。生身の奴やつを一人斬きることで得られる経験は、道場での鍛たん錬れん一年分に相当するというからな」

「それは辻つじ斬ぎりというか……体ていのいい人体実験では……？」

　大作が鉄斎に聞こえないように小さい声で呟つぶやく。

「そのうちにチンピラが出入りしている組がそれを知り、三〇人がかりで仕返しにきてな。返り討うちにしてやったが、放ほうっておくわけにもいかんので……」

「殴り込みですか」

　鉄斎だけでなく他ほかの二人も同時に頷うなずいた。

「夜中に三人で組長の屋や敷しきに忍しのび込んで、屋敷のそこここに火か薬やく玉だまを仕し掛かけてから、火か炎えん瓶びんを放り込んでやったのよ」

「あれはよく燃もえたな」

「うむ。雷蔵はその頃『爆ばく弾だん作りの鬼おに』と呼ばれておったからな」

「あっという間に火が回った」

「わしらは塀へいの外で待ち構かまえておってな、焼け出されてくる奴をこう……一人ずつな」

「手て槍やりでな」

「あれは楽しかった」

「突つき放ほう題だいに斬り放題とは、まさにあのことじゃったの」

「いかにも」

　三人は懐なつかしい思い出を語りながらカラカラと笑う。
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　しかし慶一郎と大作の脳のう裏りに浮うかんだのは、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれたヤクザの屋敷を背はい景けいに繰くり広げられる修しゆ羅らの宴うたげであった。涼子はというと、師し匠しようの若かりし頃の武ぶ勇ゆう伝でんにうっとりと聞き入っている。想そう像ぞうする図が同じでも、受け取り方によって意味は一八〇度変わるらしい。

「よし、御剣。これからわしが言う物を納なん戸どから持ってこい」

「はい」

　居間を出ていった涼子は、数分後、細長い布の包みを三つ携たずさえて戻もどってきた。

　鉄斎がそのうちの一つを取り、残りを二人に渡す。解といた包みの中から現れたのは、どれも一見しただけでは古い杖つえにしか見えない木の棒ぼうであった。身長に合わせてあるかのように鉄斎の杖が一番長く、雷蔵の物は短い。

　鉄斎が扱あつかい方を説明すると、二人はすぐに吞のみ込んだ。柄えの止とめ金がね等などに偽ぎ装そうされたスイッチを操そう作さすると、天堂の杖の先から槍穂が、雷蔵の杖の先近くから鎌かま刃ばが柄に垂すい直ちよくに勢いきおいよく飛び出す。よく手入れされており、鈍にぶい銀ぎん色いろに光る刃には曇くもり一つない。

「ほほう……これはこれは」

「面おも白しれえもんだな」

　二人は感かん嘆たんの声をもらした。

　鉄斎は庭に下りると、自然な反そりのある杖を腰こしだめに構かまえた。手元でカチリと鯉こい口くちを切る音がした直後、杖に仕込まれた刃がすっぱ抜ぬかれていた。

「うわっ、危ないやんか」

　近くにいた静馬は、剣けん風ぷうを顔面に受けて反射的にのけ反った。鉄斎の仕込み刀がたなは刀とう身しんこそやや短いものの、やはり真しん剣けんであることに変わりはない。

「それって、街まち中なかで持ち歩くと銃じゆう刀とう法ほう違い反はんになりませんか？」

「問題はない。仕込み杖になっておるからな」

　大作の問いに対する鉄斎の答えは、根こん本ぽん的てきなところで答えになっていなかった。

「は、犯はん罪ざい者だ……どう考えても」

　頭を抱かかえた大作は、涼子が憑つかれたような目で仕込み杖を眺ながめていることに気付いた。

「涼子さん、自分も仕込み杖が欲しいな～って思ってるでしょ!?」

「え？」

　声のトーンからして明らかに図ず星ぼしだった。

「別に……木ぼく刀とうに仕込んだら楽しそうだなって思っただけよ」

「ほら、やっぱり！　言っときますけど、シャーペンに針はりを入れて『仕込みシャーペン』とか作るのはやめてくださいよ」

「あ、そのアイデアは使えるわね」

「使わないでください！」

　非ひ常じよう識しきな会話が続く中、静馬が焦じれたように言った。

「新しいオモチャで遊んでるとこ悪いけどな、さっさと次の手ェ打ってくれへんか」

　将しよう棋ぎの対局は中断したままだった。現在のトリオ代表である天堂は、盤ばんを見やりながら他の二人に相談した。

「悪い知らせがある」

「なんだ？」

「正直言ってこの勝しよう負ぶ……どうも勝てそうにない」

　事実だった。圧あつ倒とう的てき不利の状じよう況きようにあって、天堂は静馬の攻せめ手をのらりくらりと躱かわしていたが、すでに駒こまの数に差がついているためそれにも限度があった。

「そりゃあまずいな」

「うむ……仕方あるまい」

　静馬はフフンと鼻はなを鳴らした。鉄斎が投とう了りようするものと踏ふんだからである。

「こうなったら……やるか」

「ああ。いずれにせよ試ためし斬ぎりはやらねばならんのだ」

　三人の師匠の醒さめきった視し線せんが静馬に集中した。冷たい風が吹ふいてきたように、静馬の背せ筋すじに寒さむ気けが走る。

「ちょっと待て！　お前ら、まさか……」

「安心せい。痛いのはほんの一いつ瞬しゆんだ」

「達たつ人じんの腕うでを信用しろ」

　シャキッ。

　一度納おさめた隠かくし刃ばが、再び杖の先から飛び出す。

「し、信用できるかーッ！　将棋に負けそうなくらいで人斬るアホがどこにおんねん!?」

　目の前にいた。

　静馬が縁えん側がわから腰こしを浮うかせると、三人の人斬りからぐうっと殺さつ気きが押おし寄よせてくる。静馬は真ま後うしろに大きく跳ちよう躍やくすると、そのまま背を向けて一いち目もく散さんに逃とう走そうした。

　この時、静馬が凶きよう刃じんから逃にげおおせたのは強運の為なせるわざだったろうか。




　うるさい四人がいなくなった後、慶一郎は取っておきの手作りストロベリータルトで美雪たちをもてなした。




　　　　三




　再び池袋──

　天堂の案内で要かなめ町ちよう近辺にやってきた三人は、一〇〇メートルほど先にある白い建たて物ものの様よう子すを路ろ地じの陰かげから窺うかがっていた。

「あれが目当ての建物か……そろそろ話してもらおうじゃねえか」

「よかろう」

　天堂は二人に向き直り、今回の件けんの事情を説明しはじめた。

「あの建物は〈オメガ・サークル〉という団体の本部だ。半年ほど前にあそこを根ね城じろにしたらしい。独自の健けん康こう法ほうを広めるのが表向きの目的らしいが、話を聞いてみると実じつ態たいはどうも宗教団体らしい。教きよう祖そ──健康道場を名乗っておるから道場主と呼ぶらしいが──その教祖の起こす奇き跡せきを売り物に信者を集めているようだ」

「……ケッ、怪あやしげな臭においがプンプンしやがるぜ」

　雷蔵が鼻を鳴らす。

「それで、何か害がいは出てんのかよ？」

「神武館の門下生に入会した者がおってな。すっかり感化されてしまいおった。あの建物に入いり浸びたって家にも滅めつ多たに戻もどらんという話だ」

「なるほど、そいつの身み内うちから連れ戻すように頼たのまれたわけか」

「それがそうではない」

「あん？　どういうこった？」

　天堂の口くち振ぶりに、雷蔵が片方の眉まゆを吊り上げて怪け訝げんな顔つきになる。

「道場の者を勧かん誘ゆうしはじめたのだ。とりあえず話を聞いてみると、これが奇き妙みようなことをいう。何でも〈オメガ・サークル〉の教祖が独自に編あみ出した健康法とやらを毎日続ければ、〈運気〉が上じよう昇しようしてやがては無む敵てきとなるらしい。いかに技わざを磨みがこうと、〈運気〉が弱ければ勝てぬとな」

「ふむ……面おも白しろい」

　鉄斎は低い声で呟つぶやき、薄うす笑わらいを浮うかべた。

　興きよう味みをそそられたというより、単純に嬉うれしいという笑いである。久々に斬り甲が斐いのある相手と闘たたかえる予感を感じたからだ。

「その話が真実か否いなか、確かめに行こうというのだな？　向こうの戦力は判わかっておるのか？」

「三人いる高こう弟ていはともかく、教祖が特別なのだ……奴やつは〈心しんの一いつ方ぽう〉を使う」

「ほほう」

　鉄斎の眉がピクリと反応した。

「〈気〉で相手を吞のむというか……瞬しゆん間かん的な催さい眠みん術じゆつとでも言った方がいいだろう。そのための特別な修しゆ業ぎようを積つんだ人間らしい」

「気合いで圧あつ倒とうされるわけにはいかんということだな」

「その通りだ」

　三人は互たがいに視し線せんを交かわし、誰だれからともなく不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

　雷蔵がアロハシャツの下から、油あぶら紙がみに包まれた筒つつを何本か覗のぞかせる。

「使える場面があるかと思ってな。花火も持ってきてやったぜ」

「さすがに抜ぬかりはないな」

「たりめーよ。年ねん季きが違ちがうわ」

　カラカラと陽気な笑いが起こった。

「……では、ゆくとするか」

「うむ」

　三人は路ろ地じ裏うらから出ると、横一列に並ならんで歩き始めた。




〈オメガ・サークル〉本部が轟ごう音おんとともに崩くずれ落ちたのは、それから一時間後のことであった──




　　　　☆




　翌よく日じつの昼──鬼塚家。

　珍めずらしくテレビをつけたまま昼食をとっていると、ニュース番組で池袋の映えい像ぞうが流れた。火事で焼け落ちた建物をバックに、女性リポーターが深しん刻こくぶった表情でニュースを読み上げる。

『──こちらは昨さく夜や、謎なぞの爆ばく発はつとともに倒とう壊かいした健康振しん興こう団体〈オメガ・サークル〉本部前です。爆発の後に起きた火か災さいにより、三〇名を超こえる怪け我が人にんが出た模も様ようです。中でも道場主と高弟の四人はかなりの重じゆう傷しようだという話ですが……』

「……なんだ、生きておったか。運のいい奴らよ」

　鉄斎の呟きを、慶一郎は聞き逃のがさなかった。横目で見ると、鉄斎は涼すずしい顔で味み噌そ汁しるをすすっている。

　リポーターの報告はさらに続いた。

『入院した三人の高弟は刃は物ものによるものと思われる傷きずを全身に受けており、道場主に至いたっては脳のう天てんから股こ間かんまで、いわゆる唐竹割りに切られたような鋭えい利りな傷であるとのことです。その一方、以前病院で診しん断だんを受けた門下生の血けつ液えきから薬やく物ぶつが検けん出しゆつされたという報告もあり、裏うらでは暴ぼう力りよく組そ織しきとの関係も噂うわさされているこの〈オメガ・サークル〉という団体……間まもなく、当局による捜そう査さのメスが入るものと思われます』

　映像が切り替かわり、今度は『ホームレス狩がりの少年たち狩られる』のニュースが流れる。慶一郎は湯ゆ吞のみの緑茶を一口すすると、何気ない口く調ちようで問い質ただした。

「……やりましたね？」

「うむ。たいした相手ではなかったがな。そこそこは楽しめた」

　そこはかとなく自じ慢まんげな口調で言うと、鉄斎はこらえ切れなくなったのか口元を歪ゆがめて低く笑った。慶一郎の脳のう裏りに再び、戦せん慄りつの地じ獄ごく絵え図ずが鮮あざやかに展てん開かいした。

「しかし唐から竹たけ割わりにされた男というのは……」

「奴やつめ、怪あやしげな術をもちいて空中に浮かびおったのでな」

「空中に？」

「空中におれば刃やいばが届とどかぬとでも思ったらしいが、そうはいかん。鋼はがねの刃は届かずとも、気き魂こんの刃ならば届く──〈残ざん月げつ〉の的まとよ」

　鉄斎はかつてないほどに上じよう機き嫌げんで話し始めた。







[image: ]







　慶一郎はすぐに自分のうかつさを呪のろうことになった。食事時どきに聞いて楽しい話ではなかったからだ。

　聞いているだけで口の中が酸すっぱくなるほど血ち生なま臭ぐさい『現代サムライ面おも白しろ残ざん酷こく物語』は、それから二時間にわたって延えん々えんと続いたのだった──





〈痛快！　地獄の三匹が行く!!／ＥＮＤ〉












　星は何でも知っている








［レポート[image: ]〇〇〇〇］

　氏名／澁澤右京（しぶさわ・うきょう）

　年ねん齢れい／不ふ詳しよう（おそらく二十代半なかば）

　身しん長ちよう／約一八〇センチ

　体たい重じゆう／推すい定てい六〇キロ

　家族・出身／不明

　職しよく業ぎよう／童どう話わ作さつ家か・詩し人じん（自じ称しよう）

　趣しゆ味み／辻つじ占うらない

　特技／未来予知・ダウジング

　性格／自じ己こ中心的・超ちようエゴイスト・皮ひ肉にく屋や・冷笑的・自じ堕だ落らく・怠たい惰だ・小心者・不ぶ精しよう・無責任・気分屋・ｅｔｃ……

　備び考こう／北きた区く赤あか羽ばねにある喫きつ茶さ店てんの軒のき先さきで趣味の辻占いを営いとなむ。予知の原理や方法はまったく不明だが、的てき中ちゆう率りつは一〇〇パーセント。占い師にありがちな『自分の利り益えきのためには占えない』という掟おきては関係ないとのことなので、万まん馬ば券けんや宝くじも当て放ほう題だいのはずなのに、古びた洋よう館かんに居い候そうろうしていたり、愛車が中古のベスパだったりと、裕ゆう福ふくな生活をしているようには見えない。

［コメント］

…静しず馬まさんや南雲なぐも先生に東ひがし方かた流りゆう玄げんという師し匠しようがいたように、僕ぼくにも一応は師匠と呼んでいいような人物がいる。その人に出会わなければ、おそらく僕は静馬さんに出会うこともなく、大だい門もん高校に転入することもなかっただろう。だがその人と出会ってしまったことが果たして幸運だったのか、それとも不運だったのか……今になって考えてもはっきりしない。なにしろ若じやつ干かん十五歳にして様々な犯はん罪ざい行こう為い（主おもに不法侵しん入にゆう）に手を染そめ、さらには銃じゆう弾だん飛とび交かう修しゆ羅ら場ばに居い合あわせるなど、およそ尋じん常じようではない数多くの体験をするハメになったのも、その人のおかげなのだから……

　その人物──澁澤右京と出会ったのは、昨さく年ねんのゴールデンウィーク最終日のこと。

　僕にとって人生最悪の日。

　冷たい雨が降ふっていた──






　　　　一




　降りしきる雨の中を、少年は歩いていた。

　傘かさは持っていない。

　降りだした当初は霧きり雨さめだった雨はいつの間にか本降りになっていたが、少年は雨あま宿やどりしようともせず、雫しずくが身体からだを打つがままにさせていた。髪かみも、シャツも、ぐっしょりと水を吸すい、靴くつの中まで水みず浸びたしになっている。

　五月とはいえ、夕ゆう刻こくの雨は冷たい。

　濡ぬれた服は容よう赦しやなく少年の体温を奪うばっていく。手足は冷えきっており、指先の感かん覚かくは痺しびれから痛みに変わりはじめていた。

　しかし今はその痛みだけが、少年の意い識しきを辛かろうじて現実に繫つなぎ止めていた。打ちひしがれ絶ぜつ望ぼうした少年の心は、その肉体より以上に凍こごえていたからである。

　無意識に歩く少年は、商店街がいのアーケードを横目に、人ひと気けのない住宅街の方へ向かう。日にち没ぼつを過すぎ、灰はい色いろの空が急速に暗くなってきた頃ころ、少年は見み覚おぼえのない路ろ地じに足を踏ふみ入れていた。

　カツッ。

　少年は足を止めた。のろのろと左手を上げ、こめかみに当てる。

「…………？」

　痛みがあった。何か固かたい物が飛んできて頭に当たったのだ。

　濡れて額ひたいに張り付いた前髪をかき上げ、足元を見る。水たまりの中に鈍にぶい銀ぎん色いろのコインを見つけ、拾ひろい上げてみる。

　五〇〇円玉であった。

　天から降ってきたのか──少年は頭上を仰あおいだ。

「バカ、そっちじゃねえ。こっち見ろ、こっち」

　その声に、首を巡めぐらせて左方向を見る。

　目の前に小さな喫茶店があった。

　繁はん華か街がいと住宅街の境さかいの、裏道のような通りに不意に一いつ軒けんだけポツリと建っている、落ち着いた雰囲気の店であった。看かん板ばんには『イタリアンカフェ〈リサリサ〉』とある。

　喫茶店の軒先にある一いつ脚きやくの丸テーブルに、一人の男が腰こし掛かけていた。黒いスーツにソフト帽ぼう、赤いシャツに白ネクタイという昔の映画に出てくるギャングか殺ころし屋やを思わせる風ふう体ていの若い男である。一人オープンカフェを決め込んでいるその男は、少年と視し線せんが合うと、立てた人ひと差さし指ゆびを動かして誘さそった。

「あの……これ……」

　少年は男に歩み寄より、五〇〇円玉を差し出した。先せん刻こくの台詞せりふからしてこの男が投げたに違ちがいなかった。

　男はそれを無む視しして左を指さした。イーゼルに載のった小さな黒板がある。喫茶店のメニューのようだが、書いてある内容は普ふ通つうのものではなかった。



『失うせ物・尋たずね人……￥一〇〇〇より

　もうけ話……………￥三〇〇〇より

　明日あしたの話……………￥五〇〇〇

　昨日きのうの話……………品切れ』





　謎なぞに満ちたメニューである。

（妙みような名前の料理を出す喫茶店だな……）

　少年の鈍にぶりきった思考能力は、それが喫茶店のメニューだと信じて疑わなかった。喫茶店にしては値ねの張はるメニューの最後に、

『耳みみ寄よりの話……￥五〇〇』

　とあり、その下に『星詠み・渡と世せい・澁しぶ澤さわ屋』のサインがあった。屋号のようなものらしい。

「星……詠よみ……？」

　少年の手の上から五〇〇円玉が取り上げられた。

「まあ座んな」

　男は少年に椅い子すを勧すすめた。言われるままに、少年は男と差し向かいに腰掛ける。そこでようやく、少年は、目の前の男が占い師であるらしいと思い当たった。

「真実ほんとうのことしか語らないってのが、俺おれのいいところでね」

　妙みような前置きを言って、男は薄うすく笑った。

　瘦やせ型がたで神経質そうなところがあるが、女好きのする白はく皙せきの美び男なん子しだ。テーブルに頰ほお杖づえを突ついてだらしなく横向きに座り、長い足を組んでいる。いわゆる占せん星せい術じゆつ師しという職種から連想されるような神しん秘ぴ的てきな雰囲気はどこにもなく、代わりに結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しのような胡う散さん臭くささを醸かもし出していた。

　しかし、今の少年にとってこの男の正体など、どうでもいい事こと柄がらだった。他人どころか自分自身の未来についての関心さえ失っていたからである。

「しかし、なんつーかまあ……実に哀あい愁しゆうを誘うよなあ」

　少年の姿すがたをしげしげと眺ながめながら、男は面おも白しろそうに言った。

「女に振ふられて落ち込んで、捨すてられた子犬みたく雨ん中をトボトボ歩くなんてなあ、なかなか風流なもんだ。近ちか頃ごろじゃあ、とんと流は行やらなくなったからな。そういうのは」

　誉ほめているのか、からかっているのか分からない言い方だが、図ず星ぼしには違いなかった。少年は虚うつろな目をテーブルに落とした。髪に染しみ込んだ雨水が鼻はなと顎あごの先から雫となって垂たれる。

「自じ虐ぎやく的な気分になるのもけっこうだが、五月だからって雨は冷たいんだぜ。俺の見立てだと……ほら見ろ、運気が急きゆう降こう下かしてやがる」

　占い師の男はスーツの内ポケットからアンティーク風の懐かい中ちゆう時計のような物を取り出し、その文も字じ盤ばんをちらりと見た。

「この後、君は風か邪ぜをこじらせて肺はい炎えんを患わずらうことになってる。もともと丈じよう夫ぶな身体でもねえくせに無理するからだ。ついでに言っとくと、病気の後こう遺い症しようが一生ついてまわるんだよなあ」

　男は未み来らいの出で来き事ごとをすでに決まった事のように話す。

「しかしラッキーなことに、君はまだ取り返しがつくところにいる。ここがいわゆる『運命の分れ道』ってやつなんだが……ひとつ、ギブ・アンド・テイクといこうじゃないか」

　占い師はテーブルに身を乗り出すと、少年の顎の下に手を差し込んで顔を上向かせた。

「今の君はどうしていいのか分からないし、何も考えられない……そうだろ？　そこでだ──」





　そのとんでもない提てい案あんを聞いて、僕は困こん惑わくするどころか、逆に安心して楽な気分になった。

　彼が悪あく魔まだろうとぺてん師だろうと、そんなことはどうでもいいとその時は思えた。今になって考えるととても恐おそろしいことだけれど、それだけ気持ちが弱っていて、投げやりになっていたのだ。

　その後、彼の提案を受け入れたことを死ぬほど後こう悔かいすることになるのだけれど……それはまた別の話。

　僕が雨の中をさまようことになった事情については、ここで語るのはやめておく。説明するには複ふく雑ざつだし、僕の個人的な事情であって右京さんには直接関係のないことだからだ。

　ともあれ、僕は右京と名乗るこの正しよう体たい不ふ明めいの男に促うながされるまま、喫茶店の近くにある古い洋館に連れていかれた。そこに待っていたのは、熱いお風ふ呂ろと、一人の女性だった──






　　　　二




　──ピチャン。

　ぼんやりと白い天てん井じようを見上げていると、額ひたいに雫しずくが落ちてきた。

「ふう……」

　両手で湯をすくって顔を洗うと、少年──神かみ矢や大だい作さくは自分の置かれている状じよう況きようを改めて確かく認にんし、形容しがたい不ふ可か解かいな気分になっていた。

　大作は洋風のバスタブに入り、熱めの湯に肩かたまで浸つかっていた。かじかんでいた身体からだがほぐれ、冷えた手足に温かい血が通かよいはじめてピリピリと痺しびれている。身体に生命力が戻もどってくるのが実感できた。

　ついさっきまで、身も心も『捨てられた子犬』同然の状態で雨の中を歩いていたことが、まるで遠い昔むかしのように思えてくる。

（現金なもんだよな……）

　大作はしみじみと思った。

　精せい神しん的てきには絶ぜつ望ぼうのどん底ぞこにあるはずなのに、いじめられた身体の方は、風呂に入って温まっただけで嬉き々きとして元気を取り戻しつつあるのだ。全身に染しみわたる心ここ地ち良さは何物にも代えがたい安楽であった。『人ひと心ごこ地ちつく』とはまさにこのことだ。

　浴よく場じようはけっこう広く、バスタブも二人が楽に入れるほど余よ裕ゆうがあった。窓まど際ぎわには覗のぞき防ぼう止しのカーテン代わりらしい観かん葉よう植しよく物ぶつの鉢はちが並ならべられている。住人の趣しゆ味みの良さが窺われた。

「ねえ、湯ゆ加か減げんはどう～？」

　ガラス戸が開いて、白黒のホルスタイン柄がらのエプロンを着つけた女性が顔を覗かせた。うたた寝ねしかけていた大作は、ビクッと身体を震ふるわせて顔を上げる。

「あ、はい！　お湯はちょうどいいです……」

「そう？　ちょっと熱いかなって思ったんだけど」

「わ～っ！」

　大作は小さな悲ひ鳴めいを上げてバスタブの中であとずさった。エプロンの女性がさも当然のような顔で浴場に入ってきたからである。

「服はびしょ濡れだったから洗ってるわ。乾かん燥そう機きがないから明日あしたまで乾かわかないけど、着き替がえは用意してあるから」

「は、はあ……すいません」

　前を隠かくすためのタオル一枚持ってない大作は、身体を小さくして鼻はなの下まで湯に浸かった。初対面の人間に裸はだかを見られるのが恥はずかしいのは当然だが、その相手が異い性せいで、年上で、しかも美人となればなおさらである。

　エプロンの女性の年ねん齢れいは二十歳くらい。大作より一〇センチほど上うわ背ぜいがあり、大作が小こ柄がらなのを差し引いても女性にしてはけっこう大柄な方だろう。美人顔ではあるが、くりっとした大きな瞳ひとみと下がり気味の眉まゆが、いかにも柔にゆう和わで優やさしげな印いん象しようを与あたえている。

　家事の邪じや魔まにならないように髪かみはアップにし、黄色いバンダナを三さん角かく巾きんにしてかぶっている。エプロンの下に着ているのは肩まで袖そでをまくったＴシャツと、膝ひざ上うえでカットしたジーンズである。

「ねえ君、名前はなんて言うの？」

　バスタブの端はしに両手をついて、大作の顔を覗き込む。エプロンの胸むねにあるディフォルメされた乳にゆう牛ぎゆうのイラストと、その上の『ＭＯＵ─ＭＯＵ』の文字が異い様ように膨ふくらんでいた。シャツの下にメロンを二つ隠し持っているとしか思えないようなボリュームに圧あつ倒とうされ、大作は目のやり処どころに困った。

「ねえ、お名前は？」

「か、神矢です……」

「下の方」

「……だ……大作……です」

　消え入りそうな小声で答えると、

「へえ～、大作君って言うんだ。男らしくて格かつ好こいい名前ね！」

　拍ひよう子し抜ぬけするほど明るい声が返ってきた。

「お姉さんは春花って言うの。春の花って書いて春花。よろしくね、大作君」

　そう言って、春花はひょいと右手を差し出す。大作も手を出そうとしたが、それは握あく手しゆを求めたものではなかった。春花は大作の頭の上に手を置くと、くしゃっと髪かみを撫なでた。

（バカにしてる……）

　大作は子供扱あつかいされたと感じて腹を立てたが、その手を払はらいのけようとはしなかった。春花に他た意いがないことは分かっていたし、あえて拒きよ絶ぜつするほど気分の悪いものでもなかったからだ。ひどく気恥ずかしいものではあったが。

「あらっ、大作君、顔が赤いわよ？　のぼせてるんじゃないの？」

「いや、そんなことは……」

「ダメよ。ほら、お湯から上がって」

　春花は意外に力持ちで、大作は抵てい抗こうむなしく、なかば引きずり出されるようにしてバスタブから出された。春花は大作を椅い子すに座らせると、シャンプーを泡あわ立だて始めた。

「あの、頭くらい自分で洗えますから……」

「ほ～ら、動かないのっ」

　言われるままにおとなしくすると、春花は上じよう機き嫌げんで鼻はな歌うたまじりに大作の髪を洗い始める。他人に頭を洗ってもらうのは小学生の一、二年生以来のことで、くすぐったい感じがしたが、春花の手つきは優しくて心ここ地ち良よかった。

　小さい子供になった気分で洗われていると、春花が不意にクスクス笑いだした。

「右京さんが『捨すて犬を拾ひろってくるから熱いお風呂を用意しといてくれ』なんて言うから、どうなるのかしらと思ってたら、こ～んな可愛かわいい男の子を拾ってくるなんてね」

「右京さんって……あの黒ずくめの人ですか？」

「そうよ。聞いてなかった？」

「さっき会ったばかりなんで……」

　そう答えながら、大作の回復しつつある思考力は重大な事に思い当たった。

　大作が占い師の右京と出会ってから、この洋館に連れてこられるまで十五分とかかっていない。そして洋館にやってきた時にはすでにバスタブには湯が張ってあったのである。普ふ通つうに考えると、右京が春花に風呂の用意を頼たのんだのは、どう見み積つもっても大作に出会う以前ということになる。

「右京さんにお風呂の用意を頼まれたのって、いつですか？」

「今け朝さよ」

「じゃ、じゃあ……あの人は、僕がここに来ることが今朝の段だん階かいで判わかってたってことですか？」

「でしょうね。右京さんの占いは百発百中だもの」

「いや、でもそんなことが……」

　背はい後ごの春花に振ふり向こうとすると、首を摑つかまれて前向きに戻もどされた。

「ほらほら、慌あわてないの。ちゃんとリンスもしてからよ」

　春花が手て桶おけでバスタブの湯をすくって、シャンプーの泡を流す。リンスをつけて頭をマッサージしながら、春花は自分のことを話した。

　彼女は北ほつ海かい道どう出身の美大生で、住み込みの家メ政イ婦ドとして家事全般をこなす代わりに家や賃ちんはタダという条件で、この洋館に下げ宿しゆくしているという。小こ遣づかい稼かせぎに、右京が辻占いをしている喫きつ茶さ店てん『リサリサ』でウェイトレスのバイトもしていた。

「右京さんはこの洋館の住人の一人なの。家賃を払はらってるって話は聞かないから、きっと居い候そうろうね」

　洋館の元々の住人は家や主ぬし一人だけで、下宿人の管理については良く言えば大らか、悪く言えば大おお雑ざつ把ぱらしい。







[image: ]







　リンスを流し終わると、春花は今度は石せつ鹼けんを手に取った。

「さあ、次は身体からだを洗うわよ～」

「ええっ!?　も、もういいですよ！」

「恥はずかしがってないで、お姉さんに任まかせなさいって」

　背後から春花に肩かたを押さえられた大作は、立ち上がる手がかりにしようとして壁かべにある取とつ手てに手を伸のばす。しかし取手を摑んで力を入れたとたんに、頭上にあるシャワーから冷水が勢いきおいよく降ふり注そそいだ。取手は水道の栓せんだったのだ。

「きゃっ!?」

　慌あわてて栓を閉めた時はすでに遅おそく、春花は大作と一いつ緒しよにシャワーの水を頭からかぶったうえに、尻しり餅もちまでついていた。

「あ～ん、冷たあ～い！」

「……ごっ、ごめんなさい！　ごめんなさい!!　ごめんなさい[image: ]」

　大作は平ひら謝あやまりに謝ったが、その視し線せんは、水を吸すったエプロンとシャツが張り付いて、くっきりと形の浮き出た春花の胸むな元もとに釘くぎ付づけになっていた。

「もう～、ジーンズの中までびしょ濡ぬれじゃない。着き替がえてこなきゃ……大作君も、身体が冷えちゃうから湯船に入ってるのよ」

　春花はそう言い置いて、慌てて浴場から出ていった。大作は言われた通りにバスタブの湯に肩まで浸つかりながら、網もう膜まくに焼き付いた刺し激げき的な光景を消し去ろうと努めた。嬉うれしい驚おどろきが静まっていくにつれ、さっきの失敗で彼女の機嫌を損そこねてしまったのでは、という不安が頭をもたげてきて、再び気持ちが沈しずんでくる。同時に、ついさっき出会ったばかりの女性の機嫌を気にして動どう揺ようしている自分を軽けい薄はくすぎるとも感じていた。

　ほどなくしてガラス戸が開き、笑顔の春花が中を覗のぞき込んだ。

「じゃあ大作君、背中、流そっか」

「うわわわ──っ!!」

　大作の上げた叫さけび声は、さっき春花が入ってきた時よりも一オクターブ高かった。

　春花がバスタオル一枚の姿で浴場に入ってきたからである。

「ちょっ、ちょっ……あのっ、待ってくださいよ！」

「どうしたの？」

「な、な、な、なんで裸はだかなんですか!?」

　大作は言こと葉ばがスクラッチするほど取り乱していたが、春花の方は吞のん気きそのものだった。

「だって、冷たい水を頭からかぶったんだもの。ついでだから一緒に入ろうと思って」

「あ、あのですね……僕らはさっき会ったばっかりなんですよ？」

「そうね」

「僕だって子供じゃないんです。十五です！　高一ですよ!?」

「そうなの？　中一くらいかと思ってたんだけど」

「どっちだって同じですよ！　その……一緒に入るだなんて……なんて言うか……ふしだらじゃないですか!!」

「どうして？」

「どうしてって……」

　無む邪じや気きとも言える質問だったが、大作は答えることができなかった。道どう徳とくという規き範はんには、それに対する疑問を禁きんずるという要素が含ふくまれている。そもそも答えようのない質問なのだ。

　大作がしどろもどろになっていると、春花はバスタブの側そばまでやってきて、甘あまい声でささやいた。

「どうしてそんなに嫌いやがるの？　お姉さんのこと、嫌きらい？」

「そんなこと、ないですけど……」

「だったらいいじゃない。私も大作君のこと、好きよ」

「さっき会ったばっかりじゃないですか」

「でも好きなの。嫌いだったら一緒に入りたいなんて言わないわ。大作君は、私と一緒にお風ふ呂ろに入るの……絶対にいや？」

　これまで夢む想そうだにしなかった状じよう況きようで究きゆう極きよくの選せん択たくを迫せまられ、大作はパニックに陥おちいった。道徳云うん々ぬんよりも先まず、いたたまれないほどの恥ずかしさから逃のがれたいという気持ちと、春花に嫌われたくないという思いがあった。

　やがて、大作は息も絶たえ絶だえに答えた。

「い……いやじゃ、ないです……」

　大作がのぼせて倒たおれたのは、それから数分後のことだった。





　この日から僕は、この天使のようなメイドさんと、悪あく魔まのような占うらない師しの二人と親したしく付き合っていくことになった。

　しかし、春花さんの無む防ぼう備びなまでに大らかな態たい度どや、誰だれにでも向けられる天てん真しん爛らん漫まんな優やさしさは、時として周囲の人間の間に無用の誤ご解かいやトラブルを招まねくこともあった。僕自身、彼女の性格や行動が道徳観かん念ねん（ことに男女間の）において極きわめてラジカルでアナーキーな思し想そうにもとづいていることを理り解かいするまでには、実じつ際さいかなりの時間を要したのである。

　お風呂ですっかりのぼせてしまった僕は、用意されていた部へ屋やに運ばれてそのまま眠ねむってしまい、目を覚さましたのは翌よく日じつの昼前だった。

　初めての無む断だん外がい泊はく。そして無断欠席。それまで模も範はん的てきな学生として生きてきた僕にとっては大いなる堕だ落らくだ。

　でも、それはまだほんの始まりに過ぎなかった──






　　　　三




　翌日の午後──

「こんな所に連れてきて……どうするつもりなんです？」

　右京の後ろについて歩きながら、大作は不満そうな口く調ちようで訊たずねた。

　ベスパに相あい乗のりして二人がやってきたのは新しん宿じゆくである。

　休日ともなれば狂くるったような人ひと込ごみになる駅前周辺も、ゴールデンウィーク明けの平日の昼間ということで人出は多くない。しかし高校をズル休みして来ている大作は、後ろめたさから落ち着かない気分で一いつ杯ぱいだった。自由業の右京にとっては日常でも、学生の大作にとっては非日常的な状況なのだ。

　十五年の人生において最も波は乱らんに富とんだ一日が昨日きのうのことになり、まだ虚きよ脱だつ感かんは残っているものの、大作には日常を取り戻もどそうとする意志の力が回復しつつあった。こんな得え体たいの知れない人物に付き合っている場合じゃない──内なる声がそう警けい告こくしていた。
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「どうするって？　まあ、そうだな……散歩がてら、俺の才能について少々知ってもらおうかと思ってな」

　大作の不安をよそに、右京はのんびりと歩を進めながら答える。

「才能って、占いのですか？」

「より優ゆう雅がに〈星ほし詠よみ〉と呼んでくれたまえ」

「要は星占いじゃないですか」

「俺のは、そんじょそこらのヘッポコ星占いとはモノが違ちがうのさ。だいたい、俺の言うことには全面的に従う約やく束そくだったよな？　昨日の今日で忘れたとは言わせないぜ」

「それは……」

　大作は口ごもった。確かに大作は右京と一つの約束をしていたが、その内容はおよそ常じよう識しき的てきとは言いがたいものだった。

〈これから半年間、右京は大作の生活について一〇〇パーセント確かく実じつな助言を与あたえる代わりに、大作は右京の命令に絶対服ふく従じゆうする〉──そういう口約束を交わしたのである。

「大作君──いや、すでに君は俺のものなんだから、大作と呼ばせてもらおう──訊ねるが、俺と君の関係を譬たとえるなら、何だ？」

「『ご主人様と犬』……ですか？」

「ご名答！　よく分かってるじゃないか。俺が棒ぼうっきれを投げたらダッシュで取ってくるのが君の役やく割わりだ」

「それについては、ちょっと考えさせてくれませんか。昨日はあんな状じよう態たいだったからＯＫしましたけど、冷れい静せいになって考えれば無茶にもほどがありますよ。僕の方の利点がどうも……」

「利点だって？　今日、こうして五体満足でお天てん道とう様さまの下を歩けるっていう事実だけじゃ不満か？　風か邪ぜで寝ね込こんで肺はい炎えんまでこじらせた方が良かったのか？」

「それは結けつ果か論ろんというものでは……」

「喉のど元もと過すぎればなんとやら、だな」

　右京は口元を歪ゆがめてシニカルな笑えみを浮うかべ、肩かたをすくめた。

「俺の〈星詠み〉は対たい症しよう療りよう法ほうじゃない。因果律に割り込むことに真しん価かがあるんだ。すでに起きてしまったことはどうすることもできんが、未来に起きることは変えることができる。因いん果がの結び目、運命の分ぶん岐き点てんに働きかけて、鉄道の線せん路ろのようにポイントを切り換かえる……昨日、俺と君が出会ったことで、今日という未来において『神矢大作が風邪を引かなかった世界』が現実になったというわけだ」

「本当かなあ……」

　大作は胡う散さん臭くさそうな眼まな差ざしを右京に向けた。占い師一般に対する不信感からか、どうしても屁へ理り屈くつをこねているようにしか聞こえない。

「だからさ。〈星詠み〉がどんな代しろ物ものか見せてやろうってんだ。何にせよ一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩おん義ぎがあるだろう。クーリング・オフ期き間かんってわけじゃないが、今日一日は付き合ってもらうぜ。是ぜが非ひでもな」

　そう宣せん言げんすると、右京は大作を促うながして新宿三丁目方面に足を向けた。占いの何を見せるのかとついていくと、伊い勢せ丹たん前の交こう差さ点てんを渡ろうとしたところで、右京が耳打ちした。

「あの水色のスーツのＯＬを見ていろ」

　二人の右斜ななめ前方で信号待ちをしている一人の女性を指さす。

「あの女の人が何です？」

「ハイヒールの踵かかとが取れてコケる。五秒後だ」

　右京がそう言ってから二秒後に、正面の歩行者用信号が青に変わった。信号待ちの人々がぞろぞろと歩き出す。その直後──

「あっ!!」

　水色のスーツの女性がガクッとつんのめるようにして転ころんだ。右足から脱ぬげて転がっているハイヒールは踵がなくなっていた。信号待ちの間に、踵の先が石いし畳だたみの隙すき間まに挟はさまって取れてしまったらしい。

「ほら、な？」

「何がほら、なんですか？　今のアレは何です？　占いじゃないでしょう!?」

　大作は目の前で起きた事実が信じられずに取り乱した。占いというと、もっと漠ばく然ぜんとした予よ想そうだと思っていたのだ。

「──星は何でも知っている」

　右京は人差し指を天に向け、勝かち誇ほこったようにニヤリと笑った。




　　　　☆




　その後、新宿の街まちを舞ぶ台たいに右京の〈予よ言げんショー〉は次から次へと演じられた。

　スタジオアルタの大型液えき晶しようテレビにニュース速そく報ほうが流れるタイミング、どの自じ販はん機きに釣つり銭せんの取り忘れがあるのか、さらには駅前広場で待ち合わせをしている人々がどの順番で相手と落ち合うことができるのか──等々、それらについての予言はすべて的てき中ちゆうした。

　当初はインチキではないかと疑っていた大作だったが、コイントスの裏うら表おもてが出る順番を百回目まで言い当てられたことで、すっかり観かん念ねんしてしまった。

　自販機に残っていた釣銭を使い、懸けん賞しよう付つきの自販機で二回連続で『当たり』を出す、という離はなれ業わざで手にいれた缶かんジュースで喉のどの渇かわきを癒いやすと、大作は興こう奮ふんした口調で言った。

「右京さん……これはもう占いだとか、そんなレベルの代しろ物ものじゃありませんね。未来予知です。超ちよう能のう力りよくですよ？」

「だから〈星詠み〉だと言ってるだろ。せめて予言と言え」

「いったいどういう原理なんです？　占いにしたって、手順も何もなしでいきなり言い当てるなんて……」

　矢や継つぎ早に質問をしているところへ、一人の男が近付いてきた。見るからにホームレスと知れるような汚きたない風ふう体ていをした、灰はい色いろの頭の男である。男は右京を見ると、ニタ～ッと前歯が何本か欠かけた歯は並ならびを見せて、人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべた。

「右京はん、右京はん！　いやいや、いいとこにいたわ～」

「ったく……汚ねえにもほどってもんがあるぞ。臭においが移うつるからあんまりそばに寄よるんじゃねえ」

　右京はその男とは知り合いらしく、自分の鼻はなをつまみながらも親しげに毒どく突づいた。男は下へ手たくそなウインクをして、顔の前で両手を合わせる。

「一生のお願い！　今度の馬、教えて？　ね？」

「馬だけだな？」

「ウン、馬だけ」

「ん～……じゃあ、２─５の一点だけ買っとけ。浮うわ気きすんなよ」

「２─５ね？　あんがと～」

　男はブンブン手を振ふり回しながら去さっていった。そのやりとりを観かん察さつしていた大作は、真しん剣けんな顔で右京に訊きいた。

「競けい馬ばも当てられるんですか？」

「まあな」

「じゃあ宝くじとかは？」

「楽らく勝しよう」

「万馬券も一等前後賞三億おく円も当て放ほう題だいですか!!」

「やろうと思えば、できんこっちゃないわな」

「じゃあ、じゃあ……」

　大作は他ほかにも様さま々ざまな種しゆ類るいのギャンブルで大当たりすることを想像して興こう奮ふんしたが、当の右京の反応は鈍にぶかった。改めて右京の服ふく装そうを観かん察さつしてみるが、とりたてて高級なスーツというわけでもなさそうである。

「右京さんって……何で大だい富ふ豪ごうになってないんです？」

「興きよう味みないからさ。いつでも手に入る物を、何も好すき好このんで貯ため込むこたあねえだろ」

「そりゃあ、まあ……でも普ふ通つうは……」

　右京は歩道を歩いている人波を眺ながめながら、煙草たばこの煙けむりを吐はいた。

「じゃあ訊くがよ。大作、お前……金をいくら持ってりゃ幸せだと思う？　十億か？　百億か？　一兆ちよう？　それともこの世の富とみ全部か？」

　大作は答えに窮きゆうした。大作自身はお金に執しゆう着ちやくする性格ではないので、生活や趣しゆ味みに困らない程度にあればいいと思っている。神矢家はどちらかと言えば裕ゆう福ふくな家庭だが、だから幸せかと問われると肯こう定ていしがたいところだった。

「そこが〈星詠み〉の力も及およばないところでね。未来に起きることがあらかじめ分かっていても、それが究きゆう極きよく的てきに見て良い事なのか悪い事なのかは分からないのさ。貧びん乏ぼうな男が宝くじで一等を当てる──確かにその事実だけを見れば幸運かもしれないが、そいつの人生トータルで判はん断だんしてみると幸せとは限らない。金目当ての連中ばかり寄ってきて人間不信になるかもしれない。もちろん何もかもうまくいくってこともあるわけだが……」

「……なんだか、経けい験けん者しやみたいな言い方ですね」

「どうだかな」

　右京は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うと、指の先で煙草の火を消して箱はこに戻もどした。

「さあてと、そろそろ移動するとしようぜ。今日一日は、俺の言うことに従したがうんだよな？」





　この時、右京さんが口にした言こと葉ばの意味は、後あと々あとになって身をもって思い知ることになるのだが、それはまた別の話である。

　この日の最後に遭そう遇ぐうすることになる事件──それが、僕と右京さんの因いん縁ねんを決定づけるものとなった。

　僕の運命はすでにこの〈星詠み〉の掌しよう中ちゆうにあったのだ──
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　夕ゆう刻こく──

　二人は再びベスパに相あい乗のりし、山やま手て通どおりを北へ向かった。着いた先は大作には見み覚おぼえのない場所だったが、豊と島しま区くと練ねり馬ま区の区く境ざかいの辺あたりだと見当はついた。

　人ひと気けのない裏うら通どおりにベスパを停とめると、右京はトランクから小さな鉄てつ亜あ鈴れいを取り出して大作に握にぎらせた。

「何です、これ？」

「見ての通りの鉄亜鈴だ」

「それは分かりますけど……何をするんです？」

「鉄亜鈴占いとでも言っておこう。俺の言う通りにやるんだ。失敗すると大変なことになる……いいな？」

　聞いたこともないキテレツな占いだったが、予言的中率一〇〇パーセントの男の言うことである。従う他ほかなかった。

「よくはないですけど、やるしかないんでしょう？」

「よーし、いい子だ」

　右京の指示により、大作は右手に鉄亜鈴を持ち、アイマスクで視し界かいを閉とざされた状態で道の真まん中なかに立たされた。

「いいか。左回りに三回、回ってから、鉄亜鈴を思いっきり投げろ」

「そんな……民家に飛び込んだらどうするんです？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。家の方には飛ばないから」

「……信じていいんでしょうね？」

「バカ、俺を信じないで誰だれを信じる？」

「そうでした」

　民家の壁かべをぶち破ったりしないと保ほ証しようされ、大作は安心して指示に従った。右京の合あい図ずと同時に回り始める。

「い～ち……にぃ……の、さん！」

　大作は回転による遠心力を加えて、力ちから一いつ杯ぱい鉄亜鈴を放ほうり投げた。その直後。

　──ガシャァン！

　ガラスが砕くだけ散ちる破は壊かい音おんに続いて、車が急ブレーキをかける悲ひ鳴めいのような音が響ひびいた。

「ええーっ!?」

　大作はアイマスクを取って、何が起きたのかを確かく認にんした。

　目の前に一台の黒いベンツが停てい車しやしていた。鉄亜鈴の直ちよく撃げきを受けたのだろう、フロントガラスに大おお穴あなが開いていて、助手席に額ひたいから血を流してぐったりしている男が見える。

「何じゃい、こりゃあ～っ!?」

　大作の心情を見み事ごとに代弁したのは、後部座席から飛び出してきた大男たちだった。黒いスーツとサングラスにパンチパーマ──どこから見ても『頭にヤの付く自由業』の方々である。

　彼らの視し線せんが自分に集中しているのを察さつして、大作は右京に助けを求めようとしたが、無責任な占い師はベスパともども姿すがたを消していた。

「ガキィ、てめえの仕し業わざかあ!!」

「ええ度ど胸きようしとるのう！」

「ひええええ～っ!!」

　それからのことはよく覚おぼえていない。

　大作は生まれて初めて、生命の危き険けんから逃のがれるために全力疾しつ走そうした。パンチパーマ軍団の追つい跡せきをかわすためにあらゆる知恵をふりしぼり、なけなしの体力を総そう動どう員いんして逃にげ回ること数十分。完全に追跡を振ふり切きったと確かく信しんした頃ころには、とっぷりと日が暮くれていた。

「うう……危あやうく殺ころされるところだった……」

　大作は酸すっぱくなった下半身を引き摺ずるようにして、細い路ろ地じから這はい出た。ブロック塀べいに背せ中なかを預あずけて、大きく息を吐つく。

「それにしても右京さんは……？」

　その時、一いち条じようの光が大作の横顔を照てらした。徐じよ行こうしてきた白いベスパが大作の目の前で停てい車しやする。

「よっ、元気？」

　右京は涼すずしい顔で声をかけると、呆ぼう然ぜんとしている大作によく冷えたスポーツドリンクの缶かんを手渡す。ドリンクを一気に飲み干ほして人ひと心ごこ地ちついてから、大作は猛もう然ぜんと抗こう議ぎした。

「は……謀はかりましたね!?」

「何を言ってるんだ。俺の言う通りにする約束だろ？」

「人には当たらないって言ったのに」

「噓うそを言っちゃいけないぜ。俺が保ほ証しようしたのは、民家に飛び込んだりしないってことだけだ。それより、乗って帰るんなら、後ろの荷に物もつを背し負よってくれよ」

「荷物……？」

　大作はベスパの後ろのシートに載のせられている大きな頭ず陀だ袋ぶくろの存在に気付いた。

「何です？　これ……」

「開けてみな」

　言われるまま、大作は袋の口を緩ゆるめて中を覗のぞき込み──愕がく然ぜんとなった。一万円の札さつ束たばがぎっしり詰まっていたからである。

「あのベンツが運んでたスーツケースの中身だ。白～い粉こなを買うための金さ。二千万はあるかな」

「な……な……」

「大作が連中を引き連れていってくれたおかげで、ベンツに残ってたのが気き絶ぜつした奴やつ一人だけって状態が、たっぷり十七秒間はあったからな。余よ裕ゆうだったぜ」

「お金は要いらないんじゃなかったんですか!?」

「こういう汚きたない金には別の使い道がある。取り引きの邪じや魔まをするのにも、それなりの意味ってもんがあるのさ。それに──」

　右京は意地の悪い笑えみを浮うかべ、大作の肩かたに手を回して抱だき寄よせた。

「これで俺たちはめでたく共犯者だな。まあ、俺は顔を見られてないから安全だが、お前はどうかなあ……連中に捕つかまったら、骨ほねまでミンチにされて東京湾わんの魚のエサってとこか……」

　大作は口をパクパクさせるだけで、もはや何も言えなかった。

（悪い人だ……悪い人がここにいる！　予知能力を持っていながら、道徳観かん念ねんゼロで、性格の破は綻たんした超ちよう危き険けんな人物が……!!）

　その心の叫さけびを知ってか知らずか、右京はなだめるように大作の背せ中なかをポンポン叩たたいた。

「俺たちは最高のコンビだ。半年間の付き合いだが、仲なか良よくやっていけそうだよな……なあ、相あい棒ぼう！」




　こうして僕はこの〈星詠み〉の男に捕つかまり、半年もの間、下げ僕ぼくとしてこき使われることになった。このレポートは、澁澤右京が裏で関係した犯はん罪ざいについて僕の知る限りすべての体験を証しよう言げんとして残すものであり……




『Ｐｒｒｒｒ!!』

　そこまで書き進めたところで、携けい帯たい電話の呼び出し音が鳴なった。慌あわてて取ると、予想した通りの男の声が聞こえてくる。

『おいおい大作……レポートってのは噓を書いちゃいけないぜ』

「やだなあ、噓なんか書いてませんよ」

『自分にとって都つ合ごうの悪いことを書かないってだけでも、十分に噓なんだよ。俺と出会った日、お前がボロボロに落ち込んでた理由も書いてないだろうが』

「それは本ほん筋すじとは関係ないから……」

『ほう～、だったら女じよ装そうして女子校に潜せん入にゆうしたこととか、〈チキチキ飛とび降おり自じ殺さつ阻そ止しゲーム〉とか、〈ダイナマイト・バトンリレー〉事件のことも書くんだろうな？　当然』

「それだと単に僕自身の犯罪歴の記き録ろくになっちゃうんじゃ……」

『書きにくいところは俺が代だい筆ひつしてやろう』

「それは勘かん弁べんしてください！」

『だったら正しよう直じきに包つつみ隠かくさず書けよな。あと、俺たちがやってきたのは「冒ぼう険けん」であって「犯罪」じゃあない。そこんとこを忘れるな』

「うう……」




　結けつ局きよく、僕はこのレポートを完成させることを断だん念ねんせざるをえなかった。書きかけの原げん稿こうは、今もなお、未み提てい出しゆつの書類の一番下の層そうで眠ねむっている──





〈星は何でも知っている／ＥＮＤ〉
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［レポート[image: ]〇〇三五］

　氏名／草[image: ]静馬（くさなぎ・しずま）

　年ねん齢れい／十七歳

　身長／一八四センチ

　体重／推すい定てい七〇キロ

　所しよ属ぞく／大だい門もん高校二年Ｂ組

　出身／出生地は大おお阪さか府ふ枚ひら方かた市し。中学卒業まで近きん畿き地方の親しん戚せきの間を転々としている。上京直前には和わ歌か山やま県の高こう野や山さんにいた。

　趣しゆ味み／ケンカと言い切る

　特技／楽器演えん奏そう（ギター・ピアノ・ブルースハープ等）・絶対音感を持っていると言い張はる

　好きなもの／肉

　尊そん敬けいする人／ブルース・リー

　家族／姉の草[image: ]巴ともえ（四よツ葉ば中教きよう諭ゆ）と同居。両親はミュージシャンで海外在住。

　性格／本能と反射だけで生きている超ちよう天てん然ねん系けい天才児。およそ懲こりるということを知らず、度を超こえてポジティブ。過去を振ふり返らないというより、嫌いやなことを忘ぼう却きやくする才能に長たけているといえる。自分に不可能はないと根こん拠きよなく信じており、不本意な出で来き事ごとがあったとしても『よくよく考えてみれば予定通りだった』と後あとになって都つ合ごうよく解かい釈しやくしてしまうので手に負おえない（南雲なぐも先生にもいずれ勝つものと信じて疑わない）。ケンカが趣味と言い切るだけあって手は早いが、見た目ほど怒おこりっぽくはない。

　格かく闘とうスタイル／我が流りゆうケンカ殺さつ法ぽう＋〈神カム威イの拳けん〉。南雲先生と同じく謎なぞの仙せん道どう師し・東ひがし方かた流りゆう玄げんから〈神威の拳〉を伝でん授じゆされた。厳げん密みつな時じ期きは不明だが、南雲先生が大おお阪さかの外語大に通っていた頃ころとほぼ同時期であると思われる。ブルース・リーを崇すう拝はいしており、ジークンドーを見み様よう見み真ま似ねでマスターしている。武器使用可ルールではダブルヌンチャクを操あやつる。

　備び考こう／ケンカにおける思し想そうが常人とは根こん本ぽん的てきに異ことなる。彼にとってケンカは音楽と並ならぶ非ひ言げん語ご的てきコミュニケーションの方法であり、少々過か激げきなボディランゲージであると言える。「ケンカは楽しく」がモットーで、勝しよう負ぶに勝つためだけの暴ぼう力りよくはつまらないと考えている。しかし一方で気に入らない相手をブン殴なぐることに抵てい抗こうはなく、他人にはその判はん断だん基き準じゆんが見えないため単なる暴あばれん坊ぼうと思われがちである。

［コメント］

…静馬さんと出会ってから八カ月以上になるが、相変わらず一いつ緒しよにいて飽あきるということがない。南雲先生にコテンパンにされた時はさすがに落ち込んだものの一週間とたたずに復ふつ活かつし、今では『その気になればいつでも倒たおせる』くらいの大口を叩たたいている。あの人に記き憶おく力りよくとか学習能力はあるのだろうか。あの根拠のない自信はどこからやってくるのか、興きよう味みは尽つきない。


〈神矢〉



［※Ｋファイト及およびバイパーズ戦せん績せきについては別紙にて］






「……神かみ矢や君、これは何かね？」

　藤とう堂どう鷹たか王お校長はレポートを挟はさんだクリップボードに落としていた視し線せんを上げた。

　放ほう課か後ごの校長室である。マホガニーのデスクを挟んで立っている神矢大だい作さくはキョトンとした顔で、

「何かご不満でも？」

「草[image: ]君に関するレポートはこれで何度目かね？」

「え～と……第七弾だんだと思いますが」

「前回のものと代かわり映ばえがしないな。新たな発見が一つもないではないかね」

「そういえばそうですねえ」

「そうですね、ではないだろう。何のために高い機き材ざいを貸かしていると思うのかね？　君の趣味のために出しゆつ資ししているわけではないのだよ」

「僕だって四し六ろく時じ中ちゆう一緒にいるわけじゃないですからね。それでも静馬さんの関かかわるイベントはほとんど網もう羅らしてるはずですよ。バイパーズ戦だって全戦全勝だし……」

「新しい技わざや戦せん法ぽうを使ったという報告がないな。勝負の内容も平へい凡ぼんなものだ。〈ナイツ・オブ・ゴールド〉以来、強きよう敵てきと呼べるような挑ちよう戦せん者しやがいないのではないのかね？」

「つまり……たるんでいると？」

「その通りだよ。それとも彼は彼なりに鍛たん練れんを積つんでいるというのかね？　それにしては南雲君に再挑戦しようという気け配はいもない……彼はいったい何を考えているのかね」

「思し考こう回かい路ろがあまりに単純すぎて、かえって何を考えてるのか摑つかみきれない人ですからねえ」

「最も身み近ぢかな友人である君がそんな調子では困る」

　藤堂はクリップボードを放ほうるようにして卓たく上じように置いた。

「彼はあくまでヒーローであってもらいたいのだ。常に刺し激げき的てきな話題を提てい供きようする中心人物でなければならん。そのための特とく待たい生せい扱あつかいなのだからな。他人の見ていないところでコツコツと地じ味みな鍛錬を積むなどもっての外ほかだよ」

「教育者の台詞せりふですか、それ？」

「Ｋファイトも南雲君と謎なぞの外人格かく闘とう家かの対戦もいいが、やはり草[image: ]君が中心でなければ生徒諸しよ君くんも面おも白しろくあるまい」

（要するに退たい屈くつでしょうがないんだな、この人は……）

　言うことは勝かつ手てだが藤堂の言い分にも一理あった。

「話題の中心ですか……なるほど」

　大作は顎あごに指を当て、思し案あん顔がおで一人ひとりごちた。




　　　　一




　ドバァン！

　乱らん暴ぼうにドアが開かれる物音とともに、姉の怒ど声せいが部へ屋やに響ひびいた。

「静馬～！　あんたいつまで寝ねてんの!?　さっさと起きて新聞取ってきて。あと、たまってる郵ゆう便びんもね！」

　それだけ言うと、巴はドアを開け放はなしたまま台所の方へ早足で戻もどっていく。ベッドに片足だけを載せて床ゆかに寝ね転ころがっていた静馬は、カーペットの模も様ようと、下した敷じきにしていた雑誌の形がくっきりとついた背中を見せてムクリと起き上がると、ボリボリと頭を搔かいた。

「めちゃめちゃ標ひよう準じゆん語ごやんけ……」

　文もん句くをたれながらも、言いつけ通り玄げん関かんに向かい、サンダル履ばきで階段を下りていった。郵便受けを開くと、朝ちよう刊かんを脇わきに挟み、業者が勝手に放り込んでいく広告の束たばを両手で摑み出す。

　パサッという物音に静馬は足元に目を落とした。床に一通のエアメールが落ちている。両手が塞ふさがっているため、右足のサンダルを脱ぎ、足の指で白い封ふう筒とうを挟んで持ち上げた。

　封筒を裏うら返がえして見た静馬はホウ、と唇くちびるを尖とがらせる。

　差さし出だし人にんの欄らんには『Ｔ・Ｋｕｓａｎａｇｉ』とサインがあった。




　　　　☆




　二年Ｂ組の教室に入ってくると、ほとんどの父兄は驚おどろいて一いつ瞬しゆん棒ぼう立だちになる。教室の中央、向かい合わせに２×２に寄せられた机の前に、身長二メートルを超こえる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男が小岩のようにデンと腰こし掛かけているからだ。

「〇〇君の父兄の方ですね。どうぞ」

　南雲慶けい一いち郎ろうはつとめて優やさしい口く調ちようで、生徒とその父兄を教室に迎むかえる。

　今週、大門高校では全学年で三者面めん談だんによる進路指し導どうが行われていた。当然ながら慶一郎は事前に「俺おれに何を指導しろと？」と校長に根本的な質問をしたが、「……自分で考えたまえ」と何も教えてはもらえなかった。他ほかの教きよう諭ゆに聞いても要よう領りようを得えないので、

（要するに父兄に嘗なめられなければいいのだな……）

　と、解かい釈しやくしてこの面談に臨のぞんでいた。

　慶一郎と対面すると、父兄は決まって威い圧あつされたように恐きよう縮しゆくするが、一緒にいる生徒の方は決まって頰ほおをピクピクと痙けい攣れんさせる。いかにも窮きゆう屈くつそうな慶一郎のスーツ姿すがたがあまりにも滑こつ稽けいで、笑いをこらえるのに必死なのだ。本人にとっては不本意なことだが、『教師の仮装』（※静馬談）をした慶一郎は存在感だけで爆ばく笑しようを取れるコメディアンに変身するらしい。

　入学時から二年生の一学期中間考こう査さまでの成績一いち覧らんなど、自分も初めて見る資料を父兄に見せた後、おもむろに慶一郎が生徒にする質問は決まっていた。

「話しておくことはあるか。何でもいい」

　一応進路指導なので、真ま面じ目めに将来の仕事について相談する生徒もいる。

「料理人になりたいんですが」

「プロになりたいなら早いうちに店に入って修しゆ業ぎようした方がいいぞ。イタリアのレストランなら何なん軒げんか知ってるが」

「女じよ優ゆうになるのが夢ゆめなんです」

「映画監かん督とくに知り合いがいる。紹しよう介かいしてもいいが、その前にスペイン語をマスターしろ」

「傭よう兵へいになりたいんですが」

「フランスの外人傭兵部隊でよければ紹介してやる。基き礎そ訓くん練れんぐらいならやってやるぞ」

「大学に進学できるでしょうか」

「それは専門外だ。他をあたってくれ」

　慶一郎のアドバイスは常に的てき確かくである。

　知らないことは知らないとはっきり言うのが特とく徴ちようだが、生徒の方も何が得とく意い分ぶん野やかは承しよう知ちしている。たいていの生徒はその場で思いついたことや、最近の出で来き事ごとについて報告した。

「この間、池いけ袋ぶくろでキャッチセールスに捕つかまったんですが、強ごう引いんに事務所に連れ込まれて、危うくバカ高い化け粧しよう品ひんをローンで買わされるところでした」

「よし、潰つぶしとく」

　その場所をメモる慶一郎。

　この翌よく週しゆう、悪質なキャッチセールスをしていた店の経営者が、半はん殺ごろしのうえに雑ざつ居きよビルのベランダからピアノ線で逆さかさ吊づりにされた状じよう態たいで発見されるが、それは関係のない話である。

「そういや最近、近所に怪あやしげな黒いワゴンが止まってるのをよく見かけるんですが」

「よし、調べとく」

　ワゴンの目もく撃げき場所を地図に書き込む。

　五日後、西にし台だいの駐ちゆう車しや場じようで黒いワゴンが爆ばく発はつ炎えん上じようする事件が起き、車の持ち主とその友人らしい若い男三人が入院した。警けい察さつの調べで三人は周辺の下見をしていた窃せつ盗とうグループだと判はん明めいしたが、ワゴンが爆発した原因はついに明らかにならなかった──というのはただの余よ談だんである。

　このようにして三者面談はつつがなく終しゆう了りようし、父兄は狐きつねにつままれたような顔で帰っていくことになる。




　そんな日の放ほう課か後ご──

　剣けん道どう部ぶの部活を終えた御み剣つるぎ涼りよう子こは、図と書しよ館かん前で落ち合った結ゆう城きひとみと連れだって校門を出た。面談の帰りらしく親と一緒の生徒の姿もちらほらと見える。

「ねえ涼子ちゃん、三者面談ってどうするの？」

「ん～、そうね～」

　面めん倒どうくさい話題を振ふられたという風に、涼子は気のない返事をした。

「うちのオヤジ殿どのはインドへ飛んでったまま帰ってきやしないし……まどかさんは婦ふ長ちようになってからも夜や勤きんとかで忙いそがしそうだし、スケジュール合うかなあ」

「そっか、涼子ちゃんのお父さんって考古学者だものね」

「変な発はつ掘くつ品ひんばかり土産みやげにするから困るわ」

　涼子は面おも白しろくもなさそうに言う。

　母親を早くに亡なくし、父親は遺い跡せき調ちよう査さのために一年のほとんどを海外で過ごしていた。同居している叔お母ばは看かん護ご婦ふで夜勤が多く、涼子は実じつ家かにいながら一人ひとり暮ぐらしに近い気分になることも多い。三者面談に確実に来てくれそうな父兄となるといないも同然だった。

　涼子の表情が曇くもってきたので、ひとみはさりげなく話題を替かえた。

「海外といえば……草[image: ]君はどうするのかしら」

「ここでなんで静馬の名前が出てくるわけ？」

「だってほら、草[image: ]君のご両親ってミュージシャンなんでしょ？　何とかフィルっていうオーケストラに所しよ属ぞくしてて、確かフランスにいるんじゃなかったかしら」

「フランス？　風の噂うわさでドイツって聞いたような……」

「詳くわしいことは知らないけど、とにかく海外にいるわけよね。やっぱり三者面談にはお姉さんがくるのかしら」

「あのへべれけ姉さんがね」

「それを言っちゃ悪いわよ」

　二人は肩かたを震ふるわせて笑い合う。静馬の姉の巴とは以前、飛ひ天てん神じん社じやの関係者が一堂に会した『牛肉の宴うたげ』で見知っているのだ。本来の顔は真ま面じ目めな中学教師なのだが、酔よっ払ぱらっている場面しか見ていない。

「でも、なんであのバカの面談なんかに興きよう味みがあるわけ？」

「だって……気にならない？」

「あいつの進路が？」

「そうじゃくて、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんとしてよ。ほら、昔から言うじゃない。草[image: ]君みたく、いわゆる破は天てん荒こうな人物に向けて言う決まり台詞ぜりふで……」

　涼子はひとみの言わんとすることにハッと気付いた。二人は声を揃そろえて──

『親の顔が見たい！』




「見られるかもしれませんよ」

　唐とう突とつな大作の台詞に、涼子は目を丸くした。

　鬼おに塚づか家けの夕食の席である。涼子は剣けん術じゆつの稽けい古こ、大作は美み雪ゆきの家庭教師として来ているため、一いつ緒しよに夕食を食べていくことが多い。

「エアメールが届とどいたそうですよ。なんでも両親揃って一時帰国するらしいですから」

　それを聞いていた鉄てつ斎さいが思いついたように言った。

「ふむ、あの小こ僧ぞうの親か……会ってみたいものだな」

　意外な発言に驚おどろいた慶一郎は、おひつを抱かかえたまま振ふり向いた。

「いきなり……なんでですか？」

「あの山ザルのような赤ら顔の小僧の親だぞ。ほれ、よく言うだろう──」

　涼子と大作がタイミングを見み計はからったように同時に言う。

『親の顔が見たい！』

「そりゃまあ、確かに……」

　とりあえず納なつ得とくしながら、でも三者面談はちょっと嫌いやだな……と慶一郎は思った。
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　　　　二




「進路相談かあ……そうは言っても、真のサムライを目め指ざす以外の目もく標ひようってないのよね、あたし……」

　鬼塚家からの帰り道、途と中ちゆうまで一緒だった大作と別れると、涼子は歩きながら溜ため息いきとともにぼやいた。

　涼子の家は赤あか塚つかの高台にある一いつ軒けん家やである。灯ひのついていない家に帰ってきた涼子は、居い間まの明かりとテレビをつけると、自分の部へ屋やに向かった。

「…………？」

　ドアノブを摑つかもうとした手が止まる。

　奇き妙みような違い和わ感かんがあった。剣術の稽古により研とぎ澄すまされた勘かんが、何かの気け配はいを感じ取ったのだ。

　涼子は竹刀しない袋ぶくろから木ぼく刀とうを抜ぬいて右手に持つと、左手でノブを回してドアを開けた。木刀を前方に突つき出しながら部屋に入る。壁かべのスイッチには触ふれず、机つくえの前まで進んで卓たく上じようライトのスイッチを入れた。

『んばばぁ～～～っ！』

　クローゼットがいきなり開き、奇妙な仮か面めんをかぶった男が飛び出してきた。すでに低い体たい勢せいで身み構がまえていた涼子は足あし払ばらいを仕し掛かける。仮面の男はステーンと見み事ごとに転ころんだ。

『痛っ！』

　床ゆかで打った膝ひざを抱かかえて転げ回る男。涼子は男の鳩尾みぞおちを踏ふんづけて動きを止めると、木刀の先で仮面を引っかけて取り去った。その下から現れたのは四十男の髭ひげ面づらだった。

「ひ、ひどいじゃないですか、涼子ちゃん」

「おっ……親おや父じ？」

「オヤジじゃありません。パパです」

　とぼけた男の正しよう体たいは涼子の父──御剣丞じよう太た郎ろうであった。




「遺い跡せきの調査が一いち段だん落らくついたので帰ってきました」

　居間のソファに落ち着いた丞太郎は、涼子の煎いれた緑茶で一いつ服ぷくしてから、妻つまの写真に報告した。涼子はテーブルに置かれた不ぶ気き味みな仮面を指差し、

「その仮面は何よ？」

「タイで買ってきたお土産みやげですよ。風か邪ぜの神様だそうで」

「悪あく霊りようじゃない！　それに……また似に合あわない髭なんか伸のばして」

「これがないと現地の人にバカにされるんですよ」

「世界中どこへ行っても同じこと言ってない？」

　インド滞たい在ざい中に髭を伸ばしてむさ苦しい顔になっているが、素す顔がおの丞太郎はしようがないくらい細ほそ面おもての優やさ男おとこである。体格も華きや奢しやな方で全体的に頼たよりない。涼子の顔の造ぞう作さくのうちでおよそ女性らしいとされるパーツのほとんどは父親譲ゆずりで、逆に女性にしては大きな体格や太い眉まゆなどの凛り々りしいと賞しよう賛さんされるパーツのほとんどが母親譲りである。

　涼子はよくは知らないが大学教きよう授じゆだった母親は非常にパワフルかつ男性的な人物で、一番弟で子しだった丞太郎はその女め々めしい性格のために好かれたらしい。人は自分にないものを持った人に惹ひかれるものだと言うが、その男女の性質が逆転した珍めずらしい例といえる。女々しい父親のおかげで父子家庭でありながら母親のいない寂さびしさとは無む縁えんだったが、逆に男らしい父親のいない家庭だった。

（だから時じ代だい劇げきのヒーローに憧あこがれるんだわ）

　涼子は自分が男らしい性格になったのはこの父親が原因だと決めつけていた。

「アメリカで父親を驚かそうとクローゼットに隠かくれていた子供が、強ごう盗とうと勘かん違ちがいした実の父親に射しや殺さつされたって事件があったけど、危あやうくその日本版ばんになるところだったわよ。日本も最近じゃ物ぶつ騒そうなんだから、イタズラもほどほどにしてよね」

「はい……」

　丞太郎はうなだれてシュンとしたが、それも一いつ時ときのことで、すぐに気を取り直すと古ぼけた旅行鞄かばんを開けて土産の品を取り出した。

「ほら、これがアジャンター石せつ窟くつで発見した謎なぞの生物の鱗うろこの化石と、新種の曼まん珠じゆ沙しや華げの花の実。松ぼっくりみたいで可愛かわいいでしょ」

「また怪あやしげな品を……」

　自じ慢まんげに見せびらかす丞太郎に呆あきれる涼子。

「そうそう……まどかから電話で聞いたんだけど、三者面談があるんだって？　大だい丈じよう夫ぶ、パパが行くからね」

　親の顔が見たいとは言ったが、よもや自分の親の顔を先に見せることになるとは──涼子は太い溜ため息いきを吐ついた。




　　　　三




「大変ですよ、涼子さん！」

　翌日の放ほう課か後ご。三者面談のために玄げん関かん前で父親を待っている涼子の元に、大作が駆かけ寄よってくる。

「何よ、そんなに慌あわてて」

「静馬さんの両親の件なんですけど、ただの一時帰国じゃないらしいですよ」

　涼子はその言こと葉ばの意味がにわかには理り解かいできなかった。少し考えて、

「一時帰国じゃないってことは……こっちに住むわけ？」

「いえ、その逆です」

「逆って？」

「静馬さんの両親はミュージシャンとしては日本では認められなくて、静馬さんとお姉さんの二人を日本に残して、海外に飛び出したんだそうです」

「チャレンジャーな夫ふう婦ふねえ」

「んで、世界で名を上げて当初の目的を達たつ成せいしたんで、子供を迎むかえにくるつもりだそうです」

「なぬっ!?」

　涼子が生まれて初めて使う驚きよう愕がく語ごである。大作はいったん息を整ととのえてから話を続ける。

「お姉さんの方は就しゆう職しよくしてるから無理には誘さそわないでしょうけど、静馬さんは海外に連れていくかも……」

　大作の台詞せりふに、涼子はポカンと口を開けたまま、反応に数秒を要した。
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「あ……あの我わが校の恥ち部ぶを世界に喧けん伝でんしようっての？」

「ほら、音楽的才能を伸のばすためには、やっぱり本場の一流の音に触ふれるってのもあるんじゃないですか」

「本場？　一流？　ケンカマニアの赤ザルのくせに、なんて生なま意い気きな……」

　そこへスーツ姿すがたの丞太郎がやってきた。大学の研けん究きゆう室しつに顔を出した帰りである。一いつ緒しよにいる大作を見ると、涼子の脇わきをつっついて耳打ちする。

「その子は彼氏？　ずいぶん可愛かわいい彼氏だね」

「違ちがぁ～う!!」

　涼子は自分でも驚くほどの大声で否ひ定ていした。大作は目ざとく丞太郎の素す性じようを察さつして、

「涼子さんのお父さんですか？　初めまして。僕は涼子さんの下げ僕ぼくの……」

「ほら、さっさと行くわよ！」

　自じ己こ紹しよう介かいの途と中ちゆうの大作を残し、涼子は丞太郎の腕うでを摑んで強ごう引いんに歩き出した。




　二年Ｂ組の教室の前までやってくると、涼子は声をひそめて丞太郎に言った。

「うちのクラスの担たん任にんはちょっと変わり者だけど、大げさに驚いたり騒さわいだりしないでね」

　何度も念ねんを押してから、教室の戸を開ける。

「──御剣君の父兄の方ですね。どうぞ」

　待っていた慶一郎が声をかけ、二人は教室に入った。挨あい拶さつをしようとして顔を向けた丞太郎は、驚いた声を上げた。

「おや？……ああ～～っ!?」

　慶一郎を指差すと、涼子の制止も聞かずに駆かけ寄よる。

「あなたは……そうだ、リーさんじゃないですか!!」

「はあ……？」

　いきなりのことで慶一郎は途と惑まどった表情を浮うかべたが、丞太郎の顔をじっくりと眺ながめると、すぐに合が点てんがいったように頷うなずいた。

「メキシコの遺い跡せきの発はつ掘くつ調ちよう査さ隊たいの教授じゃないですか！」

「ええ、ええ、あの時は助かりました～」

　呆あつ気けに取られている涼子を後しり目めに、二人は笑え顔がおで握あく手しゆをかわした。

　二年前のことである。慶一郎はメキシコにやってきた遺跡調査隊に荷物運びの人にん足そくとして雇やとわれた。現地では素性を隠かくしてリーと名乗っていた慶一郎が日本語ができることを見み抜ぬいて通つう訳やくを頼たのんできたのが、その調査隊にいた丞太郎だった。

　調査に向かった遺跡がテロリストの基き地ちになっていたうえ、雇ったガイドの正体もその組そ織しきの兵士だったが、事前にそれを察さつ知ちした慶一郎の活かつ躍やくにより一いつ行こうは難なんを逃のがれている。

「本名は南雲さんでしたか。日本人だと思ってましたよ。あんなに美お味いしい味み噌そ汁しるを作れるのは日本人に決まってます」

「自分が食いたかっただけなんですがね」

　慶一郎は苦く笑しようする。隊たい員いんがテントで作っていた味噌汁が不満で、こっそり味つけを変えていたところを丞太郎に目もく撃げきされたのが出会いだったのだ。

「ろくにお礼も言わないうちにいなくなっちゃうんで心配してたんですよ。そうそう、あの後あとメキシコシティに戻もどったんですけど、市し街がいで銃じゆう撃げき戦せんがありましてね……なんでもテロリストの残党が全ぜん滅めつしたとか」

「あ、それは俺おれです」

「な～んだ、そうでしたか。あっはっは」

　何が楽しいのか丞太郎は陽気に笑う。

「しかし奇き遇ぐうですねえ」

「よくあるんですよ、こういうことは」

　人の縁えんの奇き妙みようさをよく知る慶一郎は当然のように言った。

　結局、この日の三者面談は、涼子の進路とはまるで関係ない話で終しゆう始しした。




　　　　四




　翌日の昼休み。

　図と書しよ館かんで昼食後の時間をつぶしている涼子のところに、図書委い員いんのひとみがやってきた。

「涼子ちゃん、何読んでるの？」

　涼子は無言でハードカバーの表紙を見せる──タイトルは『秘ひ太だ刀ち馬うまの骨ほね』。

「また藤ふじ沢さわ周しゆう平へいね。その本、前にも読んでなかった？」

「傑けつ作さくは何度読んでも傑作なのよ」

　そう言って、涼子は再び活字に視線を落とす。相手にしたくなさそうな雰ふん囲い気きだったが、ひとみはあえて話しかけた。

「そういえば、大変なことになってきたわね」

「何が？」

「何がって草[image: ]君のことよ」

　大作が触ふれ回ったおかげで、『静馬が海外に行くかも』という情じよう報ほうは、すでに全校生徒の知るところとなっていた。Ｋファイトの提てい唱しよう者しやであり、良くも悪くも校内の話題を独どく占せんしていた風ふう雲うん児じがどうするのか、生徒たちの間でも様さま々ざまな噂うわさや憶おく測そくが飛とび交かっている。

「何かコメントは？」

「あたしには関係ないわ」

　にべもない返事である。ひとみは苦笑して、

「またまた～」

「本当なら、暑あつ苦くるしいバカがいなくなって助かるわね」

　冷ややかに答える涼子。そんな時に校内放送が流れる。

『ピンポ～ンパンポ～ン！　Ｋファイト実行委員会から全校生徒の皆みなさんにお知らせしま～す』

　全校で生徒たちの動きがピタリと止まる。

『たった今、旧道場裏におきまして２─Ｂ草[image: ]静馬対２─Ｄ古こ賀が大だい地ちのＫファイトマッチが成立しました。ルールはフリー格かく闘とう、試合開始は五分後です。皆様お誘さそい合わせのうえ、現場にカモ～ン!!』

　静かだった図書館が一転、騒そう然ぜんとなる。色めき立つ生徒たちの中、涼子も本を閉じて立ち上がった。




　涼子たちが駆かけつけた時、道場裏に設せつ置ちされた特とく設せつリングでは静馬と古賀が向かい合っていた。

　静馬は赤いＴシャツと黒いカンフーズボン、対する古賀は空から手て着ぎである。二人は拳こぶしと肘ひじ、足の甲こうに実行委員会指定のプロテクターを着つけていた。拳のグローブは指が出ていて摑つかみ技わざも可能なタイプである。

　リング横特設実じつ況きよう席せきではアナウンサー担たん当とうの女子生徒がマイクを握にぎってエキサイトしていた。

『皆さんお久しぶりです！　Ｋファイトでも久々登場の正せい統とう派はの挑ちよう戦せん者しや・古賀大地！　以前の空手部存そん亡ぼうをかけた団体戦では先せん鋒ぽうをつとめながら痛い敗はい北ぼくを喫きつしている古賀、ケンカ魔ま人じん草[image: ]静馬にどう挑いどむのか？　実況はわたくし放送部二年の中なか村むら環たまき、解かい説せつはご存じこの方、ヒゲグラサンこと藤堂鷹王校長でお送りします！』

『君の紹しよう介かいは回を追うごとにぞんざいになっていくな』

『黙だまれ。そして今回の特別ゲスト解説者は……たまたま校内をうろついていたおじさんだあ～っ！』

『あ、どうも』

　解説席を見た涼子の目が点になった。そこに座っていたのが丞太郎だったからだ。涼子は人ひと垣がきをかきわけて丞太郎に近付く。

「お父さん、なんでいるのよ？」

「南雲先生に校内を案あん内ないしてもらっていたんだよ」

　その慶一郎は審しん判ぱん役をつとめている。涼子が問とい質ただしている間にも勝しよう負ぶの気き運うんは高まっていた。

「急に勝負てなんやねん。オレに勝てる見込みでもついたんか、古賀ちゃん」

　手足をブラブラさせて身体をほぐしながら、静馬が訊たずねる。古賀は静かに気き息そくを整ととのえながら、

「さっきの質問に答えてもらおう。海外へ行くという話は本当か？」

「考え中や」

「お前がそうだから、俺も吞のん気きにはしていられないということだ」

「ふん……まあええわ。来いや！」

　ゴングが鳴なり響ひびき、闘たたかいが始まった。

　互たがいにある程てい度ど手ての内うちを知っている二人は、じりじりとした間ま合あいの読み合いから一転、激はげしい打だ撃げきの応おう酬しゆうが始まった。

『どうですか、おじさん!?』

『いやあ強いねえ、あの色黒でバンダナのお兄さん』

　丞太郎は興こう奮ふんして夢む中ちゆうで観かん戦せんしている。

『私も海外で賭かけ試じ合あいを見たことが何度かあるんですが、彼はなんと言うか、しなやかですね……実に美しい！』

『なかなかお目が高い！　どっかのマンネリ解説オヤジと代わってもらいたいくらいですねえ』

　気を利きかせた環が解説を加える。

『これまでの対戦戦せん績せきをご紹介しましょう。草[image: ]静馬を格闘技対決で破った人物はこれまでわずかに三人！　そのうち南雲慶一郎と小こ関せき遼りよう二じの二人は教師、生徒では２─Ｂの御剣涼子ただ一人です！』

「余計なことは言わなくていいのよ！」

　丞太郎は身体からだごと振ふり向いて、驚おどろきの眼まな差ざしを涼子に向ける。涼子は慌あわてて弁べん解かいした。

「その……ほら、素す手でじゃなくて武器ありルールだったから……」

「ぶ、武器だって？　武器というと腕うでに付けるカギ爪づめのような……？」

「変へん態たい的な想そう像ぞうしないでよ。木ぼく刀とうよ、木刀！」

　青ざめた丞太郎は手て帳ちように挟はさんだ妻つまの写真に語りかける。

「ごめんなさい。うちの娘むすめは木刀で人をポカポカ殴なぐるような娘になってしまいました……僕の教育が間ま違ちがっていたんでしょうか」

「あのね、人をならず者みたいに言わないでよ。あれは正義の戦たたかいだったのよ！」

「あ、そうなの？　ならいいや」

　納なつ得とくの素す早ばやさに涼子はずっこけた。丞太郎はすっぱり気持ちを切きり替かえて目の前の勝負に没ぼつ頭とうする。

　勝負は先手先手と攻せめ続ける古賀に対し、逃にげずにさばき続ける静馬という展てん開かいになっていた。拳の突きを肘を曲げた腕ではじき、返す裏うら拳けんで古賀の顔面をとらえる。ブルース・リーさながらの変へん幻げん自じ在ざいにして攻こう防ぼう一いつ体たいの体さばきである。軽やかなステップを踏ふみながら、

「いつの間にやら腕上げたなあ、古賀ちゃん」

「世せ辞じはいい！」

　古賀はワンツーのコンビネーションからローキックで攻めて静馬の足を止めようとするが、静馬のフットワークに幻げん惑わくされてうまくかわされてしまう。

「もうちょいビシッとした技はないんか？」

　静馬の挑ちよう発はつには乗らず、古賀はあくまで相手の足を止めようと執しつ拗ように足元を攻め続ける。単調な攻撃パターンを学習した静馬はローキックに割り込んでカウンターを取ろうとしたが、その機き会かいを待っていたように古賀のコンビネーションが変化した。ミドルキックでカウンターのカウンターを取り、静馬の動きが止まった一いつ瞬しゆんを逃のがさず踏み込む。

「シュッ！」

　跳とび膝ひざ蹴げりからハイキックの二段蹴り、さらにとどめの突き回し蹴りを見み舞まう。静馬の身体が後方に吹ふっ飛んだ。

『おおっ、決まったぁぁ～～～……か!?』

　環の台詞せりふが終わらないうちに、ダウンした静馬は何事もなかったように起き上がっていた。人差し指を一本立てて、

「まだまだ甘あまいな、古賀ちゃん……最後の一発、腰こしが入ってへんかったで。必ひつ殺さつ技わざに使うには練習不足や」

　発達した犬けん歯しを剝むいて笑うと、古賀の口元にも太い笑えみが浮うかんだ。

　直後、姿勢を低くした静馬は猟りよう犬けんのごとく突とつ進しんし、古賀に襲おそいかかった。




　　　　五




　そして放課後──

「いつまで見学してるつもり？」

　剣けん道どう場じようの中をうろついている丞太郎を見つけると、涼子は近付いていって声をかけた。涼子の袴はかま姿すがたが楽しいのか、丞太郎はニコニコしながら答える。

「面おも白しろいからもうちょっといようかな～っと思って」

「今日は特別よ」

　涼子は肩かたをすくめてヒラヒラと手を振ふった。静馬が海外へ行くという噂うわさが広まったためか、古賀が敗やぶれた後にも挑戦者が次から次へと現れ、結局はＫファイト史上かつてない十七連戦にまで発展したのである。最終戦である将しよう棋ぎ部ぶ部長との対戦はまだ続いているが、あまりに地じ味みな対決であるため、すでに観かん客きやくは一部のマニアと物好きな教師だけになっていた。

「もう面白いことなんてないわよ。さっさと帰ったら？」

「いやいや。涼子ちゃんの彼氏を紹介してもらうまでは帰らないよ」

「いません！」

　その時、道場の外を走っていく生徒たちの姿が見えた。出入り口から外を覗のぞくと、上の方から何かの音が聞こえてきた。

　それはサキソフォンの音であった。




　二年Ａ組の教室。

　父兄を送り出した後、少し休きゆう憩けいしようと窓を開けた小関教きよう諭ゆは、再び教室の戸が開く気け配はいに振り向いた。ベージュのスーツ姿の女性が立っている。生徒の父兄かと思ったが、それにしては若くて美人である。

「りょ……遼二～～っ！」

　フラフラとおぼつかない足取りで教室に入ってきたのは、静馬の姉の巴ともえだった。

「おろ？　どーしたの？　面めん談だん？」

　ふるふると巴は首を横に振った。なぜか半はん泣なきで、子供のように小関の身体からだにしがみついてくる。

「お願い……お父ちゃんを……お父ちゃんを止めて～～っ!!」

「お父ちゃん？」

　その時、窓の外からサキソフォンの音が聞こえてきた。




　その音ね色いろに引ひき寄よせられるように、生徒たちが校こう舎しやの周囲に集まっていた。

「このサックスの音はどこから聞こえてくるんだ!?」

「上からだぞ！」

「おい、見ろ……屋おく上じようだ!!」

　誰だれかが指ゆび差さし、全員が頭上を振ふり仰あおいだ。

　謎なぞの奏そう者しやはそこにいた。マフィアのようなクリーム色のスーツに白いマフラー、くしゃくしゃの長ちよう髪はつに金きん縁ぶちのサングラスをかけた浅あさ黒ぐろい肌はだの男が、白金色に輝かがやくサキソフォンを吹ふき鳴ならしている。

　野や次じ馬うまの生徒たちに続いて屋上にやってきた藤堂校長は、狂くるったようにサキソフォンを吹き続ける男に呼びかけた。

「君は何者かね!?」

　男は演奏をピタリと止やめると、もったいつけてから藤堂に振り向いた。男がブランド物のサングラスを外すと、生徒たち──とくに女生徒たちの間から感かん嘆たんの溜ため息いきがもれた。

（カ、カッコイイ……）

　あえて言こと葉ばで表現するならそういうことである。長身で筋きん肉にく質しつのしなやかな身体、浅黒く野性的なハンサム顔には、四〇代の男の苦にがみ走った魅み力りよくがこれでもかというほどみなぎっている。

　しかし、生徒たちはすぐにあることに気付いた。男の締しめているネクタイが虎縞だったのである。







[image: ]







　男はニヤリと笑うと、犬歯を剝いて吼ほえるように言った。

「──草[image: ]虎とら之の介すけ、参上ォ!!」

「うわああ～っ、やっぱり～～っ!?」

　頭を抱かかえる生徒たち一同。そこへ巴と連れだって小関教諭が現れる。小関は何な故ぜか持っているギターを構かまえ、

「俺おれのギブソンを聴きけ～～っ!!」

　と言いつつ激はげしく弦げんをかき鳴らす。虎之介は受けて立つとばかりにサキソフォンを吹き始める。

「違ちがう～っ！　そうじゃないのよ遼二～～っ!!」

　悲ひ鳴めいを上げる巴をよそに、問答無用のセッション・バトルが始まっていた。ほどなくしてブルースハープ片手の静馬が乱入し、屋上はなんだかよくわからないカオス状態に陥おちいっていった。

　だいぶ遅おくれてやってきた丞太郎は、ノリノリでリズムを取りながら涼子に言った。

「面白い高校だね～」

「だから今日は特別だって言ってるでしょ!!」

　涼子はひどく疲つかれた顔でそう答えるしかなかった。




　　　　☆





［草[image: ]静馬に関する追加レポート］

…今回の両親の帰国によって明らかになった、家族関係について報告する。草[image: ]家はエリートの家か系けいで、父親の虎之介は音楽家を志こころざしながらも反対され、一時は高校の音楽教師の職しよくについていたが、静馬さんが生まれて間まもなく辞じ職しよく、夫ふう婦ふ二人で音楽修しゆ業ぎようのために海外へ渡った。姉し弟ていは親族の元に預あずけられたが、すでに小学生だった姉の巴さんが肩かた身みの狭せまい思いをして育ったのに対し、静馬さんは周囲の環かん境きようなどお構いなしに自由奔ほん放ぽうに育ったという。どうやら父親の虎之介氏から事あるごとに「お前は天才だから大だい丈じよう夫ぶだ」と呪じゆ文もんのように吹き込まれていたことが影えい響きようしているらしい。静馬さんの根こん拠きよのない自信はこの〈天才教育〉の賜たま物ものであると思われる──






「ふむ……なるほど、面白い話だ」

「でしょう？」

　大作は得とく意いそうにニッコリ笑った。藤堂はレポートをデスクに置くと、胸むねの前で両手を組み、探さぐるような視し線せんを大作に向ける。

「ところで……草[image: ]君が海外へ行くという話だが、まったくのデマだったそうじゃないかね。いったい最初に誰だれが言ったのだろうね？」

「さあ？　でも、おかげで一つイベントができましたよね」

　素すっとぼけた顔の大作に、藤堂はおもむろに立てた親指を突つき出しながら言った。

「──バッチリだよ、神矢君」





〈チチカヱル／ＥＮＤ〉












　彼女が猫ねこになる日








［レポート[image: ]〇〇三一］

　氏名／鬼塚美雪（おにづか・みゆき）

　年ねん齢れい／十四歳

　身長／約一四〇センチ

　体重／不明

　スリーサイズ／不明

　所しよ属ぞく／四よツ葉ば中学校二年Ｃ組

　趣しゆ味み／掃そう除じ・ひなたぼっこ

　特技／霊れい感かんあり（？）

　好きなもの／猫

　家族／鬼塚鉄てつ斎さい（祖そ父ふ・飛ひ天てん神じん社じや宮ぐう司じ）・南雲なぐも慶けい一いち郎ろう（居い候そうろう）・ラウール＆ジェラール＆バルタザール（飼かい猫ねこ）

　性格／おとなしく無口

　備び考こう／飛天神社の巫み女こ。両親は事故（詳しよう細さいは不明）により他た界かいしている。

［コメント］

…南雲先生に雇やとわれて美雪ちゃんの家庭教師を始めてから二カ月近く経たつが、正しよう直じきなところ、いまだに彼女が何を考えているのかよく分からない。どこか植物的というか──感情が表面に出てこないからだ。

　つとめて感情を外に出さないようにしているわけではなく、表現すべき感情に乏とぼしいのかもしれない。自じ閉へい症しよう的てき傾けい向こうは両親の事故死に原因があると考えられるが、その事故について詳くわしいことは何も知らないので推すい察さつのしようもない。

　美雪ちゃんの母親の美み咲さきさんと南雲先生の関係も興きよう味み深ぶかい。とにかく南雲先生は美雪ちゃんのこととなると過か剰じように反はん応のうし、冷静さを失うのだ。四ツ葉中に研けん修しゆうに行った際さいに不良教師を片かたっ端ぱしから病院送りにした事件も、おそらくは彼女のために学校環かん境きようを改かい善ぜんしようとしたのだろう。それまで彼女の周囲では突とつ然ぜん蛍けい光こう灯とうが破は裂れつしたり、謎なぞのラップ音がしたりと怪かい現げん象しようが起きており、〈悪あく霊りよう憑つき〉との噂うわさが絶たえなかったが、被災後はぱったりと聞かれなくなったという。得え体たいの知れない悪霊の恐きよう怖ふより、目に見える鉄てつ拳けんの恐怖の方が勝まさっているから……に違ちがいない。

　ともかく彼女の世界は謎に満ちている。

　理解するには相そう応おうの観かん察さつ期き間かんと──想そう像ぞう力りよくが必要だろう。


〈神矢〉








　　　　一




　午前六時三〇分。

「ニャ～～～」

　その鳴き声を耳元に聞いて、鬼塚美雪はベッドの中で目を覚さました。

　髪かみの中でモゾモゾと何かが動いている。

　薄うす目めを開けて顔を横に向けると、エメラルドを思わせる緑色の瞳ひとみと目が合った。縦たて長ながの虹こう彩さいが大きく広がっている。美雪の鼻はな先さきに黒い毛皮がすりつけられた。温あたたかい、というより熱あついくらいだ。

「ん……」

　美雪はベッドから起き上がると、手元にじゃれついてくる黒い仔こ猫ねこの背中を撫なでてやった。

「おはよう……ジェラール」

「ウニャ」

　仔猫は元気よく答える。美雪はベッドの横に置いてあるバスケットを覗のぞき込んだ。黒い毛の塊かたまりが一つ。手で摑つかみ上げてみると、ダラ～ッと四し肢しを伸のばしたまま眠ねむりこけている仔猫が一匹ぴき。

「バルタザール……」

　バスケットの中に猫は残っていない。美雪は部へ屋やを見回したが、三匹目──ラウールの姿はなかった。

　美雪の誕たん生じよう日びに鬼塚家にやってきた三匹の仔猫は、三つ子だけに外見こそ同じものの、性格の方はまるで違っていた。

　ジェラールは元気者で落ち着きがなく、注意力散さん漫まん。

　バルタザールは吞のん気き者ものでマイペース。ほとんど一日中寝ねてばかりいる。

　そしてラウールは──

　美雪は眠ったままのバルタザールを抱だいて部屋を出た。ジェラールがその後ろをトコトコとついていく。

　美雪の足はまっすぐ台所へ向かった。包ほう丁ちようを使うリズミカルな音が聞こえてくるとともに、醬しよう油ゆと味み噌その香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。台所の中を覗のぞこうとすると、不意に目の前に巨きよ大だいな『壁かべ』が立ちはだかった。

「やあ美雪ちゃん。おはよう」

　頭の上から野の太ぶとい声が降ふってくる。美雪は二歩退さがってから顔を上げ、声の主ぬしの顔を見た。岩のような巨体の上に大作りの男くさい顔が載っかっているが、逆ぎやつ光こうのためよく確かく認にんできない。

　鬼塚家の居候・南雲慶一郎は身長二メートルを超こえる巨人である。

　美雪とは六〇センチ以上の差があるため、あまり近ちか寄よりすぎると顔を確認することさえ困こん難なんだ。慶一郎の顔をじっくり観かん察さつする機き会かいがあるのは食事の時くらいである。

「鉄斎師し匠しようは道場の方にいるよ。朝あさ飯めしはもう少しでできるんだが……その前にこいつを取ってくれないかな」

　慶一郎はくるりと回って背せを向けた。慶一郎はグレーのＴシャツにジーンズ地のエプロンをしているが、肩けん甲こう骨こつの下、エプロンの紐ひもの結び目の上のところに一匹の仔猫がしがみついている。

　ラウールであった。

　必死に四し肢しを突つっ張ぱって、ロッククライマーよろしく巨大な筋きん肉にくの壁へき面めんに張り付いている。

　美雪が首の後ろを摑んで降おろそうとすると、ラウールはＴシャツに爪つめを立てて抵てい抗こうした。

「いててて……」

　あくまで抵抗する意志を見せるラウールだったが、いったん持ち上げられるとあっさり慶一郎の背中から引き離はなされた。

「ヴニャ～～！」

　バルタザールと一いつ緒しよに美雪の胸むねに抱かれたラウールは、いかにも不ふ服ふくそうな鳴き声を上げた。

　ラウールは誇ほこり高き冒ぼう険けん野や郎ろうである。

　まだ仔猫だというのにすでに野や性せいに目め覚ざめており、天性のハンターとしての己おのれの運動能力を極きよく限げんまで追つい求きゆうしようという態たい度どが日々の生活の中で見られるのだ。ことにダッシュ力の鍛たん練れんには並なみ々なみならぬものがあり、最近は立っている人間を壁に見立てて、勢いきおいをつけて駆かけ登のぼることに情熱を傾かたむけている。ただし猫なりに相手は選ぶらしく、飼かい主ぬしの美雪には遠えん慮りよしており、鉄斎はスキを見せないので対たい象しよう外がいになっていた。先日は神かみ矢や大だい作さくの登頂に成功しているため、今度は欲よく張ばって慶一郎をターゲットに選んだのだろう。

　美雪は三匹を居い間まに連れていって放はなすと、縁えん側がわの雨あま戸どを開けた。洗面所で顔を洗い、歯を磨みがいてから脱だつ衣い所じよでパジャマを脱ぬぐ。風ふ呂ろ場ばで冷水を浴びて禊みそぎをするためである。

　手て桶おけで水を浴びると一時的に身体からだは冷えるが、すぐに火ほ照てったように熱くなってくる。巫み女ことしての務めというより、スッキリと目を覚さますための朝の習しゆう慣かんになっている。水すい滴てきを拭ぬぐった素す肌はだの上に白衣を羽は織おって脱衣所を出ると、ちょうどやってきた御み剣つるぎ涼りよう子こと出くわした。

「あら、おはよう。美雪ちゃん」

　袴はかま姿すがたの涼子は、飛天流の朝あさ稽げい古こを終えた直後らしく汗あせだくであった。

　飛天流剣術の門もん弟てい・御剣涼子は（美雪から見て）大おお女おんなである。

　身長では三〇センチ以上も差があるので、至し近きん距きよ離りで視線を合わせようとすると首が疲れる。挨あい拶さつもそこそこに横に避よけて道を譲ゆずる。入れ代わりに脱衣所に向かう涼子とすれ違ちがう時、ムッとする熱気が顔を撫でていった。

（汗あせ臭くさい……）

　やがて、シャワーの音とともに涼子の鼻はな歌うたが聞こえてくる。『大おお江え戸ど捜そう査さ網もう』のエンディグテーマだとは知るよしもない美雪だったが、

（年とし寄より臭い……）

　とは思った。




　七時三〇分──朝食。

「ん～、やっぱり日本人の朝はこれですよね～」

　涼子が納なつ豆とうを箸はしでグリグリかき混ぜながらしみじみと言った。

　ご飯、納豆、アジの開き、大根の味噌汁しる、ほうれん草のおひたし、だし巻き卵たまご、海の苔りという旅館のような定番メニューである。一度フレンチスタイルの朝食を出したことがあったが、『サムライが朝からカフェオレなどもってのほか！』と涼子の不ふ評ひようを買ったために、最近はオーソドックスな和食に落ち着いていた。

（あのフレンチトーストは美お味いしかった……）

　黒猫トリオに餌えさをやりながら、美雪はバターとミルクと卵の甘あまさがたっぷりと詰つまったフレンチトーストの味を思い出していた。今度、涼子のいない時にリクエストしてみよう──




　八時一〇分──登校。

　飛天神社の鳥とり居いを出た美雪は、東京大だい仏ぶつを右手に見ながら坂道を上っていく。バス通りに出たところで待っていると、ローラーブレード装そう備びの姫ひめ川かわ沙さ羅らがやってきた。

「ハァ～イ、グッモーニ～ン！」

「……おはよう」

　朝からハイテンションな沙羅と連れだって四ツ葉中へ向かう。

「聞いてくれよ美雪～。今朝のメシも汁より具の多いミソスープだったんだぜ。しかもゴボー入りだよ。ったくよ～、こっちは半分アメリカンなんだから肉食わせろっつーの！」

　沙羅は器用に後ろ向きに滑すべりながら、美雪に不満を漏もらした。

「ふうん……今日もお昼はハンバーガー？」

「でもな～、日本のは量がゼンゼン足りねえんだよなあ。あ～あ、Ｔボーンステーキに山やま盛もりのフレンチポテトが食いてえよ。テリヤキ・チキン＆ポーク・カツレツのコンボってのもいいよな～」

「沙羅ちゃん……よだれ」

「おおっと」

　沙羅の日本語は同どう居きよしている乱らん暴ぼう者ものの祖そ父ふの影えい響きようで日に日に荒あらっぽくなってきているが、美雪はあえて指し摘てきしなかった。




　八時二九分──四ツ葉中正せい門もん前。

　門の脇わきに立っている教師と風ふう紀き委い員いんの姿を見つけると、沙羅が美雪に背せを向けて屈かがんだ。

「ほら美雪、乗んな！」

「はい」

　美雪を搭とう載さいした沙羅は弾だん丸がん特とつ急きゆうと化して坂道を滑かつ走そうし、門を閉とじようとしている教師を掠かすめるようにして正門に突とつ入にゆうする。

「グッモーニ～～～ン!!」

　ドップラー効こう果かを残して走り去る二人を、教師と風ふう紀き委員は呆ぼう然ぜんと見送った。




　　　　二




　二時限目──体育。

「は～い、班はんごとに分かれて集合ーっ！」

　二クラス八十名近い生徒たちの集団に向かって、草くさ[image: ]なぎ巴ともえはメガホンを使って呼びかけた。

　高校教師とは名ばかりの伝説の番長（通つう称しようＶＴＮ）の襲しゆう来らいによる〈被ひ災さい〉後、四ツ葉中ではいまだに教師の補ほ充じゆうが足りず、通常の授じゆ業ぎようにも事こと欠かくという状じよう態たいである。そのため時間割りの半分以上が合同授業になり、ほとんどの教師は本来担たん当とうではない授業にまで駆かり出されていた。







[image: ]







　体育担当教きよう諭ゆが顔面にドロップキックを食らって頚けい骨こつを砕くだかれ入院中のため、柔じゆう道どう部ぶ顧こ問もんでもある巴は二年生の体育の授業を一いち任にんされていた。しかしたった一人でこれだけの人数を監かん督とくするのは大変な労力である。巴は六人一組で班を作らせ、信しん頼らいの置ける生徒を班長に任命して指示を与あたえるという方法でなんとかこなしていた。

「今日は一〇〇メートル走と体力測そく定ていを行います。班ごとにローテーションを組んでやりますから、班長の指示に従したがって記き録ろくを取るように。待ち時間の間は自由にしていいけど、必ずグラウンド内にいること。いいわね！」

　生徒たちは整せい然ぜんというほどではないが、巴の指示に素す直なおに従って行動を始めた。柔じゆう軟なん体たい操そうの後、委員と班長が協力して計測し記録をつける。巴は十二もある班の様よう子すを見回り、必要に応じて指さし図ずした。

「先生～っ！」

　お下さげ髪がみの女生徒の呼びかけに足を止める。声の主ぬしは巴の担任クラスであるⅡ─Ｃの学級委員長・神かん崎ざき唯ゆいであった。

　記録用のクリップボードを胸むねに抱だいた唯は、懸けん垂すいの計測が行われている鉄てつ棒ぼうを指さした。

「お願いします、私の代わりに注意してください」

「何を？」

「カズ君……泉いずみ谷や君が本気を出してくれないんです！」

　巴が怪け訝げんそうな顔をしていると、問題の泉谷万かず騎きがやってきた。見えているのかどうか定かでない細目を二人に向け、

「人聞きの悪いことを言ってもらっては困るな。僕ぼくがまるで不正を働はたらいているようじゃないか」

「同じことでしょ？」

　唯は唇くちびるを尖とがらせて言うと、巴に申もうし立たてた。

「聞いてください、先生！　泉谷君たら、絶対に中学生の全国平均以上の記録を出そうとしないんです。懸垂なんてやろうと思えば百回くらい余よ裕ゆうでこなせるのに、たったの九回で止やめちゃうんですよ？」

「九回もやれば十じゆう分ぶんだろう」

「それじゃ記録の意味がないじゃない！」

「唯が怒おこる必要はないと思うが」

「私なんか二回しかできないのに～っ!!」

「それは下半身に無む駄だな肉が付きすぎているのが原因だ」

「うっ……」

　巴は雲くも行ゆきが怪あやしくなってきた二人の間に割って入る。

「泉谷君、どうして手を抜ぬくの？」

「今日は金曜日です」

「それが？」

「放ほう課か後ごには〈ＢブラインドＣ・シテイ・Ｇガーデイアン〉の活動があります。無駄に腕わん力りよくを消しよう耗もうすると、いざという時に対たい処しよできない可能性があるので」

「いざという時って？」

「例えばナイフ等などで武ぶ装そうした暴ぼう漢かんを取り押おさえる場合、握あく力りよくが弱っていると思わぬ不ふ覚かくを取るかもしれません」

「そういうことは──」

　警けい察さつに任まかせなさい、と続けようとしたが、巴は代わりに溜ため息いきを吐ついた。

〈ＢＣＧ〉は万騎の所しよ属ぞくする民間の自警団組そ織しきであり、酔よっ払ぱらいのケンカの仲ちゆう裁さいからストーカーの警けい戒かいまで、警察が扱あつかいないようなトラブルを幅はば広ひろく扱っている。万騎自身は合あい気き道どうにも似にた関かん節せつ技わざ主体の格かく闘とう技ぎの使い手であり、制服の上からでは気付かないが、小太りに見えるほど筋肉のついた身体からだをしている。手首も太く、唯の言う通り懸垂の二〇回や三〇回は難なんなくやってのけるのだろう。

　ヒーローの素そ質しつをそなえながらあえて地味な道を好んで進むのは、この泉谷万騎という少年の奇き妙みような性せい癖へきである。校内の秩ちつ序じよを守る鉄てつ面めん皮ぴの風ふう紀き委員であり、〈被災〉以来鳴りをひそめているが、口を開けば並なみの教師など太た刀ち打うちできない弁べん舌ぜつの達たつ者しやなのだ。

「分かったわ……好きにしなさい」

「ええ～っ!?」

　よもやあっさり諦あきらめるとは思っていなかった唯は不満の声を上げる。その肩かたをポンと叩たたく万騎。

「安心しろ。未み曾ぞ有うの大記録なら鳴なる海みが出してくれるさ。命に代えてもな」

「誰もそんなことは一言も言っていない!!」

　クラスが違うのになぜか体育では同じ班に組み込まれている九く条じよう鳴海が反はん射しや的てきに抗こう議ぎする。これを皮切りに毎度のごとく理り屈くつっぽい口こう論ろんが始まるが、巴と唯はそれが一種の漫まん才ざいだと知っているので、無む視しして自分の仕事に戻もどっていった。

「……ったく、あっちは何やってんだか」

　見学の美雪と一いつ緒しよに日ひ陰かげでサボっている沙羅がケラケラ笑う。

（グラウンドに陽炎かげろうが……）

　美雪はあさっての方向を見ていた。
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　昼休み。

　美雪が屋おく上じようのベンチに一人腰こし掛かけていると、万騎がやってきた。腕わん章しようを着けているのは、いつもの巡じゆん回かいだからだろう。

「見たまえ」

　挨あい拶さつも前置きもなく、万騎は金かな網あみフェンスの向こうを指さした。隣となり合う第二校こう舎しやの屋上、黄色いタンクの上に一人の男子生徒が立っている。その生徒は両手を胸の前に構かまえ、身体を揺ゆらしながら左右に振ふるという謎なぞの動作をさっきから続けていた。

「Ⅱ─Ａの大野君だ。彼は見えない敵てきに向かって見えないマシンガンを撃うちまくっている」

「………………」

　美雪が黙だまっていると、万騎は何の関係もない独ひとり言ごとのように話し始めた。

「このところ例の〈悪あく霊りよう〉の噂うわさを聞かなくなった」

　探さぐるような口く調ちようではなく、ごく普ふ通つうの世せ間けん話ばなしのトーンだ。

「ちょっとした怪かい現げん象しようなんて曖あい昧まいなものではなく、ああまではっきりとした〈災さい害がい〉が起きたのだから無理もないがね。正しよう直じき言って、僕はあの人がそれを見み越こした上で行動したのではないかと思っている」

　万騎の言う『あの人』とは南雲慶一郎のことである。本名を口にすることすら恐おそれ多いため、『あの人』と遠回しに表現するか、二重の意味を含ふくめて『ＶＴＮ』と呼んでいた。これはすでに四ツ葉中の教師や生徒たちの共通認にん識しきになっている。

「君の周囲で起きていた怪現象のほとんどは裏うら付づけを取って、おおむね事実だったと確かく認にんしている。僕は基本的にオカルトは信じないが、それが〈悪霊〉か〈守しゆ護ご霊れい〉か、それともサイコキネシスかはともかく、君が特別な才能を持っていることに関しては疑う余よ地ちがない。しかしあの人の存在感は、君の持っていたミステリアスで得え体たいの知れないイメージを一発で消し去ってしまった……〈鉄てつ拳けん〉は〈悪霊〉よりも恐怖におけるリアリティが上だからね」

　万騎は軽く肩をすくめ、

「あの人は君の居心地を良くするためだけに、あの〈災害〉を起こしたのではないかと僕は考えている。突とつ飛ぴな説だとは思わないよ。結局のところ、あの事件で恩おん恵けいを受けたのは姫川さんであり、その友人である君なんだからな。常じよう識しき的てきな人間ならもっと別の方法をとるだろうが、あの人の場合はそうする方が最も効こう果か的てきで速そつ効こう性せいがあると判はん断だんしたんだろう。あるいは他ほかに思いつかなかったか……いや、こっちの方が本命かな」

　言こと葉ばを選ぶように少し黙る。

「結果としてあの人は、良くも悪くも校内に一つの秩序をもたらした。秩序というのは適当ではないかな……一つの意志というか、彼自身の趣しゆ味みというべきものを示した、と言った方が当たっているだろう。権けん力りよくへの意志とそこから派は生せいする思し想そう──つまり強い者に屈くつ従じゆうすることで、自分より弱い者を支配することを正当化しようとする考え方そのものを、彼は根こん底ていから否ひ定ていしているんだ。たまたま僕が関かかわることになったもう一つの事件において、あの人がとった行動を説明するにはそれしかないと思う。しかしこの思想は突つき詰つめていけば社会や組織を支えている根本思想を否定するもので、テロリズムと結びついていることも含ふくめ、実にアナーキーといえる。超ちよう人じん的てきな能力と意志を持つ個人のうちに留とどまっている場合にのみ有用で、他人には延えん長ちようできず、模も倣ほうしようとすればたちまち害がい悪あくと化す性質のものだ。言わば成分の変わりやすい劇げき薬やくのようなものだな。それを承しよう知ちしているからこそ、あの人は正義については語らず、ただ自分の趣味として示すだけなのではないか？　そういう意味で……」

　そこまで言ったところで万騎の話は中断された。沙羅が屋上にやってきたからである。

「じゃあ鬼塚さん、続きはまた」

　そそくさと去さっていく万騎を見送りながら、沙羅は美雪に訊たずねる。

「何か話したのか？」

「……何も」

　美雪は首を横に振る。

　万騎がさっきのような調子で話しかけてくることは何度かあったが、美雪には万騎の言ったことの十分の一も理解できていなかった。

（きっと誰だれも相手にしてくれないのね……）

　そう判断してすぐに忘れることにしていた。

　第二校舎に視線を戻もどすと、タンクの上に男子の姿はすでになかった。
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　放ほう課か後ご。

　帰宅した美雪が裏うら庭にわの手入れをしていると、来客の気け配はいがあった。

　玄げん関かんからではなく、神社の境けい内だいから裏庭につながる通路をやってくるその気配の主ぬしは、陽ひ射ざしよりも強い熱ねつ気きを放はなっていた。

「──おう、やっとんな」

　やってきたのは草[image: ]静しず馬まであった。

（ケダモノの匂においが……）

　濃のう厚こうな野や生せいの生気に当てられた美雪は、スコップを握にぎったまま動きを止めた。

　草[image: ]静馬は何もしなくても図ずう々ずうしいまでの存在感を全身から醸かもし出す少年である。近くにいるだけで体感温度が二度ほど上じよう昇しようし、じっとりと汗あせばんでくるような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

「こいつ、いきなり飛びかかってきやがったぞ」

　静馬は右手にぶら下げていた仔こ猫ねこ──ラウールを縁えん側がわに下ろした。

　自分も腰こしを下ろし、縁側でゴロゴロしていたジェラールとバルタザールを構かまってやる。三匹びきの拾ひろい主である静馬は、時々こうして猫と戯たわむれるためだけに立ち寄っていた。別にお茶を出す必要もないので、美雪は静馬の存在を忘れて庭の手入れに専せん念ねんした。

　ひとしきり仔猫たちと遊ぶと、静馬は縁側から立って美雪に近寄ってきた。背はい後ごに立たれたので、美雪は思わず身みを固かたくする。

「これ、やるわ」

　プラスチック製せいのヘアバンドかカチューシャのような物が美雪の頭にはめられた。続いてスカートの腰のところに何かがクリップで取り付けられる。

（…………？）
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　美雪がキョトンとした顔で振ふり向くと、静馬は白い犬けん歯しを見せて笑った。

「おお～、似に合あう似合う。大作に後で写しや真しん撮とってもろたらええわ。まあ、あいつやったら頼たのまんでも大喜びで撮るやろけどな」

　そう言って大笑いしながら去っていく。

　取り残された美雪は、頭にくっついている物を手で触さわった。なにか細かい毛に覆おおわれた柔やわらかい物が生えている。続いてスカートのお尻しりを探さぐると、クリップの先に同じような柔らかい材質でできた太い紐ひも状じようの物がつながっていた。

　呼よび鈴りんが鳴った。今度は普ふ通つうの客だ。

　縁側から居い間まに上がり、玄関へ向かう。やってきた客は神矢大作だった。

「やあ美雪ちゃん、こんにち……うっ!!」

　大作は挨あい拶さつの途と中ちゆうで口ごもった。

「そ、その格かつ好こうは……？」

　大作に指をさされ、玄関の脇わきにある姿すがた見みで自分の姿を確かく認にんする。

　鏡の中の美雪は、黒い猫の耳と尻尾しつぽを生はやしていた。

　静馬は何を思ってか、ゲームセンターのクレーンゲームで取った景けい品ひんを美雪にくれることがある。取りにくい景品を獲かく得とくすることに情じよう熱ねつを燃もやしており、景品そのものにはそれほど執しゆう着ちやくがないからであろう。ネコミミと尻尾のセットもそういった経けい緯いで美雪の物になったのだが、それが大のお気に入りになるとは予よ想そうもしなかったに違ちがいない。




　　　　☆




　台所で夕飯の支し度たくをしていた慶一郎は、背はい後ごにかすかな気配を感じた。

（ラウールだな……）

　今け朝さのように、自分の身体を山に見立てて駆かけ登のぼろうというつもりだろうと踏ふんだ慶一郎は、飛びかかってくるところを躱かわそうか、それとものけ反ぞってオーバーハングにしてやろうかと思し案あんした。

　野や菜さいを切り始めると、背後の気配が緊きん張ちようするのが分かった。

（むっ……来るか！）

　慶一郎は自然体を装よそおって身み構がまえたが、近付いていくる気配が仔猫のものではないと気付いて途と惑まどった。

「うにゃん！」

「おおっ!?」

　ガシッと背中に飛びついてきたのは人間だった。慶一郎の首に細い腕うでが絡からみつき、身体を登ろうとする。驚おどろいた慶一郎はとりあえず包ほう丁ちようをまな板の上に置くと、膝ひざを折おって床ゆかに手をついた。

　トタタタッ

　ラウールが慶一郎の腕を駆け登って頭の上に載っかった。

「こらこら……」

　登とう頂ちように成せい功こうして意気上がるラウールを摑つかんで下ろすと、背中に飛びついてきた相手に顔を向ける。おかっぱの髪かみからピョコッとネコミミを生はやした美雪と目が合った。

「み、美雪ちゃん!?」

「ニャン」

「にゃんって……」

　慶一郎はしばし呆ぼう然ぜんとなったが、美雪が猫になりきって遊んでいるのだとすぐに納なつ得とくした。ネコミミと尻尾を装そう備びした美雪の姿をしげしげと眺ながめる。もともと黒い長なが袖そでのワンピースと黒いストッキングという格かつ好こうなので、見み事ごとにコーディネートされていて違い和わ感かんがない。

「なかなか可愛かわいい猫だな」

　頭を撫なでてやると美雪猫は嬉うれしそうに目を細めた。顎あごの下を指でくすぐると、少し恥はずかしそうにしながら喉のどをゴロゴロと鳴らす。

「鰹かつお節ぶし食べるか？」

　ダシ用の大きな削けずり節を指でつまんで目の前でブラブラさせる。パクつこうとしたところで引っ込めてやると、美雪猫は少しムッとしてソッポを向いた。

「ごめんごめん……ほ～ら」

　削り節を近付けると、今度は黒い影かげが空を走って横から奪うばい取っていった。ラウールの仕し業わざである。

「うにゃ～」

　美雪猫は横取りに抗こう議ぎしたが、ラウールは知らん顔で台所を出ていく。それと入れ代わりに大作が台所を覗のぞき込んだ。

「あ～っ、こんなところにいた」

「何だ、神矢？」

「何だじゃないですよ。僕は家庭教師なんですから……」

　大作は美雪猫に手を差さし伸のべた。

「ほら、おいでよ美雪ちゃん」

「…………」

　美雪猫はプイと横を向いて無む視し。

「しょうがないなあ……」

　大作は本物の猫にするように、チッチッと舌を鳴ならして誘さそった。美雪猫は興きよう味みをひかれたように顔を近付けるが、次の瞬しゆん間かん、大作の手に爪つめを立ててバリッと引ひっ搔かいた。

「うわっ!?」

　大作が怯ひるんだところを逃のがさず、美雪は素す早ばやく立ち上がってスタタタッと逃にげていく。

「は……速い！　いつもの美雪ちゃんの１・75倍くらい機き動どう力りよくが高いですよ！」

「猫だからな」

「吞のん気きなこと言わないでくださいよ。引っ搔かれましたよ!?」

「猫だからな」

「…………」

　慶一郎が頼たよりにならないと見み限かぎった大作は、気を取り直して美雪猫を追っていった。

　慶一郎が夕飯の支度に戻もどると、居間の方からドスン、バタンと暴あばれる音が聞こえてきた。それに混じって大作の悲ひ鳴めいが届とどいてくる。

「うわっ、痛いって……先生～っ！　なんか、美雪ちゃんの隠かくされた人格が目め覚ざめて暴ぼう走そうしてるような気がするんですけど～」

「付き合ってやってくれ。それも給きゆう料りようのうちだ」

「そんなあ～っ！」




　ささやかな格かく闘とう戦せんが繰くり広げられていたその時、鬼塚家の玄げん関かん先さきではもう一つの対決が始まろうとしていた。

　剣道部の部活を終えて飛ひ天てん流りゆうの稽けい古こにやってきた涼子と、美雪と一いつ緒しよに大作の家庭教師を受けにきた沙羅が鉢はち合あわせていたのである。

「なんであんたがいるのよ？」

「中学生にあんた呼ばわりされる言われはないわ。武道家の孫まごなんだから口の利きき方には気をつけることね」

　対決といっても沙羅の方が一方的に食ってかかっているだけで、涼子は軽くあしらっていた。それがなおさら悔くやしいらしく、沙羅は投げ技わざの一つもかけてやろうかと隙すきを窺うかがうが、現在飛天流のただ一人の門もん弟ていである涼子にそんな油ゆ断だんはない。

　どちらが先に玄関に入るのか、腹はらを探さぐり合うようににらみ合っていると、母おも屋やの中から人の争う物音が聞こえてきた。

「……何かしら？」

　涼子が玄関を開け、横から沙羅が覗のぞき込む形で中を見る。玄関から見える廊ろう下かの先では、大作が格闘の末にようやく美雪猫を取り押おさえたところだった。涼子の顔がサーッと青ざめる。

「だ、大作君……まさか血ち迷まよったの!?」

「ええっ？　それは誤ご解かいですよ、涼子さん！」

「ふっ……不ふ潔けつよ、大作君!!」

「だから違ちがうんですって！」

　大作の身体からだの下から逃のがれた美雪猫が助けを求める。

「ニャ～～ン」

「にゃ～って………」

　涼子は不ふ審しんな顔になったが、沙羅にはその言こと葉ばの意味がわかったようだった。何を思ったか肩かたからニンジャリュックを下ろし、中に手を突つっ込こんで黄き色いろい紙の箱を取り出す。クレーンゲームの景けい品ひんのパッケージである。それをバリバリと破ると、中から出てきたのは金毛のネコミミと尻尾のセットだった。

「ま……まさか!?」

　大作の悪い予感は的てき中ちゆうした。

　──装そう着ちやく。

「ウニャ～～～ン！」

　金きん髪ぱつと同じ色のネコミミと尻尾しつぽを生はやした沙羅は、両手の指を鉤かぎ爪づめのように曲まげて構かまえ、大作に襲おそいかかった。




　　　　☆




　夕ゆう刻こく──

「いつの間にやら猫が増ふえておるな……」

　鉄斎は居い間まの様よう子すを一目見てそう言った。

　すでに闘たたかいは終わり、一人だけ一方的に負傷した大作が、涼子の手当を受けていた。

「まったくひどい目にあいましたよ……」

　大作の腕うでには、爪で思いっきり引っ搔かかれてできたミミズ腫ばれが何本も走っている。その傷をアルコールで消しよう毒どくしてやりながら、涼子が呆あきれ返った口く調ちようで言う。

「いったいぜんたい、何がどうなったならこうなるのかしらね……理り解かいに苦しむわ」

　その言葉をあざ笑うように、まだ猫化したままの沙羅が鼻はな歌うたを歌いながら、二匹ひきの仔猫ラウールとジェラールと一いつ緒しよに畳たたみの上でゴロゴロしていた。猫化すると人間の言葉が通じなくなるという暗あん黙もくのルールがあるらしい。

　大作は縁側に座っている慶一郎に言った。

「この負ふ傷しように対する危き険けん手当は出るんでしょうね？」

「……考えとく」

　気のない口調でそう答えながら、慶一郎は肩かた越ごしに後ろを見る。

　ひと暴れして疲れたらしく、美雪はネコミミを付けたまま慶一郎の背せ中なかに身体を預あずけてうたた寝ねしていた。膝ひざの上ではバルタザールが丸くなっている。

　美雪のちょっと異常とも思える行動は、耳と尻尾を付けて〈変身〉したことで心の扉とびらがどこかで開いたためなのか、それとも単なる悪わるノリだったのか定かではない。ただ猫のように甘あまえてみたかっただけなのかもしれなかった。

「うにゃ……」

　慶一郎の筋きん肉にく質しつの背中に頰ほおをこすり付けるようにしながら、美雪は小さく吐と息いきを漏もらした。

（私は猫になりたい……だって楽だもの）

　猫の幸せを少しだけかみしめながら、美雪はそう思った。


〈彼女が猫になる日／ＥＮＤ〉
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　ディア・ハンター








［レポート[image: ]〇〇四五］

　氏名／草[image: ]静馬（くさなぎ・しずま）

　年ねん齢れい／十七歳

　身長／一八四センチ

　体重／推すい定てい七〇キロ

　所しよ属ぞく／大だい門もん高校二年Ｂ組

　出身／出生地は大おお阪さか府ふ枚ひら方かた市し。中学卒業まで近きん畿き地方の親しん戚せきの間を転てん々てんとし、最後にいたのは和わ歌か山やま県の高こう野や山さん。「もう高野豆どう腐ふは食い飽あきた」との理由で上京。

　家族／姉の草[image: ]巴ともえ（四よツ葉ば中教きよう諭ゆ）と同居。両親はミュージシャンで海外在住。

　好きな曲／ベートーヴェンの交こう響きよう曲きよく第九番

　好きな乗り物／バイク

　好きな両生類／カエル

　性格／無む限げんのバイタリティと後あと先さきを考えない行動力の持ち主。年がら年中ハイテンション。座ざ右ゆうの銘めいは『ケンカは楽しく』。

　格かく闘とうスタイル／我が流りゆうケンカ殺さつ法ぽう＋〈神カム威イの拳けん〉。ベースになっているのはブルース・リーのジークンドーだが、最近は太たい極きよく拳けんや八はつ卦け掌しようの動きも見み様よう見み真ま似ねで取り入れているらしい。基本的なスタイルは『パワー＆スピード＆デタラメ』。

［コメント］

…父親の虎とら之の介すけ氏の登場により、その破は天てん荒こうな性格が実は英才教育の結果であることが判はん明めい。〈ナイツ・オブ・ゴールド〉戦以い降こうさらに調子を上げているように見えるが、当面の目もく標ひようである打だ倒とう南雲なぐも慶けい一いち郎ろうはいつ果はたされるのだろうか。時じ期き的にそろそろ一戦あってもいい頃ころだとは思うのだけど。


〈神矢〉








　　　　一




　大門高校の旧道場裏うら手てといえば、生徒はもとより、校内に迷まよい込んできた犬いぬ猫ねこですらうかつに寄よりつかない特別な場所だった。なぜなら──

「なにせ凶きよう暴ぼうな野や獣じゆうの縄なわ張ばりですからねえ」

「誰だれに向かって話しとんねん!?」

　木もく人じん相手にトレーニングにいそしんでいた静馬が、大だい作さくの独ひとり言ごとに突つっ込こんだ。

　昼休みである。

　昼食後はたいてい屋おく上じようのベンチに寝ね転ころがって惰だ眠みんをむさぼっているか、それとも校内をあてもなくブラブラしている静馬だが、今日はいつになく熱心に鍛たん錬れんをしていた。食後の腹はらごなしにしては激はげしく、さりとて新たな技わざの研究というわけでもない。強しいて言えば闘たたかいに臨のぞんでのウォーミングアップをしているように見える。

「今日はＫファイトの予定なんてありましたっけ。それともバイパーズと果たし合いですか？」

　大作の質問にも答えず、静馬は一心に突つき技わざの練習を続けた。

　木人は静馬自身よりも背が高く、二メートル以上あった。胴どうには荒あら縄なわが巻まかれ、組み手ばかりでなく拳けんや蹴けりをまともに当てても大だい丈じよう夫ぶなようになっている。静馬は体重を乗せた正せい拳けん突づきと、腕うでを鞭むちのようにしならせて放はなつフック、ほとんど密みつ着ちやくしての短打のラッシュを連続して打ち込んだ。

　静馬が得とく意いとするのは華か麗れいな蹴り技だが、多くはギャラリーを沸わかせるための派は手でな魅みせ技として使っているもので、真の実力はもっと深いところにある。静馬の持ち味をすべて引き出してくれるような懐ふところの深い対戦相手に恵まれず、披ひ露ろうする機き会かいが少ないのだ。

　ひとしきり練習すると、静馬はいい感かん触しよくを得たらしく、発達した犬けん歯しを見せてニッと微笑ほほえんだ。

「そろそろ、ええ時じ分ぶんやな……」

　何かを決意した目つきで顔を上げ、校こう舎しやに向かって歩き出す。スナップの整せい理りをしていた大作は慌あわててその後を追った。

「そろそろって……どこへ行くんですか？」

「決まっとるやろ。あのデカブツを捜さがすんや」

「え!?　それじゃあとうとう再さい挑ちよう戦せんを……？　分かりました！」

　喜び勇いさんで駆かけ出そうとする大作だったが、静馬はそのシャツの襟えり首くびをむんずと摑つかんで引き止めた。

「どこ行くつもりやねん」

「どこって、南雲先生を呼びに……ですけど」

「誰だれがＫファイトするて言うた？」

「違ちがうんですか!?」

　大作は理解できないという顔で唇くちびるを尖とがらせた。静馬は大作の口を塞ふさいで耳打ちする。

「南雲の居い場ば所しよだけ分かればええねん。そしたら死角から近付いてやな……」

「そ、それじゃ奇き襲しゆうじゃないですか？」

「アホ！　なんぼオレが天才やゆうても、まともに正面からかかってったら返かえり討うちや。なんせリーチが違うんやからな。先手を取るには奇襲以外にあれへん」

「殊しゆ勝しようなのか堕だ落らくしてるのかよく分からない言いい草ぐさですねえ」

「とりあえず二学期が終わる前に形の上でだけでも勝っとかんことにはな……それに、オレがいつでも狙ねらっとることは南雲のアホも承しよう知ちしとるはずやろ。奇襲でも何でも、不ふ覚かくをとった後でどう言いい訳わけしたところで無む駄だや」

「一いち理りあるようなないような……」

　大作は呆あきれたが、静馬が『ナイスな思いつき』と称しようして子供じみたどうしようもなく低レベルな思考に取とり憑つかれることはよくあることだった。そして静馬が訳わけの分からないことを言い出した時に、大作のとるべき態たい度どは一つに決まっていた。

「しょうがないですねえ……まあいいや。どんな結果になろうと僕ぼくが見み届とどけますよ」




　小型のＤＶカメラを手にした大作を連れて、静馬は校内の索敵を開始した。

　奇襲が目的であるため、他ほかの生徒や教師に悟さとられてはならない。すわＫファイトとギャラリーが集まり大おお騒さわぎになってしまう。ましてや慶一郎の方に先に見つけられるなど論ろん外がいであった。慶一郎に静馬の存在を気け取どられた時点でこの作戦は失敗である。

　散歩を装よそおって廊ろう下かを歩きながら、静馬は大作に訊たずねる。

「南雲はいつも（昼休みは）どこにおんねん？」

「そういえば必ずいる場所ってありませんね……前に図と書しよ館かんにいたのを見かけたことがありますけど」

「まずはそこからやな」

　図書館に到とう着ちやくした二人は、ドアを五センチほど開けて中を覗のぞき込んだ。生徒が閲えつ覧らんするための席の一つにポニーテールの大おお柄がらな女生徒の姿を認みとめた静馬は、思わず舌した打うちしていた。

「まずい奴やつがおるな……」

「また剣けん豪ごう小説でも読んでるんでしょう」

　大作は相あい槌づちを打った。サムライガール・御み剣つるぎ涼りよう子こと世せい紀き末まつ番長・草[image: ]静馬といえば不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵てき同士というのが世せ間けんでの評ひよう判ばんである。二年Ｂ組の教室以外で二人が接近すると、それだけで周囲の生徒が不ふ謹きん慎しんな期き待たいで騒ぎたてる。あくまで隠おん密みつ行動を要する今、うかつに図書館に入るわけにはいかない。

「待っててください。僕ぼくが偵てい察さつしてきますから」

　大作は三分ほど図書館の中をウロウロしてから戻もどってきた。

　こっそり撮さつ影えいしたＤＶカメラの映えい像ぞうを再生して見せる。静馬は大作の顔を押おしのけて小さな液えき晶しよう画が面めんを覗き込んだ。映像は涼子を遠くから捉とらえており、手にした単行本にズームしていく。タイトルは──〈隠かくし剣けん孤こ影えい抄しよう〉。

　ゴスッ。

　静馬は大作の頭をグーで殴なぐった。

「誰が涼子の呼んでる本、調べてこい言うた!?」

「そうでした」

　再び図書館に入っていった大作は、やはり三分ほどで戻ってきた。

「いましたよ。隅すみっこの方に」

　興こう奮ふんしつつも小声で報告し、液晶画面を見せる。そこに映うつっていたのは雑誌コーナーの隅に座って横文字の新聞を広げている大男の姿すがただった。

「ローマ字新聞とは生なま意い気きな……」

「英字新聞ですよ。新聞コーナーにはニューヨーク・タイムズとＵＳＡトゥデイが置いてあったと思うんですが」

「どっちにしても生意気や」

　映像はかなりローアングルで撮影されており、隠かくし撮どりの苦労がしのばれる。慶一郎はＬ形ソファの隅に座り、大きな書しよ架かを背せにしていた。画面の手前には貸し出しカウンターがある。

　そのポジションを一目見て、静馬は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「あかん……どっからも攻せめられへん」

「窓の外からはどうです？」

「窓から離はなれすぎとるし、あそこの窓だけブラインドになっとる。それに後ろは本ほん棚だなや。死角から近付こう思たら、カウンター乗のり越こえて回り込まなあかん……奇襲は無理やな」

　廊下の隅にしゃがみ込んでＤＶカメラを覗き込んでいた静馬は、そう結論を出すと立ち上がって踵きびすを返した。

「え？　もう帰るんですか？」

「退ひくときは退く！」

　早足で立ち去さる静馬を追って、大作も図書館を離れた。

「今日はなんだかひと味違いますね」

「当然や。オレは勝つためにやっとる」

　静馬は腕うで時ど計けい（女物）をちらりと見やり、

「それに昼休みもすぐ終わりや……チャンスはまだあるわい。今日きよう中じゆうに必ずあのアホを仕し留とめたる」

　何なに故ゆえに『今日中』なのか──大作にはその理由が何となく分かっていた。

（明日あしたまで情じよう熱ねつが続かないからだな……きっと）




　　　　二




　五時限目──体育。

　二年Ｂ組の授業は水泳だった。担たん任にんの慶一郎が体育教師の代打で授業を受け持っている。タイム計測は前回で終わっているため、プールの半分を解かい放ほうして自由遊ゆう泳えいを許していた。

　当然ながら静馬がこの機会を逃のがす道どう理りはなかった。

「オラァ、南雲ォォッ！　勝しよう負ぶ勝負勝負勝負勝負──ッ!!」

「……またか」

　事故がないように生徒たちを監かん督とくしていた慶一郎は、赤しやく銅どう色いろの肌はだをさらに紅こう潮ちようさせて無む駄だに暑あつ苦くるしさを発はつ散さんさせる静馬を見やって、気き後おくれした表情を見せた。

「勝負というのは？」

「この前邪じや魔まが入ってやられへんかった一〇〇メートル競走や！」

「嫌いやだと言ったら？」

「もちろんオレの不戦勝やな」

「それはそれで面おも白しろくないな」

　慶一郎は渋しぶ々しぶながら勝負を受けた。静馬の大声はプールの外まで響ひびき渡わたっており、聞きつけた生徒たちが早くも騒さわぎ始めている。ブーイングを浴あびるくらいなら勝負した方がいいと判断したのだ。

「水泳勝負とは珍めずらしくまともなことを考えるわね。あんたにしては」

　個人的に古こ式しき泳えい法ほうを練習していた涼子がやってきて、慶一郎の手からストップウォッチを取り上げた。もう一つを大作が持ち、自動的に計測係が決まった。四番と五番のコースが空あけられ、静馬と慶一郎が飛とび込こみ台の上に立つ。

　体育委員がピストルを空に向けて構かまえた。

「よーい……」

　パァン！

　飛び込み台を蹴けった静馬の身体からだは、ほとんど飛沫しぶきを上げずに水中に潜もぐった。まずはクロールである。無駄のないフォームで水を切り、息いき継つぎなしで全力で進む。一〇〇メートル程てい度どならペース配分するほどのこともなかった。

　最初のターンの手前、二〇メートルの辺あたりで静馬は異い変へんに気付いた。隣となりのコースを泳いでいるはずの慶一郎の姿がない。二メートルを超こえる大男が自分よりも速はやいはずがないとは思っていたが、後方に目を向けても追ってくる様よう子すがなかった。

　静馬はプールの端はしに到とう達たつすると、水面に顔を出して背はい後ごを振ふり向いた。

「なっ!?」

　静馬は我わが目を疑うたがった。

　慶一郎はすでに折おり返かえし、五〇メートルに達しようとしていた。しかし──

「待たんかい、コラァ！　反はん則そくや、反則!!」

　慶一郎は飛沫を上げて急停てい止しし、静馬の方に振り向いた。

「どうした、草[image: ]？」

「どうもこうもあるかい……水の上を走るな!!」

　静馬のクレームは当然だった。慶一郎は水面を蹴って疾しつ走そうしていたのである。見物の生徒たちも口をアングリと開けて呆ぼう然ぜんとしている。

　当の慶一郎は怪け訝げんそうな顔で、

「さっきは確か一〇〇メートル競走と言ってなかったか？」

「頭おかしいんか！　そんなもん言葉のあやに決まっとるやろ！　競泳や、競泳!!」

「それならそうと早く言えばいいんだ」

　結局レースは仕切り直しとなり、二人は再び飛び込み台の上に並ならんだ。

「今度はちゃんと泳げよ！」

　静馬が念ねんを押おす。二度目のピストルが鳴り、二人はプールに飛び込んだ。

　スタミナやパワーで上回っていても、慶一郎の巨きよ体たいの方が水の抵てい抗こうが大きいため、一〇〇メートルのタイムでは静馬の方がやや有利のはずである。クロールで泳ぎながら、静馬はやはり二〇メートルの地点で隣となりのコースを見た。慶一郎はほぼ同じスピードで並んでいる。しかし──

「ぐはぁぁっ！」

　息継ぎに失敗した静馬は水面に顔を出し、ターンして戻もどってくる慶一郎を制止した。

「ちょっと待たんかい！」

　数メートル先の水面に顔を出した慶一郎が訊ねる。

「……また何かクレームか？」

「そや。オレは泳げって言わんかったか!?」

「だから泳いでいただろう」

「違ちがう！　あれは違う！」

　静馬はあくまで訴うつたえた。

「お前は何か、その……原理のよう分からん方法で水中を進んどったやろ」

　静馬が見たのは、足を閉じ、両手を身体にピタリと付けた姿し勢せいのままでプールの底そこすれすれを潜せん水すい艦かんのごとく航こう行こうする慶一郎の姿だった。

「俺おれの〈スティングレイ泳法〉に何か問題が？」

「手と足で水を搔かいて進め！　魚ぎよ雷らいやあるまいし」

「両手足を拘こう束そくされた状じよう態たいで泳ぐために編あみ出だした泳法なんだが……水面に波を立てないので隠おん密みつ性せいが高いというメリットが」

「能のう書がきはええねん。わざわざ凝こった泳ぎ方すな！」

　結局二度目の仕切り直しとなった。

　三度、二人は飛び込み台に立つ。

「ええか？　今度こそちゃんと普ふ通つうに泳げよ！」

「……分かったよ」

　パァン！

　二つの水みず飛沫しぶきが同時に上がる。







[image: ]







　一五メートルを過すぎたところで静馬は早くも勝利を確信した。慶一郎が遅おくれている。

（よっしゃ、このままブッちぎ……）

　ドンッ！

　不意に真ま横よこから衝しよう撃げき波はが襲おそってきた。

　隣となりの第五コースを、何かが凄すさまじい勢いで突つき進み追おい抜ぬいていく。

　慶一郎である。バタフライ風の泳法だが、ひと搔きごとに盛大に飛沫が上がり、左右に大量の水を跳はね飛ばしていく。爆ばく雷らいが次々と爆発しているような泳法であった。周囲の水が泡あわで真っ白になる。

「はわあぁぁっ!!」

　静馬は渦うずを巻まく水に翻ほん弄ろうされ、コース外に弾はじき出された。溺おぼれそうになりながらプールの端に泳ぎ着き、抗こう議ぎの声を上げる。

「待て待て待てぇ～～～ッ！」

　爆泳する慶一郎は五〇メートルで折り返したところで止まった。

「今度は何だ？」

「なんちゅう泳ぎ方すんねん!?」

「俺の〈デプスチャージ泳法〉に何か問題が？」

「大ありや！」

「注文の多い奴やつだな……言われた通り、ちゃんと水を搔かいて進んでるぞ」

「くっ……」

　返す言葉に詰つまった静馬は、慶一郎をさした指をブルブルと震ふるわせながら考え、やがて言った。

「──はしゃぎすぎなんじゃ!!」

　あんたに言われたかぁない──聞いた誰だれもがそう思った。




　　　　三




　六時限目──英文法。

　南雲慶一郎は失しつ踪そう癖ぐせのある問題教師として知られている。そのため手の空あいているときは、自分の授じゆ業ぎようをサボッた罰ばつとして他ほかの授業を臨りん時じに担たん当とうさせられることが多い。この六限目は休きゆう講こうになるはずの授業に代打としてかり出されていた。

　前の授業が水泳で、しかも同じ担任の授業ということで教室の雰ふん囲い気きはダレきっている。そんな中、窓まど側がわの一番後ろ──通つう称しよう〈不良の特とく等とう席せき〉にいる静馬は、教きよう壇だんに立つ慶一郎の動きを観察していた。

（クソ～～……普ふ通つうや。まったく普通や）

　水泳勝負で慶一郎のスタミナを消しよう耗もうさせ、注意力を散さん漫まんにさせるという作戦はまったく効こう果かを上げていないようだった。そうでなくとも教壇と静馬の席では距きよ離りがありすぎる。静馬は奇き襲しゆう攻こう撃げきで倒たおすという当初の目的を変へん更こうし、とにかく不意をつくことだけを考えていた。

　机の上に伏ふせて居い眠ねむりを装よそおいつつ、机の中に手を入れる。その手に握にぎっているのはダーツの矢であった。教壇までの距離はおよそ八メートル。慶一郎の背せ中なかに、誰が投げたのかも分からないようにダーツを命中させる──それが狙ねらいだった。

　慶一郎がチョークを持って黒板に向かう。最初のチャンスだった。

　静馬はダーツを持った右手を机の中から抜ぬこうとしたが、慶一郎が書いたのは短い構こう文ぶんだった。慌あわてて右手を戻す。

（まだや……慌てんな。長文を待て）

　静馬は慎しん重ちようにタイミングを計った。

　待つこと一五分。ようやく最大のチャンスが訪おとずれた。慶一郎が黒板の字をすべて消し、長文を書き始めたのだ。

（おのれの無む敵てき伝でん説せつも今日で終わりや……覚かく悟ご！）

　机の下から手を出してダーツを投げるまでの一連の動どう作さは最速で行わねばならない。静馬は気き息そくを整え、精せい神しんを集中した。気分は暗あん殺さつ者しやである。

（今や──今こそ殺ころしの瞬と間き！）

　静馬が動き出そうとしたまさにその時、慶一郎の手がピタリと止まった。肩かた越ごしに背はい後ごに目を向け、横目で教室を一いち瞥べつする。

　静馬は石せき化かしたように動くことができなかった。慶一郎が再び黒板に向かうと、溜め息とともに嫌いやな汗あせが毛け穴あなから噴ふき出すのを感じた。

「フウ～～……チッ、ビビらしやがって……」

　動どう悸きを抑おさえ、再び気息を整える。慶一郎はまだ長文を書いている。静馬は改あらためて手の中のダーツを摑つかみ直し、再度タイミングを計った。（──よっしゃ！）

　机の中から手を出した瞬しゆん間かん、慶一郎が背後を振ふり向いた。再び固かたまる静馬。

　まるで見み透すかしたような絶ぜつ妙みようのタイミングである。気を取り直してさらに二度試こころみてみるも、結果はまったく同じだった。慶一郎は静馬がダーツを投げる動作に入る瞬間に振り向くのだ。殺さつ気きに反応しているとしか思えない。

（ア……アホな!!）

　気け怠だるい午後の教室で、静馬一人だけが戦せん慄りつに凍こおり付いていた。




　キ～ンコ～ン……

　結局、一度もダーツを投げることなく六時限目終了。無言の闘たたかいに疲つかれ果はてて机に突つっ伏ぷしていると、涼子が哀あわれむような目で見下ろしつつ声をかけてきた。

「見てたわよ。何かしょーもないイタズラを仕し掛かけようとしてたでしょ」

「イタズラやない……真しん剣けん勝しよう負ぶやった」

「どっちにしても上う手まくいかなかったみたいね」

「むう……」

　静馬は涼子をにらみ返そうとして、すぐに思いとどまった。別のアイデアが閃ひらめいたのだ。ニヤリと不ぶ気き味みに笑うと、人差し指を曲げて涼子に耳を貸かすようにジェスチャーをする。

「なあ涼子……いっちょ、オレとゲームでもやれへんか？」

「ゲームぅ？」

「そや。サムライとしての実力を試ためすのにバッチリのな……」




　　　　四




　小さな液えき晶しよう画が面めんに、半はん透とう明めいフレームの眼鏡めがねにショートヘアの女生徒の顔が現れ、コソコソと小声でささやいた。

『──小声で失礼いたします。わたくし、今回のＫファイト特別企き画かくの実じつ況きようアナウンスを担たん当とういたします放送部二年・中なか村むら環たまきです。そして解かい説せつはこちら、全身から発はつ散さんする濃のう厚こうなオッサンスメルでお馴な染じみの藤とう堂どう鷹たか王お校長』

『スメルだと？　私が臭うと言いたいのかね？』

　カメラが右にパンし、体たい臭しゆうを気にしているサングラスの校長が画面に入ってくる。やはり小声のコメントで、二人とも首に役やく職しよく（？）と名前を書いたプレートを下げている。

　二人は渡わたり廊ろう下かの隅すみに身を隠かくすようにしゃがみ込んでいた。カメラで撮さつ影えいしている大作を除のぞき、他ほかのＫファイト実行委員会のメンバーは参加していない。いつもは大がかりなＫファイトの時に顔を合わせるコンビだが、今回はバラエティ番組の芸能人寝ね起おきレポート並なみにチープなシチュエーションである。

『草[image: ]静馬発はつ案あんによる今回の企き画かくを説明いたします。大門高校の最終兵器リーサルウエポンこと南雲慶一郎教きよう諭ゆをターゲットにしたハンティング・ゲームというシンプルな対決！　ただしターゲットにハンターの存在を察さつ知ちされた時点でゲーム終しゆう了りようという厳きびしいルールとなっております。誰にも気付かれずこっそり始めることに意義のあるこの企画。そのため生なま中ちゆう継けいではなく録ろく画がでお送りいたします。それではゲームの参加者を紹しよう介かいしましょう──こいつらです』

　カメラがぐるりと巡めぐり、控ひかえている二人のハンターを捉とらえた。静馬と涼子である。再びカメラは中村に戻もどり、手にした短い矢を映うつす。

『これがハンターの得え物ものとなるサバイバルゲーム同好会特とく製せいの吹ふき矢やです。先せん端たん部分は注ちゆう射しや針ばりになっており、地じ獄ごくからきた保ほ健けん医い・菱ひし沼ぬま奈な々な子この調ちよう合ごうした、一発でアフリカ象ぞうもバッタリという強力眠ねむり薬ぐすりが仕し込こまれております』

「象もバッタリって……そんなの当てて大だい丈じよう夫ぶなの？」

　当然の心配をする涼子に、藤堂がコメントする。

『生徒諸しよ君くんはいわゆる格かく闘とう家かと武ぶ術じゆつ家かの区別が明めい確かくではないだろう。簡かん単たんに言えば格闘技がスポーツであるのに対し、武術は実じつ戦せんを想そう定ていしている。実戦にはスポーツのように時間と場所、相手やルールの決まった闘たたかいはない。だから武術家にはいかなる状じよう況きようであろうと対応できる知ち識しきと技術と経けい験けん、それに常在戦場の気き構がまえが必要だ。南雲君は軍ぐん隊たい経験もあるストリート・ファイターで、二十四時間臨りん戦せん態たい勢せいにある生きつ粋すいの武術家だと私は思っている。吹き矢による奇襲ごとき、躱かわせないようでは話にならんよ』

『それだけ信しん頼らいしているということですね？』

『当然だよ。この私が見込んだ男だ』

『もし吹き矢を防ふせげなかったら？』

『その時は減げん俸ぽうものだな』

　それを聞くなり、静馬は俄が然ぜんやる気を出して小さくガッツポーズをとった。成功すれば文字通り『一いつ矢し報むくいる』ことができる。

　長さ六〇センチほどの細い筒つつと吹き矢が一つずつ、二人のハンターに配られた。チャンスは一人につき一度きりだ。

『それでは、ターゲットである南雲慶一郎の現在の様よう子すを見てみましょう』

　床ゆかに置いてある六インチモノクロモニターに、同じ三階にある家庭科教室の映えい像ぞうが映し出された。あらかじめ仕し掛かけておいた監かん視しモニターから送信されてくるライブ映像である。教室には料理部の生徒たちにタルトの作り方を教えている大男の姿があった。デニム地のエプロンを着つけた慶一郎は、ゲームの標ひよう的てきにされているとも知らずにパイ生き地じを作っている。

「クックック、吞のん気きなもんやな……これから地獄のショーが始まるとも知らんと」

　静馬はニンマリとほくそ笑んだ。

「さあ行こか……狩りの時間ハンテイング・タイムや」

　ウ〇コ座りの姿し勢せいのまま移い動どうしようとする静馬を涼子が制せいした。

「あたしが先よ。そっちが勝負を持ちかけて来たんだからね」

　後こう攻こうの方が不利なのは明らかだったが、Ｋファイトのルール上では挑ちよう戦せんされた側がわに優ゆう先せん的てきに選せん択たく権けんが与あたえられているため、ここは譲ゆずるしかなかった。

　涼子は低い姿勢で小走りに廊下を進むと、開けたままになっている家庭科教室のドアの横にピタリと身体からだを寄よせた。生徒手帳に挟はさんである手て鏡かがみを使って教室内を覗のぞく。慶一郎は入り口に対して背せを向けて立っていた。

（絶ぜつ好こうのポジションね……）

　射しや線せん上じように部員がいないことを確かく認にんした涼子は、あまりの好条件に笑い出しそうになった。不安材料があるとすれば一度も吹き矢の練習をしたことがないという事実だけだが、ぶっつけ本番となれば度ど胸きようの良さがものを言う。涼子にとってはむしろ得とく意い分ぶん野やだった。

　吹き矢の先のカバーを取り、慎しん重ちように筒つつに収おさめる。手鏡で再度慶一郎の様子を確かく認にんしながら、呼こ吸きゆうを三つ数えてから大きく息を吸すい、素す早ばやく筒を口に押おし当てて教室内を覗き込んだ。

（──必ひつ殺さつ必中！）

　シュッ。

　筒の先から勢いきおいよく発はつ射しやされた吹き矢は、慶一郎の背中に向かって一直線に飛んだ。

「先生、ジャムの作り方なんですけど……」
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「ん？」

　生徒の質問に慶一郎が身体ごと振ふり向いた。

（──え？）

　吹き矢は一いつ瞬しゆん前まで慶一郎の巨きよ体たいが存在していた位置を通つう過かし、その向こうで生徒が卵らん白ぱくを入れて泡あわ立だてている金きん属ぞく製せいのボールの縁ふちに当たった。

　カキン、

　と音を立てて跳はね返った吹き矢がクルクルと回転しながら宙ちゆうに舞まい上がり、弧こを描えがいて涼子の方に飛んでくる。涼子は反射的に吹き矢をキャッチしようとしたが、その先せん端たんが麻ま酔すい針ばりになっていることを思い出し、伸のばしかけた手を慌てて引っ込める。

　プスッ。

　引っ込めた手の代わりに、吹き矢は涼子の太ふと腿ももに突つき刺ささっていた。

「ひゃっ……！」

　小さな悲ひ鳴めいを聞きつけた慶一郎が廊下に顔を出した時には、涼子はすでに静馬の手で渡り廊下まで連れ戻されていた。

『一人目の挑戦者はどうやら失しつ敗ぱいした模も様ようです』

「んなもん見たらわかるわい」

　速そつ効こう性せいの麻酔薬が回って安らかな寝ね息いきをたてている涼子を見下ろしながら静馬が言う。

「ウフフ～、我われながらよく効きくわね～」

　菱沼女じよ史しが満足げに微笑ほほえみながら、大おお柄がらな涼子をひょいと肩かたに担かついで保健室へと運び去っていく。

　今度は静馬の番だった。監かん視しモニターを見ると、慶一郎は一カ所に長く留とどまっておらずこまめに動き回っている。

「やはり後攻は不利ですね。ターゲットに警けい戒かいされてしまっては近付くことすらままならない……」

　何やら知った風な台詞とともに、都市迷めい彩さいの戦せん闘とう服ふくに身を包つつんだ男子生徒が現れた。

「……誰だれ？」

「その吹き矢を製せい作さくしたサバゲー同好会のチャップマン古ふる橋はしです。僕もこのゲームに参加させてもらおうと思いましてね……使う得え物ものは吹き矢ではありませんが」

　そう言って古橋は、肩に担いだ荷に物もつを降おろす。それは、迷彩服には似につかわしくないゴルフバッグであった──




　三分後。

　古橋のたっての申し出で、静馬たち一同は向かいの校こう舎しやの屋おく上じように移動していた。

「それで、どないすんねん？」

　静馬の問いにも答えず、古橋はゴルフバッグのファスナーを開けて、中から取り出した金きん属ぞく製せいの黒いパーツを慣なれた手つきで組み立て始めた。一分とかからずに、長大な銃じゆう身しんを持つ大型ライフルが完成する。

「これは市し販はんのＰＳＧ─１のモデルガンを改造してエア・ライフルを組み込んだ特製スナイパーライフルです。弾だん丸がんには吹き矢と同じ構こう造ぞうの細い矢を使用します」

　古橋はバイポット（銃身を安定させるための脚あし）を立ててライフルをコンクリートの床ゆかに設せつ置ちした。スコープを覗のぞき込みながら角度を調ちよう整せいし、銃じゆう口こうを家庭科教室に向ける。風向きを調べて弾だん道どうを計算し、微び調整を繰くり返かえした。

　その様よう子すを興きよう味み深ぶかそうに眺ながめていた藤堂が口を開いた。

「なかなか本格的だが、命中精せい度どはどうなのかね？」

「弾丸の重さが十分ではないので、せいぜい五〇メートル先の空あき缶かんを狙ねらえる程度ですね。無風なら有ゆう効こう射しや程ていは八〇メートルまで延のびますが」

　家庭科教室までの距きよ離りはおよそ二〇メートル──

「ちょっと待てや」

　飛び入りに獲え物ものを仕し留とめられては自分の立場がないと悟さとった静馬は、にわかに不安に襲おそわれて抗こう議ぎした。

「そんなごっついライフル使つこうたら、誰が撃うっても当たるんとちゃうか？」

「私はそうは思わんね。射しや撃げきにはセンスが必要だ」

　藤堂のその言葉で、チャップマン古橋のゲームへの参加が承しよう認にんされた。

　大作は古橋からやや離はなれた位置に腹はら這ばいになり、カメラで慶一郎を追う。イチゴタルトを作る作業はほとんど終わったらしく、さっきまで忙いそがしく動き回っていた慶一郎は立ち止まっていた。

　わずかに吹いていた風が止やみ、ほとんど無風状態になった。

　狙いを定めていた古橋は、その機を逃のがさずトリガーを引き絞しぼった。

　パシュッ！

　蓄ちく気き室しつに蓄たくわえられた高圧のガスが開放噴ふん出しゆつされ、その圧力が細い矢の弾丸を撃ち出した。発射から命中まで三分の一秒とかからない。しかし──

　トリガーが引かれたその瞬しゆん間かん、慶一郎はスナイパーの方に振り向いていた。右手を正面に突つき出し、超ちよう高こう速そくで飛ひ来らいする矢を人差し指と中指、二本の指で挟はさみ止とめる。

　パチンッ！

　慶一郎の指が鳴った。

　それから三分の一秒後。

「……う？」

　古橋は自分の右肩に刺ささっている麻ま酔すい針ばりの矢を発見し──間まもなく昏こん倒とうした。

「おい、お前たち！　そこを動くなよ！」

　静馬たちを発見した慶一郎が教室から飛び出した。渡わたり廊ろう下かを渡って向かってくる。

「こ、こっちへ来ますよ!?」

「いかんな……退たい散さんしよう」

「ちょっと待てぇ！　オレの勝負はどうなんねん？」

　静馬の呼びかけを無む視しして、カメラマンとアナウンサーと解説者は一いち目もく散さんに逃にげていく。

『ターゲットに見つかってしまいました。これ以上の実じつ況きようは続行不能です。それでは皆みなさんさよーならー！』

　こうして──Ｋファイト史上希まれにみる小しよう規き模ぼな競技は幕まくを閉じた。




　　　　五




　午後九時五〇分──

　飛ひ天てん神じん社じやの狛こま犬いぬの陰かげに、静馬と大作の姿があった。

「静馬さん……どうしてもやるんですか？」

　大作は念を押おして訊きいたが、静馬の決意は変わらなかった。

「当たり前や。このまんまやとオレの面メン子ツが立たんやろ」

　静馬は吹き矢を手に、首を伸ばして境けい内だいの様子を観かん察さつした。月夜である。境内は淡あわい月光に白っぽく照てらされていた。

「オレの摑つかんだ情じよう報ほうによると、南雲はこれくらいの時間に一人で稽けい古こしとるらしい。そこを一発で……」

「それは僕の情報ですよ。スナイパーライフルでも仕し留とめられなかったのに、吹き矢でどうにかなるとは思えないんですけどねえ」

「……シッ」

　静馬が口に指を当てる。見ると、ちょうど慶一郎が境内に出てきたところだった。

　グレーのＴシャツにアーミーパンツという毎度お馴な染じみの格かつ好こうで、足元は見るからに丈じよう夫ぶそうなごつい編あみ上あげのブーツで固かためている。

　境内の中央に出た慶一郎は腰こしを落として深しん呼こ吸きゆうすると、そのまま彫ちよう像ぞうと化したように動かなくなった。そこだけ時間が静止したような錯さつ覚かくを感じ始めた時、不意に、電でん光こうの速はやさで拳けんの突つきが繰くり出された。その突きの巻まき起おこした風が、離はなれた場所にいる静馬と大作の頰ほおを撫なでる。

　慶一郎の鍛たん錬れんが始まった。

　鋭するどい踏ふみ込みからの突き、体を躱かわしながらの肘ひじ打うち、跳ちよう躍やくからの連続回まわし蹴げり、地面すれすれまで身体を沈しずめて跳ちよう馬ばのように両足を三六〇度振ふり回す足あし払ばらい──止まった状態から攻こう撃げきする技わざは一つもなく、すべて一連の動きの中に組み込まれた技だった。それも多人数を相手にした闘たたかいを想そう定ていしている。

〈神カム威イの拳けん〉には決まった型はない。

　技の大部分は、慶一郎自身がこれまで目にしたものや、実際に闘った相手の技を自分なりにアレンジして取り入れ、研けん究きゆうと工く夫ふうの末すえに編み出したもので、鍛錬方法も呼吸法以外はオリジナルである。

　三〇分近くも技を繰り出し続けた後、慶一郎は今度は太たい極きよく拳けんのようにゆったりとした動きの体たい操そうを始めた。泥どろ沼ぬまの中を歩くような粘ねばりのある動きで、攻撃的なものではない。しかし額ひたいや首くび筋すじにうっすらと汗あせをかき始めているところを見ると、動作そのものがそれなりにハードな鍛錬になっているのだろう。

　その体操を終えて気き息そくを整えながら、慶一郎が不意に口を開いた。

「どうも最近……誰かの視し線せんを感じるな」

　隠かくれて観察している静馬と大作は、ビクッと身を震ふるわせた。

（やっぱりバレてますよ！　逃にげましょう）

（慌あわてんな。あっちから近付いてきたら逆に好こう都つ合ごうや）

　二人はさらに様子を窺うかがったが、慶一郎は不動の姿し勢せいのままで、近寄ってくる気け配はいはない。

　さらに数分が過ぎた時──

「そこか！」

　慶一郎は顔を上げた。

　唇くちびるを尖とがらせて息い吹ぶきの声を上げると、開いた両手を腰だめに構かまえる。静馬の霊れい的てき視し覚かくは、慶一郎の全身が黄こ金がね色いろの〈龍りゆう気き〉の輝かがやきに包つつまれるのを目もく撃げきした。

『──〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉!!』

　轟ごう！

　天に向かって突き出した両手から、太陽の輝きを帯おびた巨きよ大だいな龍気弾だんが発射された。

　膨ぼう大だいな熱ねつ量りようを持ったエネルギーの塊かたまりが通過する。その熱気の余よ波はを浴あびた静馬は肝きもを冷やしたが、それが自分を狙ねらったものではなかったと知って安あん堵どの息を吐はいた。

「……これでよし」

　慶一郎は満足げに頷うなずき、鬼塚家の方へ戻もどっていく。訳わけが分からずキョトンとしていると、大作が静馬のシャツをグイグイと引ひっ張ぱった。

「静馬さん……ほら、あれを」

　そう言って大作が指さしたのは、はるか夜空の彼方かなただった。

「──んなアホな」

　静馬は呆あきれた顔で呟つぶやく。

　星もまばらな夜空に、一ひと筋すじの光の雫しずくのような流りゆう星せいが流れ落ちた。




　およそ三〇分後──

　暗あん黒こく街がいの帝てい王おうウィラード・ゲイツの腹ふく心しんであるＪ・マクガイアは、慶一郎を監かん視しさせていた部下から『スパイ衛えい星せい撃げき墜つい』の報を聞き、飲みかけたカプチーノを思わず逆ぎやく流りゆうさせた。




　　　　☆




　翌よく日じつ。

　大作が旧道場裏うらにやってくると、昨日きのうと同じく静馬が鍛錬に励はげんでいた。

「奇襲作戦はもうやめたんですか？」
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「当たり前やろ。そんなんで倒たおせる奴やつやったら苦労せえへん」

　鍛錬を続けながら、静馬はさも当然のように答えた。

「それによう考えてみい……オレは天才やぞ？　慌あわててそんなセコイ手ェ使わんでも、遠からず実力で倒せるわい」

「やっぱり昨日と言ってることが全ぜん然ぜん違ちがう……」

　静馬に聞こえないように小声で言うと、大作はやれやれと首を振ふった。ふと足元に目を落とす。地面に置いてあるコンビニの袋ふくろから細い筒つつが突つき出だしている。

　袋を開けて確認すると、思った通り、昨日使いそびれた吹ふき矢やが入っていた。

（静馬さんがまた妙みようなイタズラを思いつく前に返しておかないと）

　筒と吹き矢を手にした大作は、何の気なく静馬の方を見た。

　木もく人じんを相手に組み手の練習に没ぼつ頭とうしている静馬は、大作に背せを向けている。




　プシュッ。




「どうも……静馬さんが南雲先生に実力で勝てるようになるのは、まだまだ先の話みたいだなあ」

　大作はそう言って肩かたをすくめると、吹き矢と筒を入れた袋を持って立ち去さった。

　木人に抱だきつくようにして眠ねむりこけている静馬をその場に残して──





〈ディア・ハンター／ＥＮＤ〉












　校長とゆかいな下げ僕ぼくども
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　氏名／藤堂鷹王（とうどう・たかお）

　年ねん齢れい／四十五歳

　身長／一八〇センチ

　体重／七五キロ（推すい定てい）

　職しよく業ぎよう／大だい門もん高校校長・Ｋファイト実行委員会顧こ問もん

　趣しゆ味み／①格かく闘とう技ぎ観かん戦せん

　　　　②能力は一級だが人格に問題のある教師を選んで雇やとうこと

　特技／職権乱用

　性格／無む駄だにダンディ

　家族／妻つまと娘むすめ二人。代々女性の力が強い菱ひし沼ぬま家から嫁よめをぶん取ったものの、結けつ局きよく家では尻しりに敷しかれているうえ、娘からも嫌きらわれているため居場所がないらしい。

　備考／サングラスがトレードマーク。エロ中年のいやらしい目つきを隠かくすためと思われる。あと、校内で堂々とパイプをふかすので煙けむくてうっとうしい。

［各方面から寄よせられたコメント］

・趣味に生きるオヤジ。

・格闘技対決となるといつも解かい説せつ者になるが、よくよく考えてみると楽しんでいるだけでまともな解説を聞いた覚おぼえがない。

・どう見ても周囲から持て余あまされている。

・上司にしたくないタイプ。

・人気と人じん望ぼうは別だということを教えてくれる。畏おそれられてはいるが、尊そん敬けいされているかというとはなはだ疑問。

・とにかくポマード臭くさい。

・年とし甲が斐いもなくはしゃぎすぎ。

・寒いオヤジギャグを口にしないところが唯ゆい一いつの美び徳とく。

・グラサンの趣味が古すぎ。格かつ好こういいつもりなのか？






「……何だ、これは？」

　昼下がりの校長室──

　藤堂鷹王校長は神かみ矢や大だい作さくのレポートの最後に差し込まれていた一枚まいを手にしたまま、しばし固まっていた。他ほかのレポートと紙も書式も同じものだが、その一枚にだけはナンバリングと署しよ名めいがない。

「……何なのだ、これは!?」

　書かれている内容を改あらためて読み直すと、にわかに表情を険けわしくして左右を見回す。レポートを提てい出しゆつした当の大作の姿すがたはそこにはなかった。

「問題だ……これは問題だぞ！」

　レポートを持つ手がぷるぷると震ふるえ、濃こいサングラスの奥おくの目が鋭するどく光った──




　　第一部　校長とゆかいな下げ僕ぼくども




　　　　一




　第二校こう舎しやの三階、パソコンルームに隣りん接せつした準じゆん備び室しつに〈Ｋファイト実行委員会〉の本部が設せつ置ちされていた。今や校内において生徒会をはるかにしのぐ影えい響きよう力りよくを持つ団体とはいえ、発ほつ足そくして半年そこそこのサークルとしては破は格かくの待たい遇ぐうである。委員会メンバーからは『メインオーダールーム』もしくは『アジト』あるいは単に『本部』と呼ばれている。

　その本部のドアをノックする音が響ひびいた。

「はーい、開いてますよ～」

　ノックに応こたえたのは、パソコンに向かってデジカメで撮とった画が像ぞうデータの修しゆう整せい作さ業ぎようをしている大作だった。

　大作の背はい後ごでドアの開く気け配はい。その直後、雑ざつ談だんをしていた他の委員会メンバーが不意に黙だまり込み、本部内が静まりかえった。

「……ん？」

　手を止めて振ふり向いた大作は、その沈ちん黙もくの原因を悟さとった。開いたドアの向こうに、Ｋファイト実行委員会の顧問が仏ぶつ頂ちよう面づらで仁に王おう立だちしている。

「ど……どうしました、校長先生？」

　尋じん常じようでない雰ふん囲い気きを察さつして大作が質問した。顧問とはいえ基き本ほん的てきに藤堂が本部に顔を出すことはない。用があれば藤堂の方から委員会に呼び出しをかけるからだ。それがわざわざ足を運んできたとなると──

　藤堂は本部にずかずかと入ってくると、一枚のレポートを会かい議ぎ用テーブルの上に叩たたきつけるように置いた。

「このレポートを書いたのはいったい誰だれなのかね？　心当たりのある者は名乗り出たまえ……今、すぐにだ」

　レポートと聞いて委員たちの視し線せんが大作に集まる。大作は藤堂の持ってきた問題のレポートを手に取り、その文面に目を通した。他の委員も回し読みする。

「何ですか？　これ」

「君が提てい出しゆつしたレポートの中に挟はさまっていたのだ。それも君が書いたのかね？」

「書式は似にてるようですけど、提出した覚おぼえはありませんよ」

「なんだと？」

「だって、校長先生のプロフィールを本人に報ほう告こくしてどうするんですか？　意味がないじゃないですか」

「では君の仕し業わざではないと言うのだな？」

「ええ、もちろん」

　藤堂の追及に対し、大作はいつもの涼すずしい顔で答える。

「ここにあるパソコンに触ふれられるのは僕だけじゃありませんから、その気になれば誰にでも書けるはずですが……」

「なるほど」

　藤堂は本部に居い合あわせた委員の生徒たちの顔を睥へい睨げいする。

「この中に心当たりのある者は？」

　委員たちは互たがいに顔を見合わせるばかりで、名乗り出る者はいなかった。

「ところで、このレポートのどこが問題なんですか？」

「訊きくまでもないだろう、内容だよ！　明らかに私を誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようしている」

「そうでしょうか……誰もがすでに知っている事実をまとめただけのように思えますが」

　藤堂の片方の眉まゆがピクリと動いた。

「誰でも図ず星ぼしをさされると腹はらが立ちますからねえ。誹謗中傷というのは先生の被ひ害がい妄もう想そうですよ」

　他の委員たちが密ひそかに賛さん同どうしている様よう子すを察さつすると、さらにこめかみに血管の筋すじが浮うかんだ。大作はすでに問題が片づいたような気安い口く調ちようで、

「このレポートの出で所どころは僕らで調ちよう査さしますから、今日きようのところはお引き取りください。結果は後ご日じつ報告します」

「……いや、それには及およばんよ」

　もしサングラスをかけていなかったら、藤堂の目が据すわっていることが誰にも分かったに違ちがいない。

「この件については私の方から人員を派は遣けんする。君たちは捜そう査さに協力してくれたまえ」

「な、何な故ぜですか？」

「理由かね……？　このまま諸しよ君くんに任まかせると迷めい宮きゆう入いりになりそうな予感がするからだよ」

　藤堂は委員の手からレポートを奪うばうと、足速に本部を後にした。




　それからおよそ三〇分後──

　放ほう課か後ごの校内に、懐なつかしくも勇いさましい曲が大音量で響き渡った。

『バァァァァ────……ン

　パ～パ～パ～

　パ～パ～パ～

　パラパパラパパラパパラパパァ～～ン！』

　それは、かつて大人気を博はくした刑けい事じドラマのテーマ曲であった。パソコンに向かって作業中だった大作は、思わず手を止めて顔を上げた。

「この曲は……もしや!?」

　その不安げな言こと葉ばに呼こ応おうしたように、サイレンの音が急きゆう速そくに近付いてきた。本部のドアが荒あら々あらしく開かれ、二人の男が飛び込んでくる。

「おとなしくしろ！　もう逃にげられんぞ」

　啞あ然ぜんとしている委員たちにモデルガンのニューナンブを突つきつけながら凄すごんだのは、ジージャン刑デ事カこと小こ関せき遼りよう二じだった。一いつ緒しよに入ってきたのは瘦やせぎすの小関と好こう対たい照しようをなす太っちょの大男──ビアダル刑事こと弥や永なが源げん太た郎ろうである。

（バ……バカだ！　バカが二匹ひき……）

　二人の頭の上でピカピカ光っている回かい転てん灯とう（覆ふく面めんパトカーの屋や根ねの上に載ってるアレ）を見た委員たちは一様にそう思った。

「あの……以前とテーマ曲が違いませんか？」

「シャラ～ップ！」

　小関は委員たちをピストルで威い圧あつして本部の隅すみに追いやると、ドアの方に声をかけた。

「団長ォ～！　容よう疑ぎ者しやどもを確かく保ほしました」

「うむ、ご苦労」

　そこに現れたのは、濃のう紺こんのスーツに虎とら縞じまのネクタイを締しめ、金きん縁ぶちのサングラスをかけた四十代の男であった。すらりとした長身で、野や性せい的てきな浅あさ黒ぐろい肌はだのハンサムである。ライオンのたてがみを思わせる髪かみが肩かたまで伸び、長大なライアット・ガンを肩に担かつぐようにして携たずさえていた。

　大作たちは度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。現れたのが校長ではなく、それどころか完全に予想外の人物だったからである。

「と、虎とら之の介すけ氏……なんであなたが……」

「一人残らず引っ立てろ！」

　団長こと草くさ[image: ]なぎ虎之介の命令により、Ｋファイト実行委員会メンバーは一いつ斉せい検けん挙きよされた。




　　　　二




　Ｋファイト実行委員会は放ほう送そう部ぶ・新しん聞ぶん部・写しや真しん部・映えい画が部その他たの報ほう道どう・メディア系けいサークルから集められた優ゆう秀しゆうな人材及および有志によって運営されている。

　代表委員長は文芸部副部長の石つわ蕗ぶきみのる。

　副委員長は新聞部の富とん田だ林ばやし敦あつ子こ。

　実じつ況きようアナウンス担たん当とうは放送部の中なか村むら環たまき。

　記き録ろく班はん（ビデオ撮さつ影えい）チーフは映画部部長の手て塚づか一いち郎ろう。

　同じく記録班の写真撮影担当は写真部の星ほし野の征せい爾じ。

　そして委員会発ほつ足そくの功こう労ろう者しやにしてＫファイトの全記録の管理者であり、企き画かくその他の活動全般についてフリーな立場で参加するブレーンの神矢大作──以上六名が委員会の主要メンバーである。

　三人の刑けい事じが乗り込んできた時、本部にいた主要メンバーは大作の他に富田林と星野の二人だったが、残る三人もそれぞれの部室にいたところを逮たい捕ほされ、結局一人ずつ尋じん問もんを受けることになった。

「──私は無実です！」

　中村環は応接セットのソファから立ち上がって訴うつたえた。演えん劇げき部の発声練習に加わって声せい帯たいを鍛きたえている中村の声せい量りようは尋問室（旧応接室）に響ひびき渡わたり、トロフィーの収おさまったガラスケースをビリビリと震ふるわせた。

「私は現場の人間です！　Ｋファイトの実況こそが私の仕事であり、記録やファイル作りには一切タッチしておりません！　ましてや校長先生の悪口など……」

「しかしこちらのデータによると、君は実況にかこつけて何かと暴ぼう言げんを吐はいているそうじゃないか。このコメントもおおかた君の語ご録ろくではないのかな？」

　団長というよりマフィアのボスといった風ふ情ぜいの虎之介は、優ゆう雅がに足を組んでソファに腰こし掛かけ、委員会メンバーの名めい簿ぼを眺ながめながら尋問した。

「団長のおっしゃる通りだぜ。早いとこゲロしちまいな」

　両りよう脇わきに控ひかえたジージャン刑事とビアダル刑事は、手て錠じようを素す早ばやくかけたり外したり、ニューナンブのクイックドローの練習をしながら相あい槌づちを打っている。

「それより先に伺うかがいたいのですが……何な故ぜ、生徒の父兄が団長なんですか!?」

「退たい屈くつだったんで学校の中を見学していたらスカウトされたのさ」

「そんな気軽な……」

　スカウトする方もする方なら、ＯＫする方もする方である。しかし、この間まに合あわせの団長は意外にも有能だった。

「委員会の中に犯はん人にんがいることは分かっている。隠かくしているとためにならないぞ。自白のあるなしにかかわらず、このままだと有ゆう罪ざいは免まぬがれん」

「有罪だとどうなるんですか？」

「罰ばつとして奉ほう仕し活動一週間といったところだな」

「奉仕活動？」

「簡かん単たんに言うと強きよう制せい労ろう働どうだ。一人で全校のトイレ掃そう除じとか、炎えん天てん下かの下もとグラウンド整せい備びとか」

「そんな……横おう暴ぼうです！　いったい何の権けん限げんがあって……」

「安心しろ。こちらには司し法ほう取とり引ひきをする用意がある」

　虎之介は優やさしげな笑えみを浮うかべて言った。

「犯人に直接つながる有力な情じよう報ほうを提てい供きようしてくれれば、奉仕活動の件はなしにしてもいい。むろん情報源については非公開だ。君が喋しやべったという事実は伏ふせる……どうかね？」

　ドライでストレートな物言いである。単なる父兄にすぎない虎之介にそんなことを決める権限があるはずもないのだが、断れば即そく奉仕活動が決定してしまいそうな雰囲気があった。何よりハンサムで格好いい大人おとなの男が言うと説せつ得とく力りよくがある。

「わ……分かりました……」

　マイクより重いものを持ったことがないと公言する中村は、相手が草[image: ]静しず馬まをこの世に生み出した張本人の片かた割われだという事実を失しつ念ねんして、重労働を避さけるために司法取引に応じることにした。

　かくして──

　老ろう獪かいな団長の手しゆ腕わんにより、委員会のメンバー六人全員が陥かん落らくするまでさしたる時間は要しなかった。




　　　　☆




「尋問の結果、犯人について有力な情報を得ました！」

　校長室にやってくるなり、ジージャン刑事は自信満々の笑みを浮かべて報告した。

「犯人が分かったのかね？」

「まずはこれを見てください、ボス」

　小関はホワイトボードを用意し、マジックで四角を描かいた。委員会本部の大おお雑ざつ把ぱな見取り図である。廊ろう下か側がわとパソコンルーム側にドア、角にパソコンデスクと記録を収おさめた棚たな、そして中央には会議用のテーブルがある。

「問題のレポートが作成されたと思われるその日、委員会の主要メンバー六人全員が集まって会議を開いています。犯行はその時に行われたものと思われます」

　会議用テーブルの廊下側の席にＡの文字を書き込み、そこから時計回りにＢ～Ｆと書いていく。

「このＡからＦの席のうち、犯人と目される人物が……このパソコンデスクに最も近いＣの席に座っていたという情報を摑つかんでいます」

「そこに座っていたのは誰だれなのかね？」

「まあ、そう慌あわてないでくださいよ」

　言うと、小関は指を弾はじいてビアダルこと弥永に報告を促うながした。

「え～司法取引により我々が手にした情報はどれも断だん片ぺん的てきで、犯人を直接名な指ざしした者はおりません。しかしこれらの情報を総そう合ごうすることで犯人を特定することは十分に可能だと思われます」

「もったいぶった言い方はやめたまえ。その有力情報とやらを聞かせてもらおうじゃないか」

　藤堂が苛いら立だった口く調ちようで催さい促そくすると、弥永は箇か条じよう書がきになっている調書を読み上げた。

「六人から得た手がかりは以下の通りです。



　①中村の隣となりは星野ではなかった

　②富田林の横に手塚が座った

　③石つわ蕗ぶきの向かいに星野がいた

　④神矢は中村の隣に座っていた

　⑤石蕗の右は手塚ではなかった

　⑥星野の隣は富田林だった

　そして……

　⑦神矢はＥに座っていたらしい」





　しばしの沈ちん黙もく。

「それで……八番目から後は？」

「以上です」

「たったそれだけの情報で犯人を特定しろと言うのかね!?」

「安心してください。こういうこともあろうかと用意してきました」

　小関は六人それぞれの名前を書いたマグネットプレートをホワイトボードに貼はり付つけた。

　それから三〇分以上もの悪あく戦せん苦く闘とうの末すえ──

「分からん……さっぱり分からん……」

　大だいのおとながさんざん知ち恵えを絞しぼって犯人を特定しようとしたが、結けつ局きよくすべての条件を満たす人物は浮うかんでこなかった。脳のうの普ふ段だん使っていない部分をいきなり働かせたことによる軽い頭痛を感じながら、藤堂はやや投げやり気味に言った。

「もういい……分かった」

「え？　犯人が分かったんですか？」

「違ちがう！　分かったのは、君たちに任せていてもらちがあかないということだよ。この捜そう査さ方法で犯人を見つけることは不可能だ。別の方法を考えるから、君たちはもう自分の仕事に戻もどりたまえ」

「自分の仕事……？」

　来客用のソファの肘ひじ掛かけに腰掛けて紙コップのコーヒーを飲んでいた虎之介が、慌てて自分の腕うで時ど計けいを見た。

「おおっと、もうこんな時間か。公こう演えんの時間に遅おくれてしまうわ」

「どちらですか？」

「渋しぶ谷やに六時」

「自分が車で送りますよ、団長」

　三バカ刑事がそそくさと出ていった後、おそらく虎之介を送り出すためだろう、校内放送で石いし原はら裕ゆう次じ郎ろうの歌うエンドテーマが流れた。ジージャン＆ビアダル刑事が校内を騒さわがすだけ騒がせておいて、結局何も解かい決けつしないのは毎度のことである。

「彼らに任せたのがそもそもの間ま違ちがいだったな……」

　藤堂は眉み間けんを指でマッサージしながら溜め息を吐ついた。デスクの電話を取ると、番号を記き憶おくさせているボタンを押おす。数回のコールで相手が出た。

「ああ……私だ。少々頼たのまれてもらいたいことがあるのだが……なに、そう手て間まは取らせんよ。簡かん単たんな仕事だ。少なくとも君にとってはな──」




　　　　三




　身み柄がらを拘こう束そくされていた委員会メンバーが釈しやく放ほうされて本部に戻もどってきたのは、すでに日も暮くれかけた頃ころであった。

「まったくひどい目にあった……」

　手て錠じようの跡あとのついた手首をさすりながら、委員長の石蕗が愚ぐ痴ちをこぼした。他ほかのメンバーも溜め息で相あい槌づちを打ちつつ、各おの々おの好きな席に腰こしを落ち着ける。本部の隅すみにある小型冷れい蔵ぞう庫こで冷やしていた麦茶を飲んで一息つくと、全員の視し線せんが大作に向けられた。

「神矢君……あなた、この事じ態たいをどうするつもり？」

「別に、どうもしませんよ」

　富田林の問いに、大作は半分残しておいたアイスを食べながら吞のん気きそうに答える。

「そもそもあのレポートを作成したのは僕ぼくじゃありませんし」

「印いん刷さつして提出したのは神矢君でしょ!?」

「削さく除じよしておいてくれないから一いつ緒しよにプリントしちゃったんですよ。せめて別の文書にしておいてくれないと」

「うかつだったわ……」

　大作を除のぞく五人が肩かたを落としてうなだれた。

「ほんの冗じよう談だんのつもりだったんだが、こんな事態を招まねいてしまうとは……」

「校長のファイルがないのは不ふ公こう平へいだなんて言い出したのは誰？」







[image: ]







「誰が始めたかなんて問題じゃないだろ。みんなノリノリだったじゃないか」

「文書にすることについて私は最初から反対してましたよ」

「噓うそをつけ、噓を！　おタマのコメントが一番ひどかったぞ」

「今は身内で揉もめている場合ではない！」

　委員長の一言でメンバーは責任のなすりつけ合いをやめた。

「誰の責任かという問題ではない。これは実行委員会全体で対たい処しよすべき緊きん急きゆう事じ態たいだ……ことによるとＫファイト制度自体の存そん亡ぼうにかかわる」

「そこまで深しん刻こくにならなくてもいいと思いますよ」

　大作はいたって平静だった。

「僕らの側がわに馴なれや油ゆ断だんがあったのは確かでしょうけど、実じつ際さい、校長先生とＫファイト実行委員会は一種の共きよう犯はん関係でしょう？　校長だって僕らがライト・スタッフだということは承しよう知ちしているはずですよ」

「確かに。我われ々われの次に頼たよりにしているのがジージャン刑事では……」

　六人は少し悲しくなって、虚うつろな笑い声をもらした。

「しかしあの校長のことだ。一度ヘソを曲げると、次にどんな行動に出るか予よ想そうがつかないぞ」

「ジージャン刑事の他ほかに校長の手先になりそうな人物というと……？」

「そう言えばいたな。一人……恐おそろしいのが」

「大門高校の〈最終兵器リーサルウエポン〉ね」

「でもあの先生は校長よりは良りよう識しきがありそうだぞ」

「そうよね。滅めつ多たやたらに逮たい捕ほしないし」

　実際はその教師が『捕ほ虜りよは取らない主義』であることも知らずに、メンバーは笑い合った。

「それで結局、我々はどうすればいいんだ？」

「ここはやはり校長の機き嫌げんを取っておいた方がいいんじゃないか。顧こ問もんだし」

「どうやって？」

「何か派は手でなイベントでもあればいいんだがな」

「そういや明日あしたは球技大会じゃないか。放ほうっておいてもそっちの方に興きよう味みが向くだろうから、レポートのことなんてすぐに忘れるんじゃないか？」

『──そうはいかんぞ』

　地の底そこから響ひびいてくるようなその声に、全員が凍こおり付いた。

『私は諸しよ君くんが思っているほど忘れっぽい人間ではない……』

「どこだ？　どこから聞こえてくる!?」

　校内放送の声ではなかった。メンバーは音おん源げんを探して本部内を右う往おう左さ往おうした。

「ありました！」

　テーブルの下に潜もぐり込んだ大作が、板の裏うらに両面テープで貼はり付けられた小型のトランシーバーを発見した。

『話はすべて聞かせてもらった。神矢君以外の全員が犯人とは意外な真しん相そうだったが……』

「こ、校長！　あれは、その……」

『言いい訳わけはいい！』

　ガラララッ。

　テーブルの上に置かれたトランシーバーを囲んでいる委員会メンバーの背はい後ごで、書しよ類るい棚だなの引き戸が勢いよく開いた。トランシーバーの片割れを手にした藤堂校長がヌッと姿を現す。

「そ、そんなところに……」

「中にあったファイルはどうしたんです？」

「隣となりの教室に運ばせたよ。後で戻しておきたまえ」

　ファイルを運び出してテーブルの下にトランシーバーを貼り付けた人物が誰なのか、大作には容よう易いに想そう像ぞうがついた。

　二度も続けて意い表ひようをつかれた六人は、逃にげることも弁べん解かいすることもできずにただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。藤堂は愛用のパイプをくわえ、青ざめた顔の六人を眺ながめた。

「問題のレポートが遊び半分に作られたものであり、本来は表おもてに出すような性せい質しつのものではないということは分かった。諸しよ君くんらもそれなりに反省しているようだし、レポートの件については不問に付ふす……しかしだ」

　いったんは安心しかけた大作たちの顔に再び緊きん張ちようが走る。

「未み完かん成せいで中ちゆう途と半はん端ぱなレポートとはいえ、あの内容には無む視しできない部分がある。そこで改めて諸君の考えを確認したいのだ」

「……といいますと？」

「諸君は私のことを何だと思っているのかね？　顧こ問もんである私にどういうイメージを抱いだいているのか、正しよう直じきに忌き憚たんのない意見を聞かせてもらおう」

「Ｋファイト実行委員会の総そう意いとしてですか？」

「そうだ」

「正直に？」

「そう、正直にだ」

　大作たちは顔を見合わせた。

「……分かりました。意見をまとめる時間をください」

　六人は本部の隅に集まり、額ひたいを寄せ合ってミニ緊きん急きゆう会かい議ぎを開いた。小声で討とう論ろんすること約三分──

「結論が出ました」

　大作が委員会を代表して、藤堂の前に歩み出た。

「発表します。我々Ｋファイト実行委員会にとって藤堂校長は──」

　一いつ拍ぱくの間まを置いてから、

「何というかその……〈大きなお友達〉といった感じでしょうか」

　それは真実、正直で忌憚のない意見であった。聞いた直後、藤堂の身体からだがぐらりと揺ゆれたように見えたのは目の錯さつ覚かくか否いなか。

「フフ……フフフ……フハハハ！」

　藤堂は肩かたを震ふるわせて笑い声をあげた。サングラスのせいで怒おこっているのか悲しんでいるのかは不明だが、とにかく不ぶ気き味みである。藤堂はそのまま笑いながら、ドアを開けて本部を出ていった。

「……やはりマズかったかな？　忌憚のない意見を言えと言われたから従したがったんだが」

「いえ、おべんちゃらを言ってもどうせ見み抜ぬかれます。それに本来、教師と生徒の関係は真しん剣けん勝しよう負ぶであるはず……校長だってそれを承知しているでしょう」

「でも傷きずついたことに変わりはないんじゃないか。中年のハートはガラスのように傷つきやすいと言うぞ」

「気きの毒どくなことをしてしまった……」

「明日欠けつ勤きんしたら我々のせいだぞ。たぶん」

　大作たちが後こう悔かいの念に襲おそわれていると、不意にドアが少しだけ開いて、帰ったはずの藤堂が顔を覗のぞかせた。ひどく邪じや悪あくな薄うす笑わらいを口元に張はり付つかせたまま、

「諸君……明日の球技大会を楽しみにしておきたまえ！　ワハハハハハッ!!」

　そう告つげると、高笑いとともに廊ろう下かを去さっていった。

「あれは何か悪わる巧だくみを思いついた顔よ」

「我々抜きでか？」

　委員会メンバーは互たがいに目め配くばせし合い、やがて不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

「校長が一人で何をするつもりかは知らないが、明日はどうやら面おも白しろいイベントになりそうだな──」




　　第二部　恐おそるべき大人おとなたち
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　翌よく日じつ──

　年に一度の球技大会は、誰もが予想しえなかった波は乱らんの幕まく開あけとなった。

　開会の挨あい拶さつのために壇だん上じように上がった藤堂校長が、全校生徒に向けてこう宣せん言げんしたからである。

「（前ぜん略りやく──これまで私は校長として、生徒諸君にとっての手本あるいは目もく標ひようとなるような優すぐれた才能を持った人物を教きよう諭ゆとして迎むかえてきたつもりだ。しかし残念なことに、諸君は私が思っているほどその意味を理り解かいしてくれていないように思う。そこで今回、球技大会における特別な趣しゆ向こうとして『教師対生徒』……いや、『大人対子供』のスペシャルマッチを盛もり込むことにする！」

　プログラムにはない企き画かくの発表に生徒たちばかりでなく、教師たちの方からも驚おどろきの声が上がった。

「教師側がわ、生徒側それぞれから代表を選せん抜ばつしてチームを結けつ成せいし、三種しゆ目もくの球技で対戦。当然ながら先に二勝をあげた方が優ゆう勝しようとなる。生徒チームが優勝した場合、私の権けん限げんにおいて諸君の願いを一つだけ叶かなえよう」

　生徒たちは俄が然ぜん盛り上がったが、藤堂の話にはまだ続きがあった。

「ただ～し！　教師チームが優勝した場合……その時は、正面玄げん関かん前に私の銅どう像ぞうが建たつことになる!!」

『ゲゲェ～～～～ッ!!』

　グラウンドに嵐あらしのようなブーイングが巻まき起おこったが、藤堂はその不ふ敵てきな笑えみを崩くずすことはなかった。

「せいぜい頑がん張ばってくれたまえよ……諸君！」

　捨すて台詞ぜりふを残して藤堂が下がると、代わって小関遼二が壇上に上った。

「やいガキども！」

　マイクを握にぎるなり、小関は憎にくたらしい口く調ちようで生徒たちを挑ちよう発はつした。

「最初に言っといてやるがな……〈若さは無む限げんの可能性〉だなんてお題だい目もくをバカ正直に信じてんじゃねーだろうな!?　んなもんは要するにてめーらがまだ何者でもねえガキだってことの言いい訳わけに過すぎねえんだよ！　今日はそのことをイヤってほど思い知らせてやるから、覚かく悟ごしやがれ!!」

　大人おとなげなさ全開の言いい草ぐさとともに、立てた親指を下に向けて〈地じ獄ごくへ堕おちろ〉のサインを出すと、一気にボルテージの上がった生徒たちも負けじと中指を立てて〈ファック・ユー〉と応じる。

　騒そう然ぜんとする生徒たちの間から一人の男子が走り出ると、拡かく声せい器きを摑んで吠ほえた。

「その言こと葉ば、そっくりお前に返したるわい！」

　生徒たちの間から歓かん声せいと拍はく手しゆが起こった。躍おどり出た生徒は、体たい操そう服ふくの夏服に虎とら縞じまのバンダナがまったく似合っていない草[image: ]静馬であった。

「お前らが余よ裕ゆうこいてられんのも今のうちや！　最終的にはお前ら全員、一人残らず泣なかす！　お前も！　お前も！　お前も！　お前も……」

　静馬は居い並ならぶ教師を一人一人指さし、最後に二メートルを超こえる巨きよ漢かん──南雲なぐも慶けい一いち郎ろうに人差し指を向ける。

「とくに、お前は、絶ぜつ対たい、泣か～～～す!!」

　当の慶一郎は知らんぷりを決め込んでいたが、生徒側の気き勢せいは最高に高まっていた。

　こうして──

　大門高校史し上じよう、最も熾し烈れつな教師対生徒の闘たたかいが幕まくを上げた。




　　　　二




「よもやこういう展てん開かいになろうとはな……これはもう校長と我われ々われ委員会のＫファイトと言っても過か言ごんではないぞ」

　石蕗は動どう揺ようと興こう奮ふんがないまぜになった口く調ちようで呟つぶやいた。

　藤堂の演えん説ぜつから一〇分後──グラウンドの隅すみに設せつ置ちされたＫファイト実行委員会のテントには、主要メンバー六人を含ふくむスタッフ十数名が集合していた。藤堂の指し示じにより、生徒チームの選手選せん抜ばつその他はすべて大作たちに一いち任にんされていた。副委員長の富田林が指折り手て順じゆんを確かく認にんする。

「まずは先生側とルールについて取り決めておかないと。競きよう技ぎの内容と順番によって代表選手も替かえなきゃいけないし、それから場所も確かく保ほしないといけないでしょ……ああもう！　やることが山ほどあるじゃない！」

「予定にないことをいきなり始めようってのが無む茶ちやなんですよね」

　大作が苦く笑しようしつつ相あい槌づちを打つ。

「でも挑ちよう戦せんされたからには受けて立つほかありませんね。とりあえず先に第一種目を決めておきましょう。順番によっては僕たちの方に有ゆう利りな展てん開かいに持っていけるはずですよ」

「どういうことだ？」

「生徒側が有利なのは体力面でしょう？　先生側の方はいくら校長先生が集めた精せい鋭えいとはいえコマ不足なのは明らかです。スタミナの消しよう耗もうが激はげしい競技を前半に持ってくれば……」

　そこまで話せば誰にでも分かる理り屈くつだった。石蕗は頷うなずくと、スタッフ全員に言った。

「球技大会執しつ行こう部ぶ及および各クラスに通つう達たつ！　第一種目はサッカーだ」




　本来の球技大会のプログラムも並へい行こうして行われるため、教師対生徒の第一試し合あいの準じゆん備びが整ったのは十時過ぎであった。

　第一試合の競技はＫファイト実行委員会の要よう望ぼう通どおりにサッカーに決まり、第三試合までの競技内容の決定権も生徒側に与あたえられていた。これは『挑戦を受けた側に競技の選せん択たく権けんがある』というＫファイトの基き本ほんルールに則のつとったものである。しかもこの対戦が教師と生徒の総そう力りよく戦せんであるという観かん点てんから、控ひかえ選手は何人いてもいいというオマケもついていた。生徒チームは全校生徒を好きなように試合に参加させることができるのだ。これらの好こう条じよう件けんを獲かく得とくできたのは委員長・石つわ蕗ぶきの手しゆ腕わんによるところが大きい。ただしスケジュールの関係からサッカーの試合時間が前後半合わせて五〇分に短たん縮しゆくされたのは計算外のことだった。

　代表選手がグラウンドに出てくる。生徒チームには自クラスの勝しよう敗はいなどそっちのけで参加したサッカー部のレギュラー選手に加え、キャプテンの草[image: ]静馬、副キャプテンの御み剣つるぎ涼りよう子この姿があった。

「あの二人……サッカーは得とく意いなのか？」

「知りません」

　石蕗の問いに、大作はきっぱりと答えた。

「しょせん寄せ集めのチームですから、ムードというか……まず勢いきおいが必要なんですよ。どうせ頼たのまなくても参加するでしょうし」

　ホイッスルが鳴なり響ひびき、第一試合が始まった。

　最初にボールを奪うばって敵てき陣じんに攻せめ込んだのは、やはり生徒側であった。サッカー部の三年生レギュラーが左サイドから持ち込み、鋭するどいパスを出す。それを受け取ったのは中央に走り込んできた静馬だった。

「もろた！」

　教師二人を躱かわしてゴール前に躍おどり出た静馬は迷まよわずシュートを放はなつ。ボールはゴール右上の隅すみに向かって弾だん丸がんの速はやさで飛んだ。

　バシッ！

　ゴール間ま違ちがいなしの完かん璧ぺきな弾だん道どうを描えがいて飛んだボールは、しかし、横から伸のびてきた手にあっさりと捕つかまった。

「んなアホな！」

　静馬は地じ団だん駄だを踏ふんだ。パンチングで弾はじくのがせいぜいという絶ぜつ妙みようのシュートだったにもかかわらず、片かた手てで吸すい付つけるように捕ほ球きゆうされたのである。

　教師側ゴールキーパー・南雲慶一郎は何事もなかったようにボールをグラウンド中央に蹴け飛とばした。

『おお～っと、開かい始し直ちよく後ごの速そつ攻こうで生徒チームキャプテン・草[image: ]静馬の弾丸シュート！　しかし教師チームのキーパー・南雲慶一郎のスーパーセーブにより、ゴールネットを揺ゆらすには至いたりませんでした。申もうし遅おくれましたが今回の教師ＶＳ生徒スペシャルマッチの実じつ況きようを担たん当とうしますのは私、放送部二年の中村環。そして解説は──何をトチ狂くるったのか生徒相手におとなげない対決を始めてしまったこの方、藤堂鷹王校長でお送りいたします！』

『フフフ……そんな余よ裕ゆうのある台詞を吐はいていられるのも今のうちだよ』

『なんかフガフガ言ってる間まにまたもや生徒側の猛もう攻こう～っ！　早くも二本目のシュートか!?』

　再びシュートチャンスを得た静馬は、ゴールを見て一いつ瞬しゆん我わが目を疑うたがった。キーパーの慶一郎がゴールの右みぎ端はしに突つっ立ったままで、守しゆ備びを放ほう棄きしているように見えたからである。

「舐なめとんのかぁ！」

　再び弾丸シュート。ボールは正確にゴール左ひだり隅すみに吸い込まれていく。しかし──

　ビシッ。

　慶一郎はほとんど瞬しゆん間かん移い動どうに近い速はやさでゴール左隅まですっ飛び、片手でボールをキャッチしていた。

「ウソつけ──っ！」

　静馬は絶ぜつ叫きようしたが、もちろん幻げん覚かくなどではなかった。

『がら空きかと思われましたが──ミラクルキーパー南雲、神しん速そくの横っ飛びで余裕のナイスキャッチ！　鉄てつ壁ぺき、まさに鉄壁の守備です！』

「やかましいわ！」

　実況に文句を吐はきつつ静馬はボールを追う。教師チームにはそもそもサッカー経験者が少なく、守備に関してはほとんどザル同然であることが開始一〇分にして明らかになっていた。トップの小関とサッカー部コーチにパスが通る前に簡かん単たんに奪うばい返せるのだ。

『ああーっと！　今度はボレーシュートで強きよう襲しゆうしましたが、やはり難なんなく捕とられてしまいました。恐おそるべし人間山さん脈みやく！』

　スコアボードは〇対〇のまま前半終しゆう了りよう──

　結局生徒チームは一〇本以上のシュートを放はなちながら、ことごとく慶一郎に止められていた。

「静馬！　あんたねえ、たまにはこっちにパス出しなさいよ」

「ケッ、二回もトンネルしといてよう言うわ」

「そっちこそ偉えらそうな台詞は一点でも入れてから言ってくれる？」

「なんやと～～っ!?」

　ハーフタイムに入ったとたん口ゲンカを始めた涼子と静馬を眺ながめながら、石蕗が唸うなった。

「これはまずい展てん開かいだな……教師側の戦力を殺そぐつもりが、逆ぎやくにこちらの方が攻せめ疲つかれているぞ」

「あっちはキーパーに頼たよりきりで守備をさぼってますからねえ。それと……涼子さんはあまりサッカーが得とく意いではないことが判明しました。そのうえ静馬さんと一いつ緒しよにしておくとケンカになるし」

「それは分かっていたはずだろう」

「パスが通らないから教師チームも得点できないのがせめてもの救すくいですかねえ」

　これといった打だ開かい策さくもないまま後半戦開始──

　前半戦と同じく、静馬がシュートを打ちまくり、慶一郎がそれを止めまくるというパターンが延えん々えんと繰くり返かえされた。捕とったボールを慶一郎はひと蹴けりで敵てきゴール前まで飛ばしてしまうため、静馬たちは急いで守しゆ備びに戻もどらねばならない。結果、生徒チームの運動量は教師チームの倍以上になっていた。

　ノーゴールのまま膠こう着ちやく状じよう態たいが続き、残り三分となった頃ころ──三〇本目のシュートを止めた慶一郎は、近くにいた味方にボールを投げ、みずからゴールを離はなれて走り出した。

「なぬっ!?」

　後こう退たいしていた静馬たちは、ボールを受け取った慶一郎が猛もう然ぜんと突つっ込んでくるのを見て泡あわを食った。ルーチンワークのごとく同じパターンを繰り返していたため、とっさにどう対たい処しよしていいか分からなかったのだ。

　慶一郎はボールを爪つま先さきで蹴り上げると、アシカの芸のごとく頭の上に載せ、小こ刻きざみにリフティングしながら疾しつ走そうする。

『何ということでしょう！　これでは手が、いえ足が出せません。二メートル以上も上にあるボールをどうやって……』

　中村が実況するよりも速く、静馬は慶一郎を迎げい撃げきに向かっていた。

「おりゃああっ！」

　静馬は正面から慶一郎に突つっ込こみながら、地面を蹴って跳ちよう躍やくした。慶一郎の頭上をギリギリで掠かすめる高さの跳とび蹴げりを放はなつ。

　静馬の策さくは単たん純じゆん明めい快かいだった。ボールが地上二メートルの高さにあるのなら、跳び上がって蹴りをくれてやればいい──目もく算さんが狂くるって慶一郎の顔面に蹴りが入ってしまったとしても、それはそれで静馬的にはＯＫなのだ。

　だが、その爪先は空を切った。

　寸前で慶一郎の身体からだが沈しずみ、ボールの方は静馬の蹴りの高さよりさらに上空に舞まっていた。直前で慶一郎が少しだけ強くヘディングしてボールを浮うかせたのだ。

　頭上を越こえてすっ飛んでいく静馬には目もくれず、慶一郎は足元に落ちてくるボールをとらえてドリブルする。ゴールは目もく前ぜんだった。一対一になっては勝ち目がないと判断したキーパーが飛び出してくる。

　ポンッ。

　慶一郎の蹴ったボールは、ゴールの方ではなく左ひだり斜ななめ前に低い弾だん道どうを描えがいて飛んだ。

「──えっ!?」

　生徒チームの選手たちは一瞬、ボールを見失った。

　そのパスを絶ぜつ妙みようのタイミングで走り込んできた小関が受け取っていた。爆ばく走そうする慶一郎に全員の注意が向いていたため小関はノーマークであった。小関はこれ見よがしにボールをトラップしておいて、チョンと蹴り出した。

　トン、トン、トン……バフッ。

『ゴォォォォォ────ル!!』

　あまりにも呆あつ気けない初はつ得とく点てんであった。

　大はしゃぎする小関の姿を横目で見ながら、生徒チームの精せい鋭えいたちはガックリとうなだれる。間まもなく終しゆう了りようのホイッスルが鳴なり、結局この得点が決勝点となった。

『フッ……まずは一勝だな』

　すっかり悪あく役やく口く調ちようが板に付いた藤堂の高たか笑わらいが響ひびいた。
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　スペシャルマッチ第二試し合あいはバスケットボール対決となった。

　後あとがない生徒チームは万ばん全ぜんの体たい勢せいで臨のぞんだが、またもや彼らの前には巨きよ大だいな壁かべが立ちふさがった。

『ああ～っと、御剣のシュートはリングに嫌きらわれました！　このリバウンドを捕とるのは──やはりビッグタワー南雲だ～～っ!!』

　普ふ通つうに手を伸のばすだけでダンクシュートができる慶一郎は、当然ながらリバウンドを捕らせても[image: ]１である。

「オラオラオラオラオラ──ッ！」

　マン・ツー・マンで慶一郎をマークしている静馬が、両手を頭上でバタバタさせてディフェンスした。慶一郎はリバウンドを捕った位置から動いていない。ゴール前でもないのに静馬が何なに故ゆえに必ひつ死しにディフェンスするのかというと──

「…………」

　慶一郎は静馬を無む視しして、ボールを高々と放ほうり投げた。

　ボールは体育館の天てん井じよう近くまで上がり、急角度の放ほう物ぶつ線せんを描えがいて落ちてくる。全員が注ちゆう視しする中、ボールは針はりの穴あなを通すような精せい度どで生徒側のリングをくぐり、ネットを揺ゆらした。

『またまた出ましたＩＣＢＭシュート！　教師チームこれで15点目です』

「あ、あかん……このままでは勝てん！」

　無む駄だなディフェンスのためにいたずらに体力を消しよう耗もうしているせいか、静馬が珍めずらしく弱よわ音ねを吐はいた。スコアは15対８とまだ十分に逆転可能だったが［シュート失敗→リバウンドを慶一郎が捕る→ＩＣＢＭシュート］という流れが出で来き上あがっているため、シュート成せい功こう率りつを一〇〇パーセントに近付けない限かぎり点差は広がるばかりである。

『フフフ……見たかね、大人おとなの力を！』

　藤堂は早くも勝かち誇ほこっていた。選手たちは憮ぶ然ぜんとした表情で、

「大人とか子供とかいう以前に……奴やつは本当に人じん類るいか!?」

「つーか普ふ通つう、切きり札ふだは最後まで取っとくもんだろ？　なんで最終兵器が最初から出ずっぱりなんだよ？」

「しかし奴を倒たおさないことには俺おれたちに未み来らいはない……!!」

　打開策もないまま絶望的な試合は続き、前半終了の時点でスコアは37対18となっていた。

　藤堂は時計を見てニンマリと微笑ほほえんだ。

『そろそろよかろう。交こう替たいだ、南雲君』

　藤堂の指示で慶一郎がチームから抜け、空から手て部ぶ顧こ問もんの金田が入った。

「くっ……南雲先生なしでも勝てるってわけ!?」

　涼子は悔くやしがったが、何にせよ反はん撃げきのチャンスには違ちがいなかった。奮ふん起きした生徒チームの猛もう攻こうにより、バスケットボール対決は42対44という僅きん差さで生徒側の勝利に終わった。

『これで一勝一敗というわけだな。すぐに決着がついてしまうのも面おも白しろくないだろう……最終戦を楽しみにしておきたまえ』

　余よ裕ゆうたっぷりの捨すて台詞ぜりふを残し、藤堂は体育館を後あとにした。

　昼休みを告つげるチャイムが鳴った──




　　　　☆




「クソッ……どないなっとんねん!?」

　学食にやってきた静馬は、固かたく閉とざされた扉とびらを前にしていきり立った。

　球技大会の日とはいえ学食は休業していないはずである。それどころか、かつて校内で嗅かいだことのないほど美お味いしそうな匂においが辺あたりに立ちこめており、静馬の腹はらの虫はさっきから鳴なきっぱなしなのだ。

　磨すりガラスの向こうに人ひと影かげを見つけた静馬は、鉄てつ製せいの扉を力任せに蹴けった。ほどなくして三〇センチほど扉が開き、中から調ちよう理り服ふく姿すがたの大男が顔を出した。慶一郎である。

「…………」

　慶一郎は静馬と同じく学食に入れなくて辺りにたむろしてる生徒たちを冷ややかに一いち瞥べつすると、扉の隙すき間まから太い腕うでを出して、一枚の紙を扉に貼はり付つけた。

　──『本日貸かし切きり・大人専せん用よう』

「何じゃ、そりゃああっ！」

　抗こう議ぎも虚むなしく扉は再び閉ざされた。

「静馬さん。こっちですよ、こっち」

　大作に誘さそわれるまま建たて物ものの裏うら手てに回った静馬たちは、開いている窓から学食内部の様よう子すを覗のぞき見た。中央に寄せられたテーブルには真まっ白しろなテーブルクロスがかけられ、藤堂をはじめとする教師たちが席に着いている。テーブルの上には、およそ学食には似につかわしくないフレンチのランチが並ならべられていた。昼間だというのにワインまで用意されている。

　当然ながら、料理を作ったのは慶一郎である。バスケットの試合を途と中ちゆうで抜ぬけたのも昼食を作るためだった。

　校医の菱沼奈な々な子こが、物もの欲ほしそうに見ている静馬たちの存在に気付いて席を立った。窓まど際ぎわまで歩いてくると、わざわざ持ってきたメインディッシュの皿を見せつける。

「ほ～ら～今日のお昼はタン・シチューなのよ～～。食べたい～～？」

　舌肉の塊かたまりをフォークで刺さし、静馬の鼻はな先さきまで近付ける。

　ガチッ！

　静馬は限げん界かいまで首を伸のばして食いつこうとしたが、結果はむなしく歯はを鳴らしただけだった。奈々子は寸前でフォークを引っ込め、タンを自分の口に放ほうり込んだ。これ見よがしに頰ほお張ばりながら、恍こう惚こつとした幸せいっぱいの笑えみを浮うかべる。

「いや～ん、柔らか～～い！　お肉がお口の中でとろけちゃうの～～」

「ぬうう～……おい、槍やりや！　誰だれか槍持ってこい！　この女、メッタ突づきにしたる!!」

「お、落ち着いてください！」

　空腹のあまり正気を失いかけている静馬を、周囲の生徒たちが必死で押おし止とどめる。だが生徒たちの方も静馬の気持ちは分かりすぎるほど分かっていた。

「もうええ！　購こう買ばい部ぶへ行くぞ」

「購買部はダメです」

「なんでやねん？」

「パンもドリンクも今日は入にゆう荷かしてないって……」

「なにぃ!?　こうなったら近所のコンビニへ──」

「それもダメです。学校の周囲に有ゆう刺し鉄てつ線せんのバリケードが張はり巡めぐらされていて、脱だつ出しゆつ不ふ能のうです」

「いつの間まに!?」

「いつの間にやらですよ。サバゲー同好会が突とつ破ぱ口こうを開こうとしていますが、おそらく昼休み中には無む理りでしょうね」

「どないなっとんねん！　オレらに飢うえ死じにせえっちゅうんか!?」

　いきり立つ静馬たちの頭上に校内放送が聞こえてきた。

『購買部よりお知らせです。ただ今より、中庭においてパンとドリンクの販はん売ばいを開始いたします──』

　その放送が終わるのを待たずに生徒たちは駆かけだしていた。静馬を先頭に中庭になだれ込んだ時、すでにそこには数十人の生徒たちがやってきていた。

　中庭に設せつ置ちされたテントの臨りん時じ購買部に飢うえた生徒たちが殺さつ到とうしている。

「どけぇぇ！　どかんと殺ころす！」

　強ごう引いんに人を搔かき分わけて最さい前ぜん列れつに進んだ静馬は、そこに並ならんでいる品物と値ね段だんを見て固まった。



　カラカラのフランスパン……二〇〇円

　カチカチのコッペパン………三〇〇円

　お買かい得どく食パンの耳一袋ふくろ……五〇〇円

　三角パック牛乳………………三〇〇円





「高っ！　しかもこの牛乳の賞しよう味み期き限げん……昨日きのうやぞ!?」

「そんなもんは若さでカバーしろ。若さで！　大だい丈じよう夫ぶだ。死にゃしねえ」

　売り子をやっている小関がにべもなく言った。静馬はとりあえず量りようだけはある食パンの耳を摑つかみ、小関に訊たずねる。

「パンの耳だけで食えっちゅうんか？　ジャムか何かないんか!?」

「砂さ糖とうなら売ってやる。振ふりかけて食え。甘あまいぞ」

「クッ……まあええ！　それより飲むもんは牛乳パックしかないんか？　こんなちっこいパック一個飲んだところで、すぐ喉のどカラカラになってまうぞ」

「ったく、文句ばっかり多い奴だな……」

　小関は氷こおり水みずに沈しずめて冷やしてあったペットボトルを取り出した。ラベルはなく、青あお汁じるに酷こく似じした濃のう厚こうな緑色をしたジュースが詰つまっている。ボトルの底そこの方には得え体たいの知れない不ふ純じゆん物ぶつが沈ちん殿でんしていた。

「そらよ、持ってけ。俺おれも知らない謎なぞの液えき体たい一・五リットル」

「いらんわボケ！」

「一〇〇円でいいぜ」

「む……」

　すでに正常な判はん断だん力りよくをなくしている静馬は、思し案あんした挙あげ句く、牛乳パックを置いてそのペットボトルの方を選んだ。




　　　　四




　Ｋファイト実行委員会テント──

「やってくれるよ……藤堂校長は、我われ々われ生徒を肉体的にも精せい神しん的てきにも、徹てつ底てい的に打ちのめすつもりだぞ」

　話を聞いた石蕗は頭を抱かかえた。富田林の表情も暗い。

「最終戦の競技はソフトボールだったわね……校長はきっと南雲先生をピッチャーに据すえてくるに違ちがいないわ。何か策さくはないの？」

「策といってもなあ……草[image: ]君は確たしかに超ちよう高校級の天才児だけど、南雲先生の能力はときどき人類の限界を超こえるからなあ」

「人間には打てない球たまを投げそうな気がする……」

「たとえ打てたとしても、ピッチャーより後ろには飛ばないような……」

「まあ、それでも大だい丈じよう夫ぶなんじゃないですか？」

　一人だけ吞のん気きな大作の言こと葉ばに、全員の視し線せんが集まる。

「神矢君、その落ち着きには根こん拠きよがあるのかい？」

「根拠というほど確かじゃありませんよ。あくまで希き望ぼう的てき観かん測そくです」

　不ふ審しんな顔つきの委員会メンバーたちに、大作は苦く笑しようしながら、

「よく考えてみてくださいよ。一見して完かん璧ぺき超ちよう人じんのように見える南雲先生にも、一つだけ重大な欠点があったのを忘れてませんか？　他た力りき本ほん願がんな話ですが、可能性はゼロではないはずですよ……」




　最終戦──ソフトボール対決。

　ジャンケンで勝った生徒チームが後こう攻こうを選び、ゲームは教師チームの攻こう撃げきから始まった。

　一回の表おもての教師チームの攻撃は、ピッチャー涼子の好投により三者凡ぼん退たい。そしてその裏うら、教師チームがグラウンドに出て、守しゆ備びについた時に異い変へんが起こった。一カ所だけ、それも最も重要なポジションが空あいていたのだ。

『む？　ピッチャーは……ピッチャーはどうしたのかね？』

　Ｐｒｒｒｒ！

　藤堂の携けい帯たい電話のコールが鳴なった。それに出た藤堂の顔がみるみる青ざめていく。

『……待ちたまえ。急用ができたとはどういうことかね!?　最終戦だぞ。君抜きで闘たたかえというのか？　おい、南雲君！　南雲君──!!』

　実じつ況きよう解かい説せつ席せきのマイクは藤堂の慌あわてぶりを全校に伝えていた。静馬がバットをブンブン振ふり回まわしながら吠ほえる。

「ぬわはははははっ！　とうとうオレの出番がきたみたいやな！　覚かく悟ごせえよ……宣せん言げん通どおり、お前ら全員泣なか～す!!」

　不ま味ずい昼食の恨うらみで闘とう志し満々の生徒たちが歓かん声せいを上げた。津つ波なみのような怒ど号ごうに包つつまれながら、藤堂は浮うき足あし立だつどころか逆に冷静になった。

「フッ……南雲君がいないのであれば仕方あるまい」

　すっくと解説者席から立ち上がると、ネクタイを弛ゆるめ、スーツを脱ぬぎ捨すてる。

　生徒たちの間からどよめきが起こった。スーツの下から、ソフトボールのユニフォームが現れたからである。ただしやはりサングラスはつけたままだ。

「私みずから、諸しよ君くんの相手をしようではないか！」

　そう宣言すると、藤堂は歩いてマウンドに上がった。軽く投球練習をして肩かたをならす。投げるボールは固かた太ぶとりの体たい型けいに反してなかなかの速そつ球きゆうであった。

　生徒チームの先頭バッターがボックスに入った。

　バッターが金きん属ぞくバットを持ち上げ、その先を自分の方に向けるのを見て、藤堂は不ふ審しんな顔つきになった。

「……どういうつもりなのかね？」

「どうもこうもねえ……このバットにかけて、てめえの銅どう像ぞうなんか造らせやしねえぜ！」

　そう威い勢せいよく言い放はなったのは──小関遼二であった。

『おお～っと、何ということでしょう！　裏うら切ぎりです！　教師チームから裏切り者が出ました～～!!』

「人聞きの悪いことを言うんじゃねえ。俺はいつだって生徒たちの味み方かただぜ！」

　中村の実況に対して小関はそう言いい放はなつと、自分の背せ中なかを指さした。ユニフォームの背中にはでかでかと〈愛〉の一字が書かれている。本人が何を言いたいのかはまるで不明だったが、それでも生徒たちは感かん激げきしたようだった。

「もう、何が何だか……」

　ベンチの涼子が頭を抱かかえる。

「よーし、てめえら……勝ちに行くぞ！」

　小関の掛かけ声ごえに応じて、生徒たちが一いつ斉せいに拳こぶしを突つき上あげる。

「違ちがうやろ！　なんでお前がオイシイとこ持ってくねん!?」

　静馬の必ひつ死しの抗こう議ぎも歓かん声せいにかき消される。

　かくして。

　大作の予よ測そくは見み事ごと的てき中ちゆうし、切きり札ふだ抜ぬきの最終決戦が始まった──




　　　　＊　　　＊　　　＊




「──ようこそ、イェネンの鬼き神しんよ」

　異世界ソルバニア──

　いつもの台詞で迎むかえた鬼神召しよう喚かん士しレイハは、慶一郎が浮かない顔をしているのに気付いて、わずかに小こ首くびを傾かしげた。

「何か？」

「いや……おとなげない遊びに付き合うと疲れるな～っと思ってね」

　溜め息とともにそうこぼすと、慶一郎はコキッと首を鳴らした。




　　エピローグ




　四日後──

　放ほう課か後ごのＫファイト実行委員会本部に、委員会の主要メンバー六人が顔を揃そろえた。それぞれが雑ぞう巾きんやバケツ、デッキブラシ等などの清せい掃そう用具を携たずさえている。

「それじゃあ行こうか」

　石蕗を先頭に、六人は列れつになって廊ろう下かを進んだ。

　階段を下り、玄げん関かんから外へ出ると、そこにはサングラスをかけた藤堂鷹王校長の銅像が建たっていた。全身像ではなく胸きよう像ぞうである。

　その胸像は非常に良くできていた。顔の皺しわ一本に至いたるまで、本物と寸すん分ぶん違たがわぬ見事な造ぞう形けいである。

　ただし銅像以外はかなり安物だった。土ど台だい部分はベニヤ板で作られたハリボテで、灰はい色いろに塗ぬったペンキもところどころ斑まだらになっている。

　大作たち六人はバケツに水を汲くんでくると、雑巾とデッキブラシを使って校長の胸像をゴシゴシと洗い始めた。

「校長も念ねん願がん叶かなって良かったですねえ。こんな立りつ派ぱな銅像が建って」

　大作がしみじみと言うと、他ほかのメンバー全員が相あい槌づちを打った。

「ほ～んと、一日だけで撤てつ去きよするのが勿もつ体たいない出で来きよねえ」

「なんならずーっと置いておけばいいのに」

　笑いながら青せい銅どう色いろの顔や頭をこすっていると、銅像の口元が少しずつ歪ゆがんでいくようだった。それはあたかも屈くつ辱じよくに耐たえているような苦く悶もんの表情であった。仕上げにホースの水を正面から浴あびせると、水が鼻はなに入ったのか、銅像がむせた。







[image: ]







「あれ？……この銅像、動かなかった？」

「そんなことあるわけないだろ。銅像なんだから」

　教師チーム敗はい北ぼくの責任を取らされ〈一日銅像の刑けい〉に処しよせられている藤堂が自由の身になれるのは、まだ数時間先のことである──





〈校長とゆかいな下僕ども／ＥＮＤ〉









　あとがき







　どーも、毎まい度どお世話になっております。

　まるで売れっ子作家のようなスケジュールに追おわれる自じ称しよう・寡か作さく作家の雑さい賀がです。

　お待ちかねの短編シリーズ後半戦、ＥＸ─４をお送りします。

　本書に収しゆう録ろくされているのはドラゴンマガジン二〇〇〇年二月号から五月号、十〇月号の連れん載さい分に加え、十〇月増刊号用に書き下ろした作品を加筆修正したものです。

　ちなみにこれが雑賀礼れい史じの十四冊目の本になります。

　思えばリアルバウトだけでもう十二冊も書いてるんですね……これもひとえに読者の皆みな様さま方の応おう援えんの賜たま物ものです。有り難いことです。

　文庫書き下ろしとドラマガ連載のものが代かわる代がわる出ると、どの順番で出版したのか分かりづらいので（作者ですら混こん乱らんするし）、これからは通つう算さん何冊目かを書いていこうと思います。

　さて、それでは各話ごとの解かい説せつと参まいりましょうか。




『痛つう快かい！　地じ獄ごくの三さん匹びきがゆく!!』

…文庫のタイトルが『彼女が猫になる日』で表紙もネコミミ美雪なのに、一発目がこの最さい凶きようにバイオレンスなジジイトリオの話とは……ロシアンルーレットなら最初にいきなり弾だん丸がんが飛び出すような仕し様よう（笑）ですが、別に狙ねらったわけじゃなくて、ただ単に発表順ですのであしからず。

　しかしある意味、これもまたリアルバウトの醍だい醐ご味みといえましょう。

　冒ぼう頭とうのシーンは連載版では『路ろ上じよう強ごう盗とうの黒人三人組を相手に試ためし斬ぎり』でしたが、文庫版では完全に別物になっています。収録された全六話中唯ゆい一いつにして、あまりにデンジャラスなためイラストにしてお見せできない格かく闘とうシーンになっていますが、このアイデアは実じつ際さいにあったという話にヒントを得えています。




　とある日にち常じよう的な会話にて──

男Ａ「暇ひまだなあ……そうだ、〈オヤジ狩がり狩がり〉にでも行くか？」

男Ｂ「（訝いぶかしげに）え？　ちょっと待まってください。その〈オヤジ狩り狩り〉というのは……わざとオヤジ狩りにあっておいて、逆に狩るという意味ですか？」

男Ａ「そうだよ。行く？」

男Ｂ「いえ、僕ぼくはやめときます」

男Ａ「そうか。しょうがないな。じゃあ〈ヤクザ狩り〉にしようか？」

男Ｂ「……（苦く笑しよう）」




　以上のやりとりは、ともにサラリーマンを本ほん業ぎようとする武ぶ術じゆつ家の間で実際に交かわされたものだそうです。これぞ人間凶きよう器き、というお手本のようなダイアローグですね。実じつ在ざいする普ふ通つうの人間凶器でこの調ちよう子しなのだから、極きわまった人間凶器である鉄てつ斎さいなら……という順じゆん当とうな発はつ想そうです。

　誤ご解かいを避さけるために明めい言げんしておくと、ジジイトリオには『世のため人のため法で裁さばけぬ悪を斬きる』などという殊しゆ勝しような発想は米こめ粒つぶほどもございません。彼らは真しん性せいのバトルマニアであり、自分の戦せん闘とう力りよくを上げることが生き甲が斐いだからです。

　謎なぞのカルト集団に闘いを挑いどむ理由ももちろん正せい義ぎのためなんかではなく、連中が『うちで修しゆ行ぎようをすれば幸しあわせになれる』などとうそぶいたためです。『幸せになれる』→『災難を避けられる』→『つまり（超ちよう自然的な力により）外がい敵てきを退しりぞけることができる』→『もしそんな力が存在するなら自分たち武術家にとって脅きよう威いである』→『その真しん偽ぎを確かく認にんせねばならない』→『そのためには本気で斬ってみるしかない』──とまあこのように至し極ごく当然にして単たん純じゆん明めい快かいな論ろん理りの帰き結けつにより、完全武ぶ装そうでの殴なぐり込こみへと至いたるわけです。

　ちなみに一度の実戦で得られる経験値ちは、道場での鍛たん錬れん一年分に相そう当とうするそうです。

　断ことわっておきますが、鉄斎たち三人はそれぞれ師し匠しようクラスの達たつ人じんによくいるタイプの代表であり、決して武術家の目指すべき理想の姿すがたとして描えがいているわけではありません。




　世せ間けん一いつ般ぱんにおける武術家（格闘家）に対するイメージとリアルバウト的武術家観の間にはかなりの隔へだたりがあるようなので、ここで少し解説しておきましょう。

　武術とは要ようするに技術です。例たとえば上手に歌うたうこと、あるいは速はやく走ること──それらと同じような意味において、人体がもともと有ゆうしている能力を引き出すための技術であると考えています。

　武術が一般的な技術と決定的に異ことなるのは『殺人のための技術』であるという点でしょう。問題はそこです。

　一いつ般ぱん的な日本人で自分を常識人だと思っている人にとって、他人を拳こぶしで殴なぐるという行こう為いは普通「正しよう気きならやってはいけないこと」として行動規き範はんの外にあります。殴りたくても殴らないのが無ぶ難なんな選せん択たくです。勝てる勝てないは別にして、そもそも殴るという行動パターンが自我の中に組み込まれていないのです。

　武術家の場合、他人を殴るという行為は基本的に自じ我がの中に含ふくまれています。殴ることが平気でなければ武術家にはなれません。これは公こう衆しゆうの面前で歌うことが平気でなければ歌手が務つとまらないのと同じ理り屈くつです。歌手ならライブもテレビ出しゆつ演えんもせずにＣＤだけ出していくことも可能でしょうが、武術家ではそうもいかないでしょう。

　殴ることが自我に含まれていない人間にとって、殴るという行為は自分の意志ではなく過失によるものでなくてはなりません。一いつ般ぱん人にとって他人を殴るという常じよう軌きを逸いつした行動を可能にするためには『キレる』──つまり通常の行動規範を放ほう棄きする必要があるわけです。

　しかし武術家にはそのような心しん理り的手続きを踏ふむ必要はありません。

　以前、プロボクサーの辰たつ吉よし丈じよう一いち郎ろうさんが試合後のインタビューに答えていたのをテレビで見たことがありますが、その時の会話はこんな感じでした。




「だいたい第何ラウンドあたりでキレましたか？」

「いや、僕は試合の最さい中ちゆうにキレたりしませんよ」

「……そうなんですか？」

「（苦笑して）僕はいつでもキレてますから」




『キレている状じよう態たい』が日常である──殴るためにはどうしても『キレる』必要のある一般人の感かん覚かくと、その必要のないプロボクサーの心理の違ちがいを見み事ごとに表あらわしたやりとりです。この違いは、一般的な道徳観かん念ねんから離はなれて想像力を働かせないと理解できないでしょう。

　例えば、実じつ弾だんの入っている拳けん銃じゆうがあるとします。

　同じ拳銃でも、子供が持つ拳銃と、プロの殺し屋が持つ拳銃とでは、どちらがより危き険けんでしょうか？

　子供がオモチャ感覚でもてあそぶ拳銃は、いつ、どこへ向かって弾丸が発はつ射しやされるか予想ができません。いつ暴ぼう発はつするか分からないうえ、持っていても通り魔まや誘ゆう拐かい犯に襲おそわれた時に身みを守るために役立つかというと怪あやしいものです。なぜならその拳銃は本人の意思でコントロールできていないからです。

　一方、殺し屋の拳銃はきちんと管かん理りされているため、暴発する危険は非ひ常じように低ひくいでしょう。そして殺し屋本人の意思によって使われる時、その銃じゆう弾だんは狙ねらわれた人間の命をかなりの確かく率りつで奪うばいます。不意に襲おそってくる敵てきに対して有ゆう効こうに使うことも可能です。

　子供の持つ拳銃はどんな場合にも凶器にしかなりませんが、殺し屋の持つ拳銃は単たんなる道具であり、その性能は充じゆう分ぶんに活いかしきれるでしょう。

　武術家であるということは、スキルがあるだけではなく、それを使いこなせる自我を持っているということです。呼こ吸きゆうをするのと同どう様ように人を殴ることに禁きん忌きがない──などというと、良りよう識しき家はすぐに彼らを異常な狂きよう人じん扱あつかいしたがりますが、それは誤あやまりです。殴ることが平気な人は、一般人より自我に含まれる領りよう域いきが少し広いというだけで、別に自我が破は綻たんしているわけではありません。コマンド選択式のアドベンチャーゲームなら、「調しらべる」「話す」「移い動どうする」等の選択肢しと並んで「闘う」が常つねに表示されている、という感じでしょうか。しかしこの「闘う」コマンドの内容にしても人によっていろいろとレベルの差さがあるようです。

　殴ることが平気な人でも、いきなり相手の眼がん球きゆうに指ゆびを突つっ込こむような攻撃は躊ちゆう躇ちよするといいます。また他人の眼球に指を突っ込むのが平気な人でも、相手を即そく死しさせるほどの技をいきなり出せるかというと、そうでもありません。ひとくちに「闘う」といっても人によって「殴る」と「壊こわす」と「殺ころす」の間のどこかにブレーキがあるのが普通のようです。

　見知らぬ相手とつまらないきっかけでトラブルを起おこし、エスカレートした挙あげ句くに相手を殺すところまで行ってしまうのは、ケンカのやり方を知らない素人しろうとだけだといいます。普ふ段だんから徹てつ底ていして他人との争いを避さけるという行動規範に従したがっていると、いざ争あらそいが起きた時に自分をコントロールできなくなる──という典てん型けい的なパターンといえるでしょう。

　これは一般的なイメージとも重かさなる点ですが、ちゃんとした武術家は平へい均きん的な一般人よりもモラルが高いという印象があります。厳きびしい修行によって精神修しゆう養ようを積つんでいるからだと思われがちですが、おそらくそうではないでしょう。彼らは徹底したリアリストであり、『自分が世界最強ではないこと』や『自分（のような武術家）が決して特別な人間ではないこと』を熟じゆく知ちしているからです。

　慶一郎や鉄斎は見るからに強そうな人物として描いていますが、実在する武術の達人のほとんどは一見しただけでは普通の人と変わりません。プロレスラーを一いち撃げきで悶もん絶ぜつさせる絶ぜつ技ぎの使い手も、他人からはそうとは知られぬままその辺へんを普通に歩いているのです。それに自分と同レベルの武術家は巷ちまたにごまんといます。実力的には格かく下したの武術家であったとしても、油ゆ断だんしていればやられてしまうかもしれません。

　自分の実力や世界を知っている武術家が、おおむね紳しん士し的で礼れい儀ぎ正しいのは自然の成なり行きと言えましょう。彼らは迂う闊かつに他人とトラブルを起こすことがいかに危き険けんで恐おそろしいことか、道どう徳とく的にではなく、生せい死しのかかった切せつ実じつな問題として理解しているからです。

　たとえよほどの鍛たん錬れんを積つんだ武術家であっても、路上で闘いを挑いどむにはかなりの勇ゆう気きが必要でしょう。行きずりの相手に気き軽がるにケンカを吹ふっかけるのは、中ちゆう途と半はん端ぱに武術をかじった素人か、自分に敵かなう者が地上に存在しないと信じて疑うたがわないクレイジーな奴やつだけです。そういった人たちは『自分を一撃で血の海に沈しずめることができる人間』に遭そう遇ぐうする可能性に気付いていないのです。

　人類最強でもないのにいい気になっているとお手頃な生なま肉にくサンドバッグにされるので、カツアゲやオヤジ狩りの際にはくれぐれも注意しましょう。




『星は何でも知っている』

…大だい作さくと謎なぞの占うらない師し・澁しぶ澤さわ右う京きようの出会いを描く一いつ編ぺん。大作の回想という体てい裁さいで語られるこのエピソードは、リアルバウト本編第一話のほぼ一年前という設せつ定ていです。右京はもともと別作品の主人公であり、この短編はその第一話のダイジェスト版になっているという……はい、そうです。大作編のネタが他ほかになかったんですね（爆）。

　本ほん来らいの大作編として考えていたＫファイト実じつ行こう委い員いん会かい編のアイデアがまとまらなかったため急きゆう遽きよこの話にしたんですが、結果的に久ひさ々びさの新作を書くこととなり、これが煮に詰つまった頭には非常に新しん鮮せんでした。これ以後「やっぱ新作っていいよなあ～」という思いが募つのり、ドラマガ増刊号用に完全新作を書き下ろすに至いたったのでした。

　右京は本編でも重要な役どころを演えんじる予定ですのでお楽しみに。




『チチカヱル』

…満まんを持じしての静馬編としてアイデアを練ねっていたものの、いざ書いてみると静馬の親おや父じ・虎とら之の介すけの話になり、さらに進しん路ろ指し導どうというシチュエーションのおかげでいつの間にやら涼子の親父の丞じよう太た郎ろうの出番が増ふえ、結局のところ虎之介の出オチで終わったお話。見み所どころは久々に教師らしい仕事をしている慶一郎（笑）。




『彼女が猫になる日』

…十か月続いた本誌連載最後のエピソード。もはやネタ不足も最さい高こう潮ちようの状態で、書き始めるまでは──どころか書いてる途と中ちゆうまで『美雪を主役にする』という以外に何も決まっていませんでした。なんとか書き上げたものの、あまりの内容のなさに愕がく然ぜんとしたことを覚おぼえています。

　主しゆ役やくが美雪というのは当時の担たん当とうさんからの強い要よう望ぼうによるものですが、ネコミミのアイデアがどこから湧わいて出たのかは今となっては思い出せません。最大の謎は読者アンケートの結果が一番良よかったという事じ実じつですが……

　文庫に収録するにあたり大おお幅はばに書き直すつもりでしたが、いざ読み返してみたところ、どこをどう直していいのかまったく分からず途と方ほうに暮くれてしまいました。直すところが見当たらないということは、これはこれで完成しているのだろうと解かい釈しやくし、結局ほとんど手を加えていません。




『ディア・ハンター』

…ドラマガ本誌の特集に合わせて書き下ろした短編。冒頭のレポートが親父編に続いて静馬のものなのは、このエピソードが静馬編のリベンジだからです。

　四〇枚の短編として短すぎず長すぎず、内容の充じゆう実じつ度からオチのつけ方に至いたるまでほぼ理想的に決まり、悪あく戦せん苦く闘とう続きだった短編シリーズ全体に対して雪せつ辱じよくを果はたした逸いつ品ぴん。タイトルを変へん更こうした以外はほぼ手つかずで収録しました。

　スパイ衛えい星せいを撃げき墜ついする下りはいつか本編で使おうと思っていたシーンでしたが、面白すぎるのでこっちに回しました。




『校長とゆかいな下げ僕ぼくども』

…藤とう堂どう校長＆Ｋファイト実行委員会編。ドラマガ増刊ファンタジアバトルロイヤル２用の書き下ろし作品に、枚数の関係で描ききれなかった部分を加か筆ひつしています。

　三部構成になっているのは、もともと三つあったアイデアを一本にまとめたため。初期プロットでのエピローグ部分は、勝利した生徒側の投とう票ひようにより一日だけ教師の配はい置ち換がえが行われるという内容でした。短編としての切れ味を優ゆう先せんして校長しか書いてませんが、その裏うらでは小こ関せきが〈一日校長〉に就しゆう任にんしたり、慶一郎が〈一日学食のおばさん〉をやらされたりしている──という設せつ定ていです。

　短編シリーズのラストを飾かざるに相応ふさわしい一編といえましょう。




　以上がＥＸ短編シリーズ全十二話の後半六話です。

　ＥＸ─３のあとがきでは不本意ながらかなり愚ぐ痴ちをこぼしてしまいましたが、今となってはいい経けい験けんだったと思えます。短編は長編と違ちがってアイデア勝負というところがあり、いいネタがスマートに決まれば実に気持ちのいいものなのですが、構成という点では長編以上に難むずかしいところがあって非常に勉強になりました。

　短編の名手といえば故こ・藤ふじ沢さわ周しゆう平へい氏ですが、短編作家としてはどうやら氏の足元にも及およばないというのが現げん状じようのようです。まだまだ精しよう進じんせねば……!!




　　　　☆




　それでは第８巻のあとがきクイズの解かい答とう編です。

　問題は〈ウ号って何？〉というものでした。とあるレトロゲームに登場するキャラクターですが、さて正解は──

〈Ａ：超ちよう絶ぜつ倫りん人じんベラボーマン〉

　でした。ナムコの名作アクションゲームです。コンシューマではＰＣエンジンに移い植しよくされましたが、プレイしたくても今やソフト・ハードともに入手困こん難なんでしょうね。それにしてもすごいタイトル……

　さて、今回の出題です。

〈Ｑ：『校長とゆかいな下げ僕ぼくども』のタイトルのルーツは？〉

　某ぼうマンガ家の処しよ女じよ作品集なんですが、おそらく古本以外では入手不可能でしょう（こんなんばっかし）。

　以下はそのマンガ家の代表作に関かんするヒントです。

①父と子の物語である

②主人公は記き憶おく喪そう失しつ

③週刊少年サンデー連載

　手て順じゆんとしては三つのヒントをもとに作者を特とく定ていし、ネットを利用して作品を検けん索さくするという方法でたどり着つけるでしょう。ちなみに前回のリアルバウトドンジャラの役についてもまだまだ募ぼ集しゆうしています。

　またクイズに関係なく読者の皆みなさんからのお便たよりをお待ちしております。




　　　　☆




　久々に長いあとがきになりましたが、この辺にしておきましょう。

　この本が出る頃には次の連載が始まっているでしょう。これまでのＥＸシリーズとは少々毛け色いろが変わっているので乞こうご期待。

　新連載を始めとして、新世紀はバリバリ仕事をする予定です。これからも応援をよろしくお願いします。

　それでは、また。





　　　平成十三年三月十九日




雑賀　礼史



















　　初出　月刊ドラゴンマガジン

　　　　　２０００年２月号～５月号、10月号　10月号増刊















召喚教師リアルバウトハイスクールＥＸ－４




彼かの女じよが猫ねこになる日ひ








雑さい賀が礼れい史じ
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